


















































剣聖の私がお前を好きだと？

笑わせるな！ 大大大好きなのだ！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　美少女剣けん士しは突とつ然ぜんに









「小説家になろうと思うのだ」

「………………はい？」

　それはあまりにも突然すぎる告白だった。

　思わず真しん剣けんな顔でマジなトーンの声を返してしまうほどに、衝しよう撃げきの大きい告白でもあった。

　紅茶をカップに注ぐ手を止め、超ちよう弩ど級きゆうの爆ばく弾だんを投下しやがったハーフエルフの少女に視線と意識を向ける。

　色白の肌はだに整った顔立ち。鋭するどい刃やいばを彷ほう彿ふつとさせる切れ長の碧へき眼がんに、月の光に匹ひつ敵てきするほどに眩まばゆい金きん髪ぱつポニーテール。エルフ特有の先が尖とがった耳はハーフエルフでありながらも確かに受け継つがれている。高身長の体たい軀くと長く健康的な手足からは彼女のスタイルの良さが窺うかがえ、他ほかにも豊満な胸やきゅっとしまった腰こし回まわりなど、まさに奇き跡せきとしか表現しようのない黄金比により、彼女の肉体は成り立っている。

　シルフィ・ライトグラスという脆もろそうな名前を持っていながらも、弱じやつ冠かん十八歳にして史上五人目の『オリハルコン級冒ぼう険けん者』となり、更さらには最上級の剣士を象しよう徴ちようする『剣聖』の称しよう号ごうを与あたえられた凄すご腕うでの魔ま術じゆつ剣士の美び貌ぼうから静かに視線を逸そらし、少し離はなれた場所でチェスに興じていた二人の仲間へと視点を変へん更こうする。

「……ユーリとハイネはもう今週の週刊ステップ読んだか？　抱だかれたい冒険者ランキング男性部門と抱き締しめたい冒険者ランキング女性部門、相変わらずお前達二人がトップに輝かがやいてるみたいだぜ？」

「そうなんですか？　うう、恥はずかしいですぅ」

「それは何とも光栄なことだね。選んでくれた方々には感謝だよ」

　だぼっとしたローブに包まれた茶髪エアリーボブのネコ耳少女──ユーリ・カルディナはかぁぁぁと耳の先まで顔を真っ赤に染め、道着姿の長身イヌ耳男ことハイネ・アインツフォンは涼すずしい顔のまま投票者への感謝を述べる。その態度に厭いやみや自じ慢まんの色はなく、ただ純じゆん粋すいに喜んでいる様子が見て取れる。

　というか、このパーティは俺以外のメンバー全員が美男子＆美少女だったりする。黒くろ魔ま術じゆつ師のユーリは他の冒険者に大人気のマスコット枠わくとして有名で、武ぶ闘とう家のハイネはクールなイケメン冒険者として多くの女性から絶大な人気を得ている。シルフィは最強の魔術剣士として数あま多たの冒険者達から羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送られているし、この間なんか『女め神がみのような美しさを持つハーフエルフの剣士』として出版社に取材されていたぐらいだ。抱かれたい冒険者ランキングでは女性でありながら既すでに殿でん堂どう入りらしいし……地味な自分が呪のろわしい。

「って、何を無視しているのだミスト！　私の話を聞け！　ユーリとハイネのランキング事情など今はどうでも良いのだ！」

「今すごく聞き捨てならないことを言われた気がしますっ!?」

「気のせいだよ。それより──チェックメイト」

「ふぁっ!?　い、いつの間に!?」

　チェス盤ばんを驚きよう愕がくの表情で凝ぎよう視しするネコ娘むすめにほんわかしたところで、俺は目を背そむけていた現実に真正面から立ち向かうことにした。

「話を聞けっつってもなー……小説家になろうと思う、だっけ？　そんなことをいきなり言われても反応に困るだけなんだよな」

「ふふん、そうだろうそうだろう？　驚おどろいただろう？　だが、冗じよう談だんであるどころか本気も本気、空飛ぶグリフォンを石ころで撃うち落とすぐらいに本気なのだ！」

「すげー嫌いやな予感がする」

　シルフィが本気になった時は大たい概がい碌ろくな目に遭あわないんだよなぁ（主に俺が）。シルフィにパーティに誘さそわれた時はメンバー集めと称しようして街の噴ふん水すい広場で一発芸を延々とやらされたし、クリースマス（なんか昔の英えい雄ゆうの誕生日を祝う日らしい）パーティをするってシルフィが言い出した時には街の外まで巨きよ大だいなツリーを調達しに行かされたし。本気になるのは別に構わないんだが、その結果として俺が酷ひどい目に遭うのだけは本気で勘かん弁べん願いたい。それこそ、空飛ぶグリフォンを石ころで撃ち落とすぐらいに本気で勘弁願いたい。

　シルフィは豊満な胸を押し上げるように腕うで組ぐみし、

「お前には黙だまっていたが、実はもう『シルフィちゃん小説家になろうぜ計画』は最終段階に入っているのだ」

「なにそれ聞いてねえんだけど。俺だけハブ？　いくら俺が常に金かね稼かせぎの為ために奔ほん走そうしてるからって、俺だけハブられるとか流石さすがに悲しいんだけど」

「べ、別にそういう訳ではないぞ？　た、ただ、お前を驚かせてやろうと思っていただけで……し、しかし、そのことでお前が悲しむというのなら、私はお前に謝罪しなくてはならない。ああ、私はどうすれば良い？　ご、ごめん、ごめんな、ミスト」

　冗談のつもりだったのだが、どうやらシルフィは俺の自じ虐ぎやくネタを本気に受け取ってしまったようだ。あわあわおろおろと慌あわてた様子で俺に困り顔を向けてきている。無む駄だに顔が整っているせいか、普ふ段だんとの態度のギャップ萌もえでなんとも可愛かわいらしい。

　涙なみだ目め寸前のシルフィの頭に手を置き、俺は不器用な笑えみを浮うかべる。

「大だい丈じよう夫ぶ、冗談だよシルフィ。だから別に謝んなくていいぜ？」

「ほ、本当に？　本当に怒おこっていないか？」

「ああ、本当だ。こんなことで怒るような俺じゃねえよ」

「……よかったぁ！」

　純粋に喜ぶ剣聖が可愛すぎて生きるのが楽しい。

「……わざわざ目の前でいちゃつかなくてもいいですのに」

「そこはあえて見なかったことにするのが大人のマナーだよ、ユーリ」

　そして俺とシルフィを見てイヌとネコが好き勝手言っていたが、俺は大人なので華か麗れいにスルーしてやった。だが、次はないぞ。シーフの顔は二度までなのだ。

　俺の頭撫なで撫なでによって調子を取り戻もどしたシルフィはニヒルな笑みを浮かべる。

「『シルフィちゃん小説家になろうぜ計画』の決行を開始したのは今からほんの一週間前のこと。ちょうどミストがダンジョン内でトラップの解除に失敗し、物理的に煮にえ湯を浴びせかけられた後のことだった」

「人がせっかく忘ぼう却きやくし切ってた黒歴史を回想のついでに掘ほり返してんじゃねえよ」

　あの時は本気で死を覚かく悟ごした。シルフィの治ち癒ゆ魔術ですぐに治ち療りようしていなかったら、今いま頃ごろ俺は全身大おお火傷やけどという痛々しい状態となっていたことだろう。

「私はミーナの本屋を訪おとずれ、店頭に並ぶ小説の山を見て、ふと思ったのだ───小説家になりたい、と」

「メチャクチャ壮そう大だいな雰ふん囲い気きが凄いけど、要はいつも通りの思いつきなだけだよね？　結果的に俺が酷い目に遭う黄金パターンなだけだよね？」

　因ちなみに、ミーナというのはシルフィの親友で、俺の幼おさな馴な染じみである。更にはこの街一番の売れ行きを誇ほこる本屋の看板娘で、なんと毎日味み噌そ汁しるを作って欲しい美少女ランキングで四年連続トップに輝いている冗談抜ぬきの美少女だったりする。因みに、我らが剣聖シルフィは堂々の三位である。

　俺の華麗なツッコミに、しかしシルフィは「甘いな」と余よ裕ゆうの態度を見せる。

「私がいつまでも万年うっかり娘だとは思わないことだ。今回においては、お前が言う黄金パターンとやらから脱だつすることに成功しているのだよ」

「なん、だと……っ？」

「言っただろう？　この『シルフィちゃん小説家になろうぜ計画』は既に最終段階に入っていると！」

「馬ば鹿かな……あのシルフィが凡ぼんミスをかましていないだと？　戦せん闘とう力と外見ぐらいしか褒ほめる所が見当たらないあのシルフィが？　俺の忠告に従わずに落とし穴に盛せい大だいに落ちまくるのが鉄板ネタである、あの超ポンコツ娘ことシルフィ・ライトグラスがうっかりしていないというのか……っ!?」

「え、私ってそんな感じなのか？　お前の中の私ってそんなにうっかり娘な印象なのか!?」

「ぶっちゃけ冒険者の中でもトップクラスだと思ってますハイ」

「心外だ！　撤てつ回かいを要求する！」

　胸むな倉ぐらを摑つかまれて抗こう議ぎされるが、大人な俺は華麗にスルー。

「まあまあ、そんなことよりも話の続きをしてくれよ」

「この野や郎ろう、憶おぼえておけよ……」

　残念ながら記き憶おく力が良い方ではないので、すぐにでも忘れてしまうだろう。

　まあ、良い──そう言いながら、シルフィは俺の胸倉から手を離す。

「まず、イラストは絵が上う手まいユーリが担当することで落着している」

「既に被ひ害がい者が出ていたか……」

「被害者扱あつかいはやめてくれませんかねえ!?」

「本来であればイラストなど不要なのだがな。ユーリがどうしても参加を希望してくるので、仕方なくイラストを任せることにしたのだ。…………はぁ」

「シルフィだけだと何が起きるか分かりませんからね！　いやもう本当に、私の目が届かないところで何を仕出かすか分かったものじゃないですから！」

「最低最悪の気き遣づかいをどうもありがとう……っ！」

「いいえぇ、お礼なんて要いりませんよぉおおおおおお……っ！」

　何な故ぜかバチバチバチと火花を散らす美少女コンビ。

　シルフィが何を仕出かすのかはよく分からんが、話が脱だつ線せんしそうな空気になってきたので、俺は軌き道どう修正を試みる。

「まあ、その話は置いといて、だ。他にどんな準備をしてんだ？」

「ん？　ああ、そうだったな。イラスト担当の次に、私は出版に必要なマジックアイテムを全すべて買い揃そろえた」

「出版に必要って……そういうのは出版社側が揃えるもんだろ？　何でお前がそれを揃えちゃってんだよ」

「自費出版をするからだが？」

「このブルジョワめ……」

　知っての通り、シルフィは凄腕の冒険者だ。その稼ぎは通常の冒険者とは比べ物にならないほどに高額なものとなっている。俺とユーリとハイネとパーティを組んでいるので四等分にはなるけれど、それでも有り余るほどの財を彼女は有している。今、俺達が駄だ弁べっているこの部屋だって彼女が有する屋や敷しきの中にある一室に過ぎない。

　ダンジョン内での稼ぎに加え、出版社の取材や武具屋にアドバイザーとして雇やとわれた際の収入。他ほかにも様々な高額収入がある彼女にしてみれば、自費出版なんてパンを買うのと同じ感覚なのだろう。筋金入りの庶しよ民みんである俺には一生理解できない感覚である。

「販はん路ろは勿もち論ろん、ミーナの本屋だ。既に話はつけていてな。小説が完成次し第だい、特設コーナーを増設し、そこに陳ちん列れつしてもらうことになっている。店内で最も目立つ場所にしてくれと頼たのんでいるからな、想像するだけで涎よだれが止まらない……っ！」

　人それを捕とらぬアルミラージの皮算用と言う。

「つーか、話に出なかったけど、ハイネもその小説作成とやらに参加すんのか？」

「何故ハイネを誘わないといけないのだ？」

「何でサラッとそんな酷い反応ができるの!?　仲間じゃん、誘ってやれよ！」

「え、いや、確かにそうなのだが……これ以上人が増えるとアプローチの暇ひまが（ボソッ）」

「あン？　何だって？」

「い、いや、何でもない。も、勿論、後で誘う予定だったさ」

「さっきの発言と全く違ちがうんですがそれは」

「お前の記憶力が悪いのではないか？」

「こんなことってある!?」

　絶望の叫さけびを上げる俺だが、シルフィは顔を背そむけて口笛を吹ふくばかり。

　そんな俺の肩かたに何者かが手を置いた。見ると、そこには相変わらずの裏の読めない笑みを浮かべたハイネが。

「そもそも気にしていないし今のやり取りが面おも白しろかったから僕は満足だよ」

「そうだよな、お前はそういう奴やつだったよな！　心配した俺が馬鹿だったよな！」

　本っっっ当にこのクソイケメンは俺の気遣いを真っ向から無駄にしやがる……。

　相変わらず自分勝手なシルフィ（それと気遣い甲が斐いの無いハイネ）に俺は盛大に溜ため息いきを吐つく。あまりにも突とつ然ぜんの展開が多くて、諦あきらめにも似た感情さえもが湧わいてきている始末だった。

「分かった、お前の本気度は十分に理解した」

「うむ。相棒に分かってもらえて私は嬉うれしいぞ」

「そりゃあどうも。──で、どんな小説を書くつもりなんだ？」

「そこなんだが、恋れん愛あいものということ以外まだ何も決まっていないのだ。いろいろと案はあるのだが、これぞといったものが思いつかん。まさにお手上げ状態だな」

「あれ、確かさっき『最終段階に入っている』とか言ってたような……？」

「こ、細かいことはどうでも良いのだ、細かいことは！　と、とにかく、この私の為にお前の出来の良い頭から奇き抜ばつ性のある設定を絞しぼり出すが良い！」

「奇抜な設定、ねえ……」

　いきなりそんなことを言われても、奇抜な設定なんてそう簡単に思い浮かぶものじゃあないしなあ。そもそも俺はシーフであって小説家でも構成作家でもないのだ。ダンジョン内の罠わなを解除したり、他人から受けた依い頼らいをこなしたりするのが主な仕事なのであってだな──って、他人からの依頼？

「あ」

「ん、どうした？　なにか思いついたのか!?」

「あ、ああ、いや、アイディアとか、そういう話じゃねえんだが……そういえば、ちょうどミーナから依頼を受けてたなあ、と」

「ミーナから依頼、だと？」

「ああ。つい昨日の話だな」

「……して、どんな依頼を受けたのだ？　勿論、説明してくれるんだろうな？」

「別に隠かくすようなことじゃねえから全然話すけど……なんでそんなに怖こわい顔してんの？　俺なにか不ま味ずいことでも言いましたかね？」

「べっつにぃー。良いから、ミーナから受けた依頼とやらについてさっさと説明するのだ」

「なんだよもう……」

　何故か機き嫌げんの悪そうなシルフィに思わず溜息が零こぼれてしまう。そして離はなれたところで笑いを堪こらえているハイネと、シルフィと同じく何故か不ふ貞て腐くされた表情のユーリが無む性しように気になったが、まあそれについてはひとまず置いておくとしよう。今はシルフィからの質問に答えるのが先決だ。

「別に大した依頼じゃねえんだけどな。魔ま物ものの生態についての調査を頼まれたんだ」

「魔物の生態を？　……どういう流れでそんなことに？」

「ミーナから聞いた話だと、なんか今取り扱あつかっている魔物図ず鑑かんの情報が古くて役に立たない、って苦情が殺さつ到とうしてるらしい。苦情を入れた冒ぼう険けん者達によると、魔物図鑑に記き載さいされていない種類の魔物が増えてきたり、記載内容と実際の生態に食い違いがある、ってことなんだと」

「魔物図鑑など見たことがないからよく分からん」

「まあ、駆かけ出し冒険者用だしな。お前には不要だろ」

　魔物についての知識がない駆け出し冒険者にとって、魔物図鑑というのはまさに必要不可欠なものと言っていい。どこの部位が弱点なのか、どういう属性に弱いのか、などの情報を戦わずして得ることができるからだ。

　俺はわざとらしく咳せき払ばらいし、話を続ける。

「んで、図鑑の情報がいつまでも古いままって訳にもいかないから新しく作り直そうって話になって、ミーナの幼馴染みである俺にその調査依頼が舞まい込んできた──って訳だ」

「魔物図鑑の編集は学者の仕事なのでは？」

「俺もそう思ったんだが、どうやら件くだんの魔物図鑑は元冒険者であるミーナの親父おやじが書き上げたものらしいぜ」

「なるほどな……だからミーナが幼馴染みであるお前に依頼を持ちかけたのか……」

　今までいろんな依頼を受けてきたが、まさかこんなにも特殊な依頼をされる日が来るとは思いもしなかった。まあ、割と報ほう酬しゆうも良いし、そもそも幼馴染みからの依頼だったので、断る理由もないのだが。

　俺から説明を受けたシルフィは「ふむぅ」と何故か考え込んでしまった。魔物の生態調査について思いを馳はせているんだろうか。彼女が何を考えているかなんて別にどうでもいいが、物思いにふけるシルフィも素す敵てきだと思います。

　──そんな俗ぞくっぽいことを考えていると、ふいにシルフィが声を上げた。

「そうだ……そうだな……魔物図鑑だ、魔物図鑑にしよう！」

「いきなりどうした。情じよう緒ちよ不安定か？」

「違うわ！　内容だよ、物語の！　魔物図鑑を作るために奮ふん闘とうする男女二人の恋こい物語という素す晴ばらしい話を思いついたのだ！」

「魔物図鑑を作るために奮闘する男女の恋物語、ねえ……確かに、奇抜っちゃー奇抜な設定だな」

「だろう!?　我ながら大した発想だと思う！　フフン、流石さすがは私だな」

　少なくとも、俺はそんな設定の物語なんて読んだことがない。シルフィが求める誰だれとも被かぶらない奇抜な設定という点で言うなら、まさに打って付けの設定だ。

「という訳で、お前の調査とやらに私達も同行するぞ！　これは決定事じ項こうだ！」

「わ、私もついていきます！　イラスト担当として実物をしっかり観察しないといけないですからね！」

「じゃあ僕もついていこうかな。面白いものが見れそうだし」

　シルフィに続き、ユーリ、ハイネまでもが参加を表明。

　俺は頭を搔かきながら、

「また勝手な……まあ、俺としちゃあ依頼さえこなせりゃどうでもいいんで、誰がついてこようが関係ねえけどさ……」

「相変わらず素す直なおじゃないなお前は。普ふ通つうに礼を言えんのか礼を」

「うっす。あざーっす。マジ感謝してるッス」

「お前の中の普通の基準が私には理解できんのだが!?」

　シルフィは俺に鋭するどいツッコミを入れると、

「こ、こほんっ。……それで、まずはどの魔物について調査するつもりなのだ？」

「最初の一体についてはもう決めてんだが、それ以降はまだ考え中だな」

「相変わらずテキトーだなお前は……」

「しょうがねえだろ。魔物の種類なんて気にしたこともなかったんだし」

「はぁ……本当、お前はそういう男だよな……まあ、良いだろう。そういう抜ぬけているところも含ふくめて、この私がお前を全力で支えてやろうではないか！」

　そう言いながらシルフィは椅い子すから飛び上がり──そして着地した瞬しゆん間かん、先程まで部屋着だったはずのシルフィの身体からだには無む駄だに高級感溢あふれる武具の数々が。上位の冒険者のみが使用することを許された装備だ。世界一の硬かたさに定評があるオリハルコン製の軽けい鎧がいに、魔力との相あい性しようが抜ばつ群ぐんなアダマンタイト製の長ちよう剣けん。腰こしのポーチには取材用の手帳とかペンとかが入っているんだろう。

「何だよその早はや着き替がえスキル。小説における貴重な挿さし絵えシーンを台無しにされた気分なんだけど」

「そういう色物枠わくは私ではなくユーリの役目だからな。私は作者、言わば色物枠が輝かがやくための場を提供する側なのだよ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　初耳なんですけど!?」

「……と、ネコ耳娘むすめが仰おつしやってんですがそれは」

「空耳だ。そうでなければ野の良ら猫ねこの鳴き声だろう」

「ソウデスネー」

「二人とも無視しないでください！　色物枠って何!?　どうしてイラスト担当であるはずの私が色物扱いなんですか!?」

　あーあー今日は野良猫が騒さわがしいなー。

　耳と尻尾しつぽの毛を逆立てて断固抗こう議ぎを続けるネコ娘をあえて意識の外に出しつつ、部屋の隅すみの方に無造作に置いていた装備一式を拾いながら、俺はふと気になったことをシルフィに尋たずねることにした。
















「そういえばさ、小説を書くのはいいんだけど、題名ってどうするんだ？」

「ふふん、知りたいか？　知りたかろう？　知っておくべきだろう！　よかろう。いずれ世界一の小説家となるこの私がお前に、ついさっき思いついた題名について直接教えてやろうではないか！」

「ついさっきかよ。やっぱり見切り発車感が凄すさまじいな」

「やかましい！」

　そう言うと。

　自じ称しよう世界一の小説家（予定）さんは豊満な胸を立派に張りながら、冒険者随ずい一いちの端たん整せいな顔に得意気な表情を張りつけつつ、鈴すずを転がすような声で高らかにその名を口にした。




「拙せつ作さくの名は『魔物図鑑を作ろう』だ！　よーく憶おぼえておくと良い！」




「安直だなぁ」

　何気ない俺の罵ば倒とうが炸さく裂れつするが、自分に酔よっている魔術剣士兼けん小説家さんの耳には届かなかった。










　　　間章







　────話は、一週間前に遡さかのぼる。




「いらっしゃいませ───って、シルフィ？　珍めずらしいね、どうしたの？」

「ああ、ミーナよ、聞いてほしいのだ」

「なになに？」

「ミストに私の想おもいを伝えたい。どうしたら良いと思う？」

「………………告白すればいいんじゃないかな？」

「無理だ無理。そのようなこと、できる訳がないだろう!?　恥はずかしい！」

「それを言っちゃったら想いを伝えるなんて不可能だと思うんだけど」

「そんなことは言われなくても分かっている！　だが、いざ告白となるとどうしても恥ずかしくなるのだ！　だから頼たのむ、告白せずに私の想いをミストに伝える方法を一いつ緒しよに考えてくれ！」

「うん、凄すごく傍はた迷めい惑わくな話だね！　でも協力するよ、だって親友だもの」

「ありがとうミーナ。この恩は必ず返させてもらうぞ」

「それじゃあミストを私にちょうだいな」

「あまりにも突とつ然ぜんすぎる展開に私は驚おどろきを隠せないぞ!?　だ、駄だ目めだ駄目だ、駄目に決まっているだろうが!?」

「ぶー！　恩を返してくれるって言ったじゃんかー」

「そ、それとこれとは話が別だ！　み、ミストは私のものなのだ。他の人には渡わたせない！」

「ま、最終的には実力行使するだけだから、別にいいけどね」

「悪魔かお前は！　って、違ちがう違う。今日はお前と醜みにくい争いをするために来た訳ではないのだ！」

「ああ、告白せずに想いを伝える方法だっけ？　まあ、別に良い方法が無い訳じゃないけど……」

「おお、良い案があるのか？　是ぜ非ひとも聞かせてくれ！」

「小説家になればいいんじゃないかな？」

「………………うん!?」

「小説家だよ小説家。妄もう想そうを文字に、想像を物語に。私は本屋だし、本のことなら他にもいろいろ教えられる。小説の書き方ぐらいなら教えてあげてもいいしね」

「し、しかし、いきなり小説家だなんて……それは流石に突とつ飛ぴ過ぎるのではないか？」

「自分で想いを伝えなくても、小説を読んだミストがキミの恋心に気付いてくれるかもしれないよ？」

「！」

「書いた小説を出版したら、より多くの人にキミの恋心について知ってもらえて、気付かない内にキミの恋れん愛あいに手を貸してくれる人が増えていくかもしれないよ？」

「書く！　書こう！　書かねばなるまい！　小説を！　私だけの恋物語を！」

「（ちょろいなぁ）」

「そうと決まれば早さつ速そく準備をしなくてはな！　私だけの小説を書いて、ミストに私の想いに気付いてもらうのだ！」

「そうだよ、その調子！　目指せ、小説家、だよ！」

「そうだな！　よーっし、燃えてきたぞ！」

「（本っ当にちょろいなぁ）」

「ん？　何か言ったか？」

「べっつにぃー」

「？？？　まぁ、良い。今日はありがとうな、ミーナ。貴重な意見だった！」

「もし小説が完成したら私にも読ませてね？」

「当然だ！　それではな、ミーナ！　私は頑がん張ばるぞ！」

「うん、じゃあね───ってもう見えなくなっちゃった」











第二章　ねばっと始まるぐだぐだ取材









　小説家宣言をしやがったシルフィに俺やユーリ、ハイネが連れてこられたのは、街の中央にあるダンジョンの入り口だった。

「取材は主にダンジョン内で行うつもりでいる。その理由は至って簡単、魔ま物ものはダンジョンの中にしかいないからだ！」

「いや、わざわざ言われんでも知ってるしそもそも取材をするって言い出したのは俺だしなんでお前が仕切ってんのか理解不能なんですけど」

「細かいことは良いのだ細かいことは！　そんなに細かいとハゲるぞ？」

「おうおうそれを男に言ったら戦争だろうがッ!?」

　余計なことを言うシルフィに俺の素す敵てきなツッコミが炸さく裂れつする。そして俺はハゲてない。

　俺達が暮らしているこのステラトの街は世界でも有数の交易都市であり、また、世界各地に存在するダンジョン保有都市の一つでもある。

　ダンジョンには多種多様な魔物が生息しており、俺達冒ぼう険けん者はその魔物を討とう伐ばつしたり発見した財宝を売り捌さばいたりして生計を立てている。それ以外にも様々なことをして生活しているのだが、それについては一いつ旦たん置いておくとしよう。

　俺はダンジョンの入り口を眺ながめながら、

「そんじゃま、ここでうだうだしててもしょうがねえし、さっさと行くかね」

「そうですね。イラスト担当の立場からしても、できるだけ早めにイメージを固めておきたいですし……」

「……今いま更さらなんだけど、お前って本当にイラストとか描かけるの？　すまんけど、俺の中のお前って大おお雑ざつ把ぱなイメージしかないんだけど」

「魔術を最大火力で放つしか能がない黒魔術師だからってその言い方は酷ひどいと思うんですけど！」

　むきゃーっ！　と怒おこるユーリだが、可愛かわいらしい見た目のせいで全くもって怖こわくないです。

　このネコ耳少女──ユーリ・カルディナだが、攻こう撃げき魔術を得意とする黒魔術師の中でも特に異い端たんな存在だったりする。それは体内保有魔力量が常人の三十倍であることと魔力の扱あつかいが大の苦手だということが関係していて……ぶっちゃけた話、唱える攻撃魔術の全すべてが最大威い力りよくになってしまうトンデモ魔術師なのだ。

　初歩の攻撃魔術を唱えれば家が消し飛び、

　高位の攻撃魔術を唱えれば辺り一面焼け野原。

　マスコットキャラクターみたいに無む駄だに可愛らしいくせに馬ば鹿か高い威力の攻撃魔術をボコスカ放つその姿はまさにギャップの塊かたまり。その破は壊かい力はシルフィが即そつ決けつでパーティメンバーとしてユーリを勧かん誘ゆうしたほどである。

　疑いの視線を向ける俺にユーリはぷりぷり怒りながら、

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　そもそも、我々魔術師は魔導書を作る際に自作のイラストを挿さし絵えとして載のせるものなんです。文章だけじゃあ分かりにくいですからね」

「だから絵を描くのも得意だって？　……どうせ爆ばく発はつ的に下へ手た糞くそな絵を量産しまくってんだろ？」

「ぶー！　悪評は実物を見てからにしてください！　私の絵は魔術師界でも綺き麗れいで可愛らしいって評判なんですからね！」

　そう言うと、ユーリは懐ふところから一冊の本を取り出し、ずいっと俺に差し出してきた。それが何かなんて確かく認にんするまでもない。ユーリ自作の魔導書である。

　分厚い魔導書をぺらぺらと捲めくり、挿絵のページまで一気に飛ばす。そこには白黒のイラストが描かれていて、なるほど、確かにそこには彼女の言う通り綺麗で可愛らしいイラストが見て取れる。

「……実は他の人が描きました説は？」

「そんなに私の画力が信用ならないんですかねえ!?　私のですよ、紛まがう方なき私のイラストですよ！」

「……お前の本職って何だっけ？」

「魔術師ですけど何か！　魔力の扱いが下手糞で絵を描く方が何百倍も得意な黒魔術師ですけど何かぁーっ!?」

　真っ赤な顔で唾つばを飛ばしてくるユーリ。彼女を信じたいのは山々なんだが、俺の中に植え付けられた『暴発娘むすめ』のイメージというものがありましてね……。

　しかし、まぁ、ここまでの必死な態度を見せつけられては、彼女のことを信じない訳にもいかないだろう。仲間だしね。仲間のことを信じるのは当然だしね！

「わ、分かった分かった。疑ってゴメンな、ユーリ。お前の絵はすげー魅み力りよく的だよ。だからそんなに怒るなって」

「…………本当ですか？」

「本当本当。試ためしに画集とか出したら馬鹿売れするんじゃね？　って思っちまうぐらいに本当だよ」

「本当ですか!?　ミストがそう言うのなら、出してみようかなぁ、画集。えへへ」

　ご機き嫌げん取りを選んだ俺が言うのもなんだが、滅め茶ちや苦く茶ちやちょろいなユーリよ。そんなにちょろいと変な男に騙だまされないかすげー心配になるんだが。

　未来の自分──画集上じよう梓しで有名になった自分のことだろう──をぽややーっと想像して幸せそうな表情を浮うかべているユーリに思わず苦く笑しようしていると、誰だれかが俺の肩かたをやや乱暴に叩たたいてきた。反射的に振ふり返った先には、やや不機嫌気味なシルフィの顔が。

「二人で盛り上がっているところ悪いのだが、そろそろ取材に向かわないか？」

「別にいいけど……何で怒ってんの、お前？」

「怒ってなどいない」

　それならば何故、鋭するどい目つきで睨にらみつけてくるんでしょうかねえ。

「まあ、怒ってねえならいいや。さっさとダンジョンに入ろうぜ」

「…………馬鹿ミスト」

　小さな声でそう言うと、シルフィはずかずかとダンジョンの中へと入っていってしまった。その後ろを「ま、待ってくださいよーっ！」と慌あわてた様子のユーリが追いかけていた。

　何だよあいつ。何か気に障さわるようなことでも言っちまったんだろうか？　……思い当たる節が無さすぎる。

　先行する女子コンビの後を追うようにしてダンジョンの入り口を潜くぐろうとした──まさにその瞬しゆん間かん、誰かが俺の肩に優やさしく手を置いた。

　振り返ると、そこにはニコニコ顔のハイネの姿が。

　なんだよ、と首を傾かしげながら尋たずねると、ハイネは裏の読めない笑顔をキープしたまま全てを悟さとっているかのような調子でこう言った。

「女心に疎うとすぎるのも程々に」







　ダンジョンの中は静かに見えて、実は意外と賑にぎわっている。

　入り口を潜り、階段を下りてすぐのところにある第一階層には多くの露ろ天てん商しようが所ところ狭せましと店を構えている。ダンジョンに潜る全ての冒険者が通り抜ぬけることになるこの第一階層は彼らにとっては絶好の穴場であり、街の商業区画にも匹ひつ敵てきする売り上げを誇ほこる露天商も少なからず存在しているらしい。

　そんな第一階層──通つう称しよう『露店階層』のど真ん中を、シルフィ率いる俺達一行はずかずかと通過していた。

「それで、まずはどの魔物について調査するんですか？」

　とてとてと横を歩きながら俺に聞いてくるユーリ。俺は返事をしようと口を開きかけるが、それを遮さえぎるように何故かシルフィがこう返答した。

「ちっちっち。その質問はまだ早すぎるぞユーリ。もしこれが物語であったなら、大不評間ま違ちがいなしだ」

「……私はミストに聞いたのですが」

「答えを得ることができれば誰が返答しようと関係ないだろう？」

「邪じや魔ましないでもらえますぅ？」

「それはこちらの台詞せりふだな」

「「…………………………………………」」

　くいっ（シルフィがダンジョンの出入り口を親指で指し示す）。

　こくんっ（ユーリがそれに同意する）。

　つかつかつか（二人がダンジョンの外へと歩き始める）。

「ちょいちょいちょいちょい待て待て待て待て」

　むんず、と二人の衣服を摑つかみ、俺は火種を消す作業を開始する。

「よく分からんが、同じパーティの仲間なんだから喧けん嘩かはやめよう、な？　つーか、普ふ段だんは仲良いのにどうしていきなりいがみ合ってる訳？　ちょっとお兄さんに言ってごらん？」

「いつも気き遣づかいが素敵で笑顔が眩まぶしいミストは黙だまっていてください！　これは私の──いえ、女の威い信しんをかけた戦いなんです！」

「そうだそうだ！　鈍どん感かんなくせに優やさしくて無自覚に人をときめかせるミストは黙っていてくれ！」

「お前ら俺を貶けなしたいの褒ほめたいのどっちなの？」

　まさかこいつら俺に惚ほれてるんじゃ……いや、流石さすがにそれはないか。ハイネならまだしも、地味でぱっとしない顔立ちの俺にこんな美少女共が惚れてくれる訳ねえしな。自意識過か剰じようは悲しくなるだけだからやめようやめよう。

　とりあえずシルフィとユーリの頭を撫なでることで機嫌を直してもらった。相も変わらずウチの美少女様方はちょろすぎるようです。

　小動物のように目を細めるシルフィ達から手を離はなし、俺は先程のユーリの質問に答え始める。

「今回の取材対象はそこまで強力な魔物じゃねえよ。誰でも倒たおせて、誰もが知っている超ちよう初心者向けの魔物。それが今回の取材対象だ」

「初心者向けの魔物、か……」

　手帳を片手に相あい槌づちを打つシルフィ。剣けん術じゆつ最強の剣聖サマがペンと手帳を持っているその姿はシュールこの上ない。

「初心者向けの魔ま物ものということは、ゴブリンとかオークとかですか？　確かに彼らなら初心者冒ぼう険けん者でも倒せるレベルではありますが……」

　主に第二階層に多く生息しているゴブリンとオークは、まさに初心者向け魔物の代表格と言ってもいいだろう。動きは大して速くなく、攻撃力もそこまで高くはない。ピンチになると仲間を呼ぶ性質があるのが厄やつ介かいなところだが、それさえ気を付けていれば全ぜん滅めつさせられることはまず有り得ない魔物と言える。

　だが、俺は首を横に振った。

「思いつかねえか？　もっと弱くて、もっと知名度の高い魔物がいるだろ？」

「もっと弱くて知名度の高い魔物……？　そんなのいましたっけ……？」

「もしかせずとも、その魔物って──『スライム』だったりする？」

　ハイネの回答に俺はニヤリと笑みを返す。

「そう。今回の取材対象はスライムだ。半はん透とう明めいでぶよぶよとしたゲル状の身体からだを持ち、物理攻撃が通用しにくいが、魔術攻撃には滅めつ法ぽう弱い貧ひん弱じやく魔物。俺達はこれから、そのスライムの生態を調査するんだよ」

「スライム、か……うむ、最初の魔物としては打って付けだな。気に入った。スライムの生態調査について私は賛成だ」

「提示した俺が言うのもなんだが、もっと派手な魔物を調べた方が小説映ばえするんじゃあねーのとは思うがな。例えば、オーガとかドラゴンとかさ」

「ふっふーん。どうやらお前は何も分かっていないようだな！」

「あン？」

　シルフィは豊満な胸をドドンと張ると、




「主人公達に立ちはだかる最初の敵はスライムと相場が決まっているだろうが！」




「……………………え、いや、そうなの？」

「そうだぞ」

「いやいやいや、それって偏へん見けん過ぎませんかね？　普ふ通つうに最初っからドラゴンが出てきても良いじゃん！」

「駄だ目めだな。絶対に駄目だ。最初に登場する魔物はスライムじゃないと駄目だ。この『世界一よく分かる小説入門書』の三ページにもそう書かれている」

「うっわ、くっそ胡う散さん臭くさい本を根こん拠きよにされた……」

『世界一よく分かる』というフレーズがもうなんというか超胡散臭い。そしてそれを本気で信じてしまっているシルフィがどうしようもなくちょろすぎる。

　鼻高々で怪あやしい指南書を見せつけてくるシルフィに、ずっと静かにしていたユーリがおずおずと手を挙げながら言った。

「あのー……私、スライムはかなり苦手で割と本気で嫌いやなんですが……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、安心しろ。すぐに慣れる」

「そういう問題じゃないと思うんですけどねえ!?」

　スライムが心の底から嫌きらいなのか、ユーリの顔には嫌けん悪お感かんがバッチリと刻まれていた。

「私はスライムみたいな目の無い生き物が大の苦手なんです！　何故なら目が無いって不気味でしょうがないから！　特にスライムは絶対にダメです！　ぶよぶよしてるしとにかく気持ち悪いですし！　個人的にも宗教的にも受け付けないっ！」

「スライムは可愛かわいい方だと思うのだがなぁ」

「ど・こ・が!?　目も鼻もないただのゲルのどこが可愛いと!?」

「ぶよぶよとした質感」

「ふくよかなおじさんのお腹なかでも触さわってやがれです！」

「まぁ、いくら文句を言ったところでリーダーである私の意見は絶対なのだがな」

「この鬼おに！　悪魔！　永久独身！」

「別にお前だけここで離り脱だつしても私は構わないが、お前は本当にそれで良いのかな？」

「な、何ですか急に……どういうことですか……？」

「いーやぁ、別に何も深い意味はないがなあ？　私は別にかまわんが、ただ、お前がここで抜けると何が起こるか分かっているのか、と思ってなあ」

「な、何が起こるか、ですって……っ!?」

　何もしねえし何も起きねえよ。

「二人きり……暗いダンジョン……シルフィがミストを組み伏ふせ…………っ!?　だ、駄目です駄目です、絶対に駄目です！　あなたが何を仕出かすか分かったものじゃありません！」

「別に何もしないがな。ただ、ちょーっと関係性が変わるだけで……」

「だ、駄目です駄目でぇーす！　や、やっぱり私も同行します！　スライムなんて怖こわくない！」

「フフン、それでこそ我が好敵手。望むところだ、正々堂々かかってくるが良い！」

「それはこちらの台詞です！　ケットシーの本気を見せてやるので覚かく悟ごしておくことですね！」

　バチバチバチィッ、と火花を散らす美少女コンビ。

　何の勝負が始まるんだろうと首を傾げていたら、ハイネがボソリと場を締しめるようにこう呟つぶやいた。

「この二人は見てて本当に楽しいなあ」

「その発言だけ聞くとめっちゃ性格悪いみたいだぞ、お前」







　シルフィとユーリがよく分からん展開で燃えた後、俺達は露店階層の一つ下──第二階層へと移動していた。

　この第二階層は平和上等、商売上々が売りの露店階層とは異なり、数多くの魔物が我が物顔で闊かつ歩ぽしている。我わが儘ままに得え物ものを振ふり回し、在るが儘に冒険者に襲おそい掛かかってくる。

　しかし、ここはダンジョンにおけるチュートリアルの階層だ。冒険者に成り立ての奴やつらが慣れない得物を振り回し、見慣れない魔物との戦い方を学ぶ初級ステージ。

　それこそが、この第二階層な訳だ。

「さっきも言ったが、魔物はダンジョンの内部にのみ生息している」

　何の前まえ触ぶれもなく横道から現れたオークを一刀の下もとに斬きり伏せながら、しかしシルフィは汗あせ一つ搔かかずに淡たん々たんと言葉を並べていく。俺は隣となりで彼女の声に耳を傾かたむけながら、天てん井じように張り付いてこちらの隙すきを窺うかがっていたゴブリンを投げナイフで串くし刺ざしにする。

「その大前提を考えると、奴らはこのダンジョンの何ど処こかに住すみ処かを所有しているということになる。それならば、その住処における魔物の生活を調べれば、取材すれば、必然的に魔物の生態について詳くわしくなれる。私の本を、そして魔物図ず鑑かんを完成させるために我々が行う取材とは、つまりはそういうことだ」

「偉えらそうに言ってるところ悪いんだが、生態調査について依頼を受けたのは俺だからな？」

「…………つまりはそういうことだ！」

　あ、こいつ押し切りやがった。

「なるほど。流石はシルフィ、素す晴ばらしい考えだね」

「いや、だから、これはシルフィじゃなくて俺がですね」

「もっと褒めろもっと褒めろ。私は凄すごいのだからな！」

「……もういいです」

　ハイネの賞賛に鼻を高くするシルフィ。魔物が闊歩するダンジョンの中で声を張るなんて自殺行こう為いでしかないのだが、何な故ぜか彼女は傷一つ負っちゃいない。それどころか彼女は魔物の襲しゆう撃げきを全すべて見切り、全てを斬り払はらっている。そして俺は華か麗れいに無視されている。

　これが、『剣聖』。

　これほどまでの実力を持っていないと、『剣聖』とは見み做なされない。

　……見れば見るほど、何で俺がこいつの相棒なのかが分からなくなってくるなぁ。

「ん？　どうした、ミスト？　……ああ、そうか、そうだったのか」

「何を分かった風に頷うなずいてんだよ。めっちゃ無視してたくせに」

「皆みなまで言わずとも分かっている。私の凄さに言葉もないのだろう？　そして、私の相棒であることに嬉うれしさを覚えたのだろう？　大丈夫だ、私はちゃーんと分かっているからな」

「いや、野や蛮ばんだなって思いました」

「…………………………………………………………………………私もう戦わない」

　悲しい顔で剣を鞘さやに収める剣聖サマ。流石に野蛮と言われるのは嫌だったんだろう。よくよく見てみると目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいる。

　こうなってしまうと、こっちが折れない限り、シルフィは頑がんとして復活しないから困り者だ。

「あーもー、ごめんごめんごめんなさい。俺が悪かったって。お前は野蛮なんかじゃねえよ。えーっと、なんだ、その……すげー綺き麗れいだと思うぜ？　ばっさばっさと魔物を斬り伏せるその姿は、まさに戦いくさ乙女おとめを彷ほう彿ふつとさせるしな！　いやー、シルフィは綺麗だなぁ！」

　これでどうだ！　これだけ褒ほめれば流石さすがの面めん倒どう臭くさ可愛いお姫ひめ様でも復活するだろ！

　俯うつむかせていた顔を少しだけ上げ、涙目で俺を見つめると、シルフィはやや頰ほおを赤らめる。

　そして豊満な胸を張るように腰こしに手を当てながら、

「そ、そうかそうか、そうだろうそうだろう？　私は綺麗だろう？　そ、そうだよ、そうなのだよ、お前はよーく分かっているなあ！」

　うちのお姫様がチョロインすぎる件について。

「ソーダネーキレイダネー。だから早く住処を見つける方法を教えてほしいなー」

「お前がそこまで言うのなら仕方がないな！　良いだろう、この私が直々に教えてやろうではないか！」

　シルフィは得意げな笑えみを浮かべながら、

「私達は偶ぐう然ぜんにも役割分担が完かん璧ぺきなパーティだ。迫せまり来る敵を私が撃破し、数の暴力に対してはユーリが暴発魔術で殲せん滅めつする」

「いやあの、私って別に好き好んで魔術を暴発させてる訳じゃないんですよね。しかも暴発魔術って何なんですか、新たな魔術を開かい拓たくしちゃってるじゃないですか」

「気配を消せるミストは敵の隙を突ついて接近することができ、気を操あやつるハイネは敵の位置を把は握あくすることができる。これほどまでにバランスの取れたパーティはそういないだろう」

「それで？　それをどうやって取材に役立てるんだ？」

「あれ？　無視？　無視ですか？　これって無視されてるんですか？」

　暴発系ネコ耳魔ま術じゆつ師しが何か言っている気がするが、俺達三人は華麗にスルーする。

「簡単な話だよ。まず、ハイネにスライムの気を読み取らせ、奴らの住処の正確な位置を探さぐるのだ。それが終われば──ミスト、お前の出番だ」

「成程。ミストの気配消失魔術で皆の気配を消し、スライムの住処に潜せん入にゆう。そしてスライムの生態を事細かに調査する──という訳だね」

　ハイネの言葉にシルフィは頷く。

　シーフである俺は気配を消すことができる。しかも俺を入れて三人までの人間ならば気配消失の魔術で世話できるし、敵てき陣じんに潜入するには打って付けだ。この魔術が使えるからこそ、俺は一人で魔物の生態取材という依い頼らいをこなそうとしていた訳である。

「私はお前の腕うでを信用している。頼たよりにさせてもらうぞ、ミスト？」

「はいはい。ま、期待に応こたえられるよう頑がん張ばらせてもらうよ」

「本当は嬉しいくせに……相変わらず素す直なおじゃないなお前は」

「……ノーコメントで」

　その言い方だと俺がツンデレみてえじゃねえかよ。ちげーよ。そんな俺がどこぞの萌もえキャラみてえな性質を持ってる訳ねえだろ。……ホントダヨ？

　しかし何と言うか、ここまで自分というものを見み抜ぬかれているとはな。流石は俺の相棒と言うべきか、俺のことはよく分かっている訳だ。数ある冒険者の中から俺をスカウトしただけのことはあるというか、かれこれ何年も背中を預け合ってきた関係だからというか……全てを見み透すかされているようで怖いんだけど。逆に、シルフィのことをあんまり分かってねえ自分が悲しくなるんだけど。

　まぁ、いいだろう。頼りになる相棒として認められているということで、ここは納なつ得とくしておくとしよう。

　シルフィは俺とハイネを交こう互ごに見つめ、

「それではまず、ハイネはスライムの気を探し、奴らの住処を見つけてくれ。その後、ミストの気配消失魔術でミストと私、そしてユーリの気配を消し、三人でスライムの巣に潜入しよう。その間、ハイネには邪じや魔ま者ものが来ないように警備の役目を務めてほしいのだが……構わないか？」

「僕も同行したかったけど、確かに警備役は必要だからね。君の判断に従おう」

　そう言うと、ハイネは両目を閉じ、静かにゆっくりと深呼吸を始めた。自分の中にある気を鎮しずめ、周囲の気を読む為ために集中力を高めているのだ。こうなった時のハイネは何を話し掛けても答えてくれないし、逆にちょっかいを出そうとすれば即そく座ざに物理的な暴力で返り討うちに遭あってしまう。流石は抱だかれたい冒険者ランキング男性部門チャンピオン、モテモテなのにはちゃんとした訳がある。

　さて、ハイネが仕事を終えるまで何をしていようか。そんなことを考える間もなく、ハイネは自分の仕事を終わらせたようで。

「……見つけたよ。この場所から三十メートル前方にある大岩と壁かべ。その向こう側に多数のスライムの気が感知できるね」

「相変わらず手て際ぎわが良いよな、お前。仕事もできてイケメンで高身長って……俺に喧けん嘩か売ってるとしか思えねえんだけど」

「シルフィ直々にこのパーティに勧かん誘ゆうされてるんだから、これぐらいはできないとね」

　やだ、凄くイケメン……抱かれたい……っ！

「ご苦労様だ、ハイネ。……さて、それでは早さつ速そく、向かうとするか」

　シルフィの提案に俺達三人は静かに頷きを返した。

　ハイネが示した三十メートル前方、そこには十メートルを優に超こえる高さの大岩が鎮ちん座ざしていた。この岩を砕くだけば未知の鉱石が出てきたりするんだろうか。それはそれでなんとも魅み力りよく的な話だが、今回の狙ねらいは別にある。魔物の生態を調査するという、冒険者なのか学者なのかよく分からない目的が。

　大岩の表面を調べ、何もないと分かった次はその周囲を調べてみる。蟲むしは石の下に住処を作るらしいし、もしかしたらスライム達も似たような習性を持っているのかもしれない。ゲル状だし、岩の下に暮らすことも不可能ではないだろう。

　岩を持ち上げるのは不可能なので、じっくりねっとりとその周囲に目を凝こらしていく。

　と、その時。

「ん？」

　俺の目の前に、小さな穴が現れた。

　位置としては大岩の陰かげ。ちょうど大岩に隠かくれるようにして空いた、壁の穴だ。しゃがみ込んだとしても人一人通れなそうなほどに小さな穴が、俺の眼前に存在していた。

「どうかしたか、ミスト？　何か見つけたのか？」

　俺の声が聞こえたんだろう。シルフィが傍そばまで近寄ってきた。

「いや、この穴なんだけど……もしかしなくても、この先にスライムの住処があったりすんじゃねえかなぁって」

「中を覗のぞき込んでみないと断言はできないが、おそらくはそれで間ま違ちがいないだろうな。でかしたぞ、ミスト。流石は私の最高の相棒だ」

「お前それが言いてえだけだろ」

　そして凄く恥はずかしくて背中が痒かゆくなるので是ぜ非ひともやめていただきたいです。

　シルフィに続き、ユーリが傍まで来たところで、俺はこの場にいる全員が気づいているであろう問題をあえて提示することにした。因ちなみにハイネは少し離はなれた位置で周囲の警けい戒かいに当たっている。俺の仲間の武ぶ闘とう家が有能すぎて惚ほれてしまいそうだ。

「で、ここに小さな穴がある訳だが。どうやって通るんだ？　無理にでも、無理を通してでも通れるとは限らねえぐらいに小さな穴な訳なんだけどー？」

「ユーリの魔術で穴を拡げる、というのはどうだろうか？　ほんの少し、もう一回りだけ穴を拡げるのだ。そうすれば、何の苦労もなく、無理を通す必要もなく通れると思うのだが……」

「この暴発系魔術娘むすめにそんな繊せん細さいな作業ができるとでも？」

「それもそうだな。他ほかの案を考えよう」

「もうツッコみませんけど、私の欠点を弄いじるのって今このパーティ内で大流行でもしてるんですかねえ？」

　ツッコんでんじゃん、というツッコミを我が慢まんし、俺はシルフィとの会議を続ける。

「俺の短たん剣けんじゃ流石に壁は崩くずせねえし、ハイネの拳こぶしで砕いたとしてもすぐに気づかれて本末転てん倒とうになっちまう。やっぱりここは、お前の剣で穴を拡げるべきだと思うんだが、そこんところはどうだろう？」

「まあ、それが一番現実的ではあるな」

　そう言うと、シルフィは長剣をすらりと抜ぬき放ち──

「ほら、一丁上がりだ」

　──音もなく穴を斬きり拡げてみせた。

「相っ変わらず超ちよう高精度な腕前だな。コインを薄うすく二枚に下ろす日も近いんじゃねえか？」

「それは既すでに達成済みだよ。次の目標は舞まい落ちる木の葉を薄く二枚に下ろすことだ」

「神かみ業わざじゃねえかよ」

　そんな偉い業ぎようを成し遂とげちまったが最後、彼女の称しよう号ごうは『剣聖』から『剣神』へのランクアップを果たすことになるだろう。剣神……何と格好良い響ひびきだろうか。俺もそんな感じの二つ名が欲しいですわ。

　とりあえずの障害を排はいすることができたところで、俺は俺の仕事をこなすとしようか。

「ユーリ、シルフィ。少しだけくすぐったいと思うが、我慢してくれな」

「了りよう解かいです」

「心得た」

「それじゃまぁ、早速始めるとすっかね」

　双そう眸ぼうを閉じ、体内に眠ねむる魔力に意識を沈しずめ、魔力を誘ゆう導どうするための言の葉を紡つむぎ始める。

「願うのは路ろ傍ぼうの石の如ごとく、

　望むのは森の木の如く。

　包つつみ隠すは大いなる気配。

　偉い大だいなる魔の術により、我らを覆おおい給たまえ───『気ス配ニ消ー失ク』」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようの直後、俺達三人に淡あわい光が降り注いだ。これで俺達の気配は完全に消失した。試ためしにハイネの顔の前で変顔をしてみるが、彼に反応は見られない。うん、魔術はちゃんと発動してるみてえだな。

「そんじゃ、行こうか」

　二人が頷うなずきを返したのを確かく認にんし、シルフィ、俺、ユーリの順で穴の中へと身体からだを潜もぐらせる。

　ずりずり、ずりずり、ずりずり。

　衣服を引き摺ずり、装備を引き摺り、身体を引き摺りながら、穴を進んでいく。狭せま苦くるしい通路は意外と長く、壁の中というより新たな洞どう窟くつに迷い込んでいる気分にさせられる。

　──と。

「ずびぇっ」

「ひゃんっ！」

　ぼすん、と俺の顔面に何かが当たった。敵てき襲しゆうかと一いつ瞬しゆん思ったが、それは間違いであると俺はすぐに気付いた。

　俺の顔面に直ちよく撃げきしたのは、シルフィの尻しりだった。

　スカート状の装備とパンツだけに包まれた、比ひ較かく的防ぼう御ぎよ力の低いシルフィの美尻が俺の前に立ちはだかっていたのである。

　シルフィの尻に思わず顔を埋うずめたくなる衝しよう動どうに駆かられてしまうが、一人の理性ある人間として獣けものの自分を抑おさえ込みつつ、シルフィに軽口を叩たたくことにした。

「い、いきなり止まんなやコラ……」

「わ、私だってこのようなところで停止するつもりなど毛頭なかったのだが！　なかったのだが、止まらざるを得ない状じよう況きように陥おちいってしまったのだから仕方がないだろう!?」

「どういう意味だよ」

「そ、それは……」

　もごもごと言葉を濁にごすシルフィ。彼女の尻しか見えないのでどんな表情をしているかは分からんが、恥ずかしそうに身を捩よじっていることだけはよく分かった。

「いいからさっさと教えろよ。こんなところにいつまでも居たくねえんだよ」

「う、ううう……」

「どうしたんですかー？　前が見えないので状況説明が欲しいのですがー？」

「ううううううううう」

　俺、そしてユーリからの説明要よう請せいについに諦あきらめたのか、シルフィは身体を小刻みに震ふるわせながら──




「む、胸が引っ掛かって前に進めなくなってしまった……」




　──とても情けない声でそう言った。

　一瞬、本当に一瞬だけ「何言ってんだこいつ」と思ってしまったが、これが割と笑えない状況であることに気付いた俺は頰ほおを引き攣つらせながら、感情のままにシルフィの尻に向かって怒ど鳴なりつけた。

「な、なーにアホなことやらかしてんだテメェエエエエエエエエエエ！　こんな狭苦しいところで身動き取れなくなるとか死活問題だろうがあああああああああああああああ！」

「え、ちょっと待ってください。穴に胸が引っ掛かかっちゃったって噓うそじゃなくて本当なんですかっ？　麗うるわしの剣聖が？　五人しかいないオリハルコン級冒ぼう険けん者の紅一点が？　ダンジョンの序じよ盤ばんも序盤の第二階層で生き埋うめの危機に瀕ひんしているってことですか!?」

「おいいいいいいい！　流石さすがの私でも泣くぞ！　大人気なく子供のようにわんわん泣き喚わめくぞ!?　言っておくが、泣いた私は相当面めん倒どう臭くさいぞ!?」

「よく分からん自じ虐ぎやくネタを放ほうり込んできてんじゃねえよこの超ちよう弩ど級きゆうドジ娘！　オラさっさと前に進め！　自分が引き起こしたドジからさっさと脱だつ出しゆつしやがれこのうっかり娘！」

「うわああああああああああん！　全すべてが事実だから何も言い返せないいいい……う、ううう、こんなはずでは……ミストに良いところを見せるはずが、何な故ぜこのような事態になってしまったんだ……うううう」

　えぐえぐぐすぐすと嗚お咽えつ交じりに泣きながら身体を前後に揺ゆらすシルフィ。しかし、完全にはまってしまっているようで、彼女の身体が前進する気配はない。

　…………しょうがねえ。

「よし、シルフィ。先に言っとくが、俺は今からお前にセクハラ紛まがいの行いをする」

「何だその嫌いやな予感しかない宣言は！　嫌だ、やめろ、何をする気だお前は!?」

「お前の尻を後ろから全力で揉もみ押す」

「───────────────────────────────、は？」

　思考が停止したんだろう。十秒ほどの空白の後、シルフィはそんな間ま抜ぬけな声を零こぼした。

「お前の尻を鷲わし摑づかみにし、前に押し出す。それも、愛あい撫ぶするようにねっとりと揉みしだきながら、だ。緊きん急きゆう事態だからな、しょうがねえ」

「緊急事態なのに愛撫するように揉みしだくとか意味が分からないのだが!?　え、ちょっ、本当に揉むのか？　こんなところで!?　揉みしだかれちゃうのか!?」

「ンなこと言ってもしょうがねえだろ。そうでもしねえと出れねえんだから」

「別に揉みしだく必要はないだろう!?　普ふ通つうに押せば良いだろう!?」

「じゃあ揉みしだきながら押すわ。これで問題ねえか？」

「問題はありまくりなのだが……う、ううう。さ、最近、ちょっと尻に贅ぜい肉にくが……ごにょごにょごにょ」

「あン？　何をぶつくさ呟つぶやいてんだよ。あんまりうだうだしてっと───全力で揉みしだくぞ」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　剣聖とは思えない、本気の本気で情けない悲鳴を上げながらシルフィは俺から逃にげようとし───そして、すっぽーん、と勢いよく穴から抜けた。

「は、はぁっ……はぁっ……よ、良かった、抜けた……セクハラされずに済んだ……」

「チッ」

「ちょっ……い、今の舌打ちは何だミスト！　どういう意味合いの舌打ちなのか説明を求む！」

「そんなことよりちょっとそこ退どいてくんね？　穴から出れねえから」

「私がドジをやらかした時に限ってミストが異常に辛しん辣らつなのは何故なのか！」

　そりゃあ、まあ、ねえ？

「よし、と……ほら、ユーリ。手ェ、摑つかまれ」

「あ、ありがとうございます。えへへ、ミストの手、温かいです……」

「そうか？　体温は低い方なんだがな」

「そういう意味ではないのですが……まあ、いいです」

「？？？」

　やけに含ふくみのあるユーリの言葉が気になるが、とりあえずは置いておくことにして。

　穴から脱だつした俺は、目の前に広がる空間を見み渡わたした。

　広さとしては半径十メートルほど。あちらこちらに計十匹ぴきほどの大小様々なスライムが確認できる。目も口も鼻もない、のっぺりとした質感の緑色のゲル状生物が所ところ狭せましと動き回るその光景に、自分の頰が引き攣るのを感じた。

　そして、ようやく俺に追い付いてきたシルフィとユーリもまた、似たような表情を浮うかべていた。

「む、無理無理無理無理無理……やっぱりスライムはきついですううううううううう」

「こ、これは中々に衝しよう撃げき的な光景だな……」

　スライムが大だい嫌きらいなユーリは当然として、彼女を無理やり連れてきたシルフィまでもが嫌けん悪お感に顔を若じやつ干かん歪ゆがめるほどの光景。俺はこういったグロテスク（？）な光景が割と平気だから良いのだが、やはり女の子である二人にしてみれば鳥とり肌はだの立つ絵え面づらなのだろう。今にも卒そつ倒とうしそうなネコ耳娘むすめなんか顔面を蒼そう白はくにしているし。

　だが、いつまでもこうして背筋をぞわぞわさせている訳にはいかない。俺達はここに取材に来たのだ。俺は魔ま物もの図ず鑑かん完成の為ためにスライムの生態について調べ、シルフィはそれを小説に反映させる。目的を達成しないことには、ここから出る訳にはいかない。

「ほら、さっさと取材を終わらせようぜ。ユーリも、いつまでも現実逃とう避ひしてねえでスライムをよーく観察してろって。イラストのイメージを固めたいって言ってただろ？」

「イメージが頭にこびり付いてトラウマ映像になりそうですう！」

「トラウマを形に。すげー魔術師っぽいじゃんか」

「あなたが魔術師に対して歪んだ偏へん見けんを持っていることだけは理解しました！」

　本当にスライムが苦手なのか、ユーリの顔は血の気が失うせていた。これはあまり長居できないな。暴走した彼女が魔術を暴発させて生き埋めになる未来だけは何としてでも避さけにゃあならん。

「う、うう。ぜ、ぜぜぜ絶対に離はなれないでくださいね？　絶対ですからね!?」

「え？　いや、取材するんだからもうちょっと離れてくれないと困るんだが──」

　不自然に途と切ぎれる俺の言葉。

　理由としては至って簡単。シルフィが俺の腕うでに抱だきついてきたからである。

「し、しししししししシルフィさん!?　い、いきなり何をををををを!?」

「ここは狭せまいからな。場所を取らないためにも密着しておく必要があると判断した。別に他意がある訳ではないぞ？　取材の為、取材の為だ」

　真っ赤な顔で自分に言い聞かせるように「取材の為」と繰くり返すシルフィ。いやまあ確かにここは狭いし理にかなった行動ではあるんだが、とりあえず腕で感じる胸の感かん触しよくが精神衛生上非常によろしくなくってですね……せめて鎧よろいに覆われている胸の下部を押し付けてくれるとありがたいのですがね……露ろ出しゆつした胸の谷間を俺の肘ひじに押し付けられると第二のミストが元気になっちゃう恐おそれがありましてね!?

　シルフィのおっぱ──胸部に動どう揺ようを隠かくせない俺だったが、それに追い打ちをかけるように今度はユーリが俺の横腹に抱きついてきた。しかも、何故か胸を押し付けるような無理な体勢で。

「ユ、ユーリ？　で、できれば、もう少しゆるーく抱きついてくれるとありがたいんだけど……ほ、ほら、なんか柔やわらかい感触がして落ち着かないと言うか……」

「……気にしないでください。これは私の恐きよう怖ふ心を紛まぎらわせる為の行こう為いなので。そう、これはあくまでも私の恐怖心を紛らわせる為なのです……」

　シルフィと同様、自分に言い聞かせるようにブツブツと呟きを繰り返すユーリ。

　肘に横腹にと何ともよろしくない感触が俺の理性を揺さぶるが、流石に大切な仲間に手を出す訳にもいかないので、俺は理性に激げき励れいを送りながら、我が慢まんして取材を始めることにした。

「……ごほんっ。そ、それじゃあ、取材を始めるとすっか」

「まずは何から調べるのだ？」

「そうだなあ……まずはド定番中のド定番である、スライムの食生活についてかな。俺個人の予想としては、地面の水分を吸って生きてると思うんだけど……」

　あのゲル状の身体からだを維い持じするためには水分が必要不可欠なはず。その水分を地面から直接吸収し、彼らは生きている──と思うのだが、果たしてその真相や如い何かに。

　辺りを見渡し、ちょうどスライムが集まっている場所を発見。音を立てないように気を配りながら（二人に抱きつかれたまま）接近し、スライム達の上から顔を覗のぞき込ませてみる。

　そして、俺達は見た。

　地面にびっしりと生えた緑色の藻もをガジガジと貪むさぼり食うスライム達の姿を。

「「「（は、歯が生えてるぅ────────っ!?）」」」

　大声を我慢できたのはまさに奇き跡せきだった。それほどまでに衝撃的で、素す直なおに信じられない光景が、俺達の目の前に展開されていた。

「ま、まさか、スライムに歯が生えていたとは……普ふ段だんは口を閉じ、完全なゲル状生物として振ふる舞まっていたということか……」

「うえぇぇぇ……気持ち悪いですぅ……」

「身体が緑色なのは藻を食べてるからだったのか……」

　紫むらさき色いろの水に漬つけこんだ植物は紫色に育つと聞く。まさにそれと似たような構造なのか、とにかく、スライム達の体色は『藻』の色が元になっていることが判明した。おそらくは栄養だけでなく水分も藻から摂せつ取しゆしているんだろう。これは地味に大発見だと思うんだけど、どうなんだろう。情報提供として冒険者ギルドにスライムを一匹ぴき持って行ったら報ほう酬しゆうとか貰もらえねえかな……。

「……魔物を無断でダンジョンの外に持ち出すのは犯罪行こう為いだからな？」

「チッ。やっぱり駄だ目めか。金かね儲もうけができると思ったのに」

　ギルドが制定している『ダンジョン規定』は本当に面倒臭い。ダンジョンを傷つけてはならないだとか、ダンジョン内の生態系を守らなくてはならないだとか……全てを把は握あくしている訳じゃあないが、少なくとも三十は超こえているはずだ。冒険者としてあるまじき台詞せりふかもしれないが、本当に面倒臭い規定だと思う。

　溜ため息いきを吐つき、食事中のスライムに視線を戻もどす。

「ふと思ったのだが、ミストよ」

「ンだよ」

「スライムは藻以外を食したらどうなるんだろうな」

「……色が変わるだけなんじゃねえの？」

「試ためしてみないと分からないな……試しにこの金貨でも食べさせてみようか」

「発想がブルジョワ過ぎる！」

「金貨を食したスライムがどうなるのか気にならないか？」

「いや確かにすげー気になるけど、流石に金貨を食わせるのはもったいねえだろ……せめて銀貨とか銅貨とかにしとけよ……」

「却きやつ下かだ。私は黄金に輝かがやくスライムが見てみたい！」

「少年みたいな目ェしやがって……っ！」

　ここまで濁にごりの無い瞳ひとみを俺はかつて見たことがない。

　瞳を輝かせるシルフィに呆あきれていると、ユーリが傍そばから話に乗ってきた。

「確かに、シルフィの言うことにも一理あります。スライムは魔物の中で最も種類が多いと言われている魔物です。食べたものによって新たな種類が生まれると仮定すれば、圧あつ倒とう的なまでの種類数にも説明がつく気がします」

「ゴブリンを食ったらゴブリンスライムにでもなんのかよ……」

「いや、ミートスライムの方が近いのではないか？　ゴブリンと言っても所しよ詮せんは肉でしかないのだからな」

「魔術を食べさせたらどうなるんでしょうね。いや、魔術を食べるという行為自体が非論理的ではありますが、可能性としてはゼロではないかと……」

「いいよ冗じよう談だんだよそんなド真しん剣けんな会議なんて誰だれも期待してなかったよ……」

　両手でろくろを回しながら議論を展開していく美少女コンビに俺の溜息が留とどまるところを知らない。気のせいか、胃の辺りがきゅーっと締しめ付けられる感覚を覚えてしまう。

　俺は髪かみを搔かき乱しながら、

「……とにかく、試せることは試してみようぜ。金貨を食わせてみる、だっけか？　俺がスライムにそれを食わせてやっから、ほら、貸してみな」

「金貨を食べさせるぐらい私にもできるのだが……」

「お前はドジだからな。何を仕出かすか分かったもんじゃねえ」

「風評被ひ害がいだ！」

　真っ赤な顔で唾つばを飛ばすシルフィ。そのすぐ傍ではユーリがうんうんと頷うなずいていた。

　俺はシルフィから金貨を引っ手た繰くると、

「いいから。こういうのは本職に任せとけって」

「私への誤った認識をいつか絶対に変えさせてみせるから覚かく悟ごしておけよ……」

　ひくひくと蟀谷こめかみを震ふるわせるシルフィに苦く笑しようしつつ、俺は近場のスライムのもとへと歩を進め、スライムの口と思われる部分に金貨を素す早ばやく投げ込んだ。

「うわ、近くで見るとスライムの口ン中って意外と気持ち悪いいい……」

「お前はもう少し小説映ばえする感想を言えんのか」

「しがないシーフにどんだけ高い要求してくんだよこの暴君は……」

　まあ、そんなことはさておくとして、先さき程ほどのスライムについに変化が訪れた。

　簡単に言うと、さっきまで緑色だったはずの体表が金に染まった。さながら、金貨のように。

「触さわってみても大だい丈じよう夫ぶだろうか」

「全然大丈夫じゃねえが……どうしても触りてえっつーなら、術が解除されると同時に気配消失を掛かけ直してやらんでもねえな」

「それは良い考えだな。頼たよりにしているぞ、ミスト」

「あっ、もう完全に触ふれる流れなんスね……」

「当然だ」

　フンス、と鼻を鳴らすシルフィに思わず溜息を零こぼしてしまう。

　気配消失の魔術が解けるきっかけは全部で三つ。俺の意思で魔術を解除するか、術の対象外となっている生物に触れるか、術の対象者が気配消失以外の魔術を使うか、である。

「じゃあ、俺はとりあえず詠えい唱しようしとくから。できるだけすぐに終わらせてくれよ？」

「うむ、心得た」

　子供のようにそわそわしながら、シルフィは指でスライムの身体を軽く突つついた。

「おおっ、硬かたいぞ、スライムのくせに石のように──いや、金貨のように硬くなっているぞ！　光こう沢たくも出ているし、本当にスライムが金貨になってしまったみたいだ」

　俺は瞬しゆん時じに気配消失の魔ま術じゆつを掛け直すと、

「ふぅ……こりゃあ中々の大発見なんじゃねえの？　何つったって、スライムの変化の仕組みを明らかにしちまったんだからな」

「『スライムは食したものによって肉体構造を変化させる』、と……ふむふむ。最初の敵としては中々に突とつ飛ぴな設定だが……悪くない」

　ニヤニヤと妖あやしく笑うシルフィに思わず苦笑が零れてしまう。こいつは本当に全すべてを楽しそうにこなすなあ、いつも全力というかなんというか……やはり俺とは正反対と言っても良い性格をしている気がする。

　相棒のニヤケ顔を少々楽しんだところで、スライムの巣穴をぐるりと見み渡わたす。

　すると、ふいに俺の視界に特とく徴ちよう的な動きをする二匹ひきのスライムが映り込んできた。

　そのスライム達は何故か重なり合っていて、よくよく見てみると、どうやら小刻みに震えているようだった。個人的な感想だが、なんかどことなく動物の交こう尾びを彷ほう彿ふつとさせる。

　──交尾？

「なぁ、シルフィ。一つ聞いてもいいか？」

「なんだ？　何か面おも白しろい発見でもしたのか？」

「まあ、面白い発見と言えばそうなんだろうけど……ほら、あそこにスライムが二匹いるじゃん？　重なり合ってるやつ」

「重なり合って……？　ああ、あのスライム達のことか。あれがどうかしたのか？」

「いや別に、大したことじゃねえんだけど……重なり合いながら小刻みに震えてるし、もしかしてあれってスライム同士の交尾とかだったりすんかな？」

「っ!?」

　しゅぼっ！　とシルフィの顔が紅ぐ蓮れんに染まった。

「な、なななななな何を言っているのだお前は！　よ、よよよよよよりにもよって交尾などと……は、破は廉れん恥ちだぞ!?」

「いや、何を言ってんだはお前だよ。これはただの生態調査だろ？　んで、その中でスライム同士が交尾っぽいことをしてたから、その真しん偽ぎを確かめようとしただけだってのに……なに、お前ってムッツリスケベなの？　交尾を見たからって恥はずかしがるとか、エロ知識を覚え始めた思春期の子供なの？　実は耳みみ年どし増まだったりするの？」

「断じて違ちがう！　わ、私はムッツリスケベでも耳年増でもない！　私は剣聖、しかも誇ほこり高きハーフエルフのシルフィ・ライトグラスだ。数あま多たの冒ぼう険けん者の憧あこがれの的であるこの私がよ、よりにもよってムッツリスケベだと？　はは、ははは、あ、有り得ない！」

「だったら何でそんなに動どう揺ようしてるんですかねえ」

「～～～っ！」

　既すでに顔どころか全身が真っ赤に染まっちまってるんだが、果たして彼女はそんな自分の状態に気づいているのかいないのか。

　ただ、一つだけ言えることがある。──照れるシルフィは最高に可愛かわいい。

「お、お前、後で斬きり伏ふせてやるから憶おぼえていろよ……っ！」

「それはそん時になってみねえと分からねえなー」

　赤面しながら悔くやしそうに顔を歪ゆがめるシルフィの素す敵てきな表情を忘れろだなんて方が無理ではあるけどな。あの剣聖サマが『くっ、殺せ……っ！』と言わんばかりの表情をしてるんだぜ？　そりゃあ忘れたくても忘れられねえってもんですよ。

　悔かい恨こんの念に駆かられているシルフィから名残なごり惜おしくも視線を外し、交尾中のスライムへと意識を戻す。それにしても、スライムの交尾を目もく撃げきした奴やつなんて冒険者史上初なんじゃあないだろうか。もしかしたら人類初かもしれない。そもそも、スライムが交尾するなんて誰が想像しただろうか。普ふ通つうに分ぶん裂れつか何かで勝手に増えてるもんだと思ってましたよ。いやマジで。

　持参していた手帳にスライムの生態について記入───しようとしたまさにその時、




　べしょべしょべしょっ、と複数のスライムがシルフィとユーリに降り注いだ。




「「─────────────────────────ッッッッ!?!?!?」」

「ま、待て待て待て待て！　落ち着け二人とも！　今そいつを全力で払はらい除のけたら『気配消失』の効力が切れちまう！　流石さすがに何度もかけ直せねえぞ!?」

　俺の呼びかけにより、二人はかろうじて自分を抑おさえ込んだ。──しかし、それが良くなかった。

　隙すき間まに潜もぐり込む習性でもあるのか、俺に命を救われたスライムがにゅるりと彼女らの装備の中に入り込んだのである。

「え？　え、ちょっ─────あんっ！」

「ひやぁあああああああっ！」

　やけに艶つややかな声がスライムの巣穴に響ひびき渡わたった。言わずもがな、それは装備の中にスライムの侵しん入にゆうを許した美少女コンビから発せられた声である。

「だ、駄だ目めだ、そこは駄目……んっ……む、胸は敏びん感かんだから……んんっ！」

　火ほ照てった顔で荒あらい呼吸を繰くり返しながら、もどかしそうに悶もだえるシルフィ。

「んんっ……な、生暖かくて、気持ち悪いです……っ……」

　そして、その隣となりではユーリが顔を紅ぐ蓮れんに染めていた。太ももをもじもじと擦こすり合わせているところなんか、幼い外見と相まって背徳感が凄すさまじい。

「ひあああ……へ、変なところを撫なでないでぇ……」

「んくっ、ぅ、ん……み、ミストの前で、このような破廉恥な……あんっ……」

　羞しゆう恥ちや快感への耐たい性せいは低いのか、雑ざ魚こであるはずのスライムに翻ほん弄ろうされるシルフィとユーリ。真っ赤な顔で目め尻じりに涙なみだを浮うかべるその姿は、まさにか弱い乙女おとめそのものだ。

「あ、そこは駄目ですぅっ……お、お尻しりは……っ！」

「っ……こ、このままでは、本当にまずいことに────ひゃんっ!?」

　シルフィは両手で股こ間かんを押さえつけ、その場にへなへなと座り込む。さっきのアブノーマル誤解事件が起きた直後のコレなので、俺の関かん与よが疑われないか心配でしょうがない。

　───と。

「ふぅっ、んむぅ……もう無理、無理ですぅ……っっっ！」




　ユーリの小こ柄がらな体たい軀くから、膨ぼう大だいな魔力が漏もれ始めた。




「「……………………」」

　スライムに襲おそわれるシルフィと棒立ちになった俺が、ほぼ同時に言葉を失う。

　さて、ここで彼女の二つ名を思い出してほしい。

　暴発系魔術娘むすめ。

　魔力が有り余り過ぎているが故ゆえに使用する魔術の全てが最大火力を発揮し、更さらには高確率で魔力を暴発させてしまうという特異な性質から付けられた、彼女だけの称しよう号ごう。

　初歩の攻こう撃げき魔術を唱えれば家が消し飛び、

　高位の攻撃魔術を唱えれば辺り一面焼け野原。

　何で魔術師になったんだと割と真ま面じ目めに問い質ただしたくなるほどに魔力の扱あつかいが苦手で大おお雑ざつ把ぱなケットシーの少女が今、真っ赤な顔で目をぐるぐると回しているという状じよう況きよう。

　はっきり言って、最悪である。

「お、おい、ユーリ。落ち着け。俺がすぐに取ってやるから、一ひと先まず落ち着け」

「そ、そうだぞ、ユーリ……んっ……し、深呼吸、深呼吸をするのだ」

「嫌いやぁ……」

　二人がかりで──シルフィはスライムによる愛あい撫ぶに耐たえながら──落ち着かせようとするが、ユーリの混乱と動揺は増すばかり。漏れ出る魔力の量も増加の一いつ途とを辿たどっている。流石は魔術師界随ずい一いちの魔力量を誇る暴発娘と言ったところか、漏れ出ている魔力だけでもそこらの魔術師の所有魔力量を優に超こえている。

　混乱は動揺に、動揺は暴走に。

　考えたくもない方程式が勝手に構築されていき───そして、遂ついにその時がやって来た。

「やぁ……スライム……スライム、やだぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　咆ほう哮こう、決けつ壊かい、そして悲劇の到とう来らい。

　気配消失の魔術は瞬またたく間に強制解除され、それを上書きするようにユーリの足元に巨きよ大だいな魔術陣じんが姿を現す。気配消失の魔術しか知らない俺でも分かる。この魔術陣が示す魔術は、超ちよう特大の高位攻撃魔術『煉獄炎ボム・フレア』だ。術の威い力りよくとしては、硬さに定評のあるゴーレムが木こつ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛ぶほど。

　──逃にげなければ──

　瞬時にそう悟さとったが、全ては遅おそすぎた。身体からだが動くよりも先に煉獄炎の魔術陣は完成し、ユーリの魔力は既に魔術へと形を変えていた。

「ユーリ！　ちょっ、待──────」

　必死に叫さけんで彼女を止めようとした、まさにその直後。

　凄まじい爆ばく炎えんと爆ばく音おんが辺り一面を焼き払い、全ての音が消失した。







　生きているのが不思議なくらいだった。

　無む駄だに高級で高性能な装備の防ぼう御ぎよ機能がフル活用されたのか、全身が煤すすに塗まみれる程度の被ひ害がいで済んだ我がパーティ。魔力を使い切ったユーリは絶賛気絶中で、何も分からずに攻撃魔術に巻き込まれたハイネも同じように夢の中。シルフィはシルフィで虚こ空くうをぼーっと見つめているし、なんだかもう散々だった。この三人を担かついでダンジョンの外へと脱だつ出しゆつした俺を誰だれか褒ほめてほしい。

　スライムの生態調査という目的は一応果たすことができた。いろいろと無視できない問題があったが、それでも当初の目的は達成した。それは紛まぎれもない事実である。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらいに晴れ渡った空を、煤だらけの状態で見上げる。俺に寄りかかるようにして絶賛ダウン中の剣けん聖せいサマと暴発系魔術娘と有能イケメン武ぶ闘とう家が地味に邪じや魔まだったが、それを押しのける気力は今の俺には無い。

　何ど処こまでも広がる青空の下で、俺は一人溜ため息いきを吐つく。

「…………スライムが隙間に入り込む習性を持っているなんて知らんかったな……」

　そんなこんなで、魔ま物もの図ず鑑かん＆小説完成を目指す俺達四人のダンジョン系ドタバタラブコメストーリーが幕を開けたのだった。…………本当に完成すんのかな、これ。










　　　間章







「ミーナぁ……」

「あ、こんばんはシルフィ──って、えええええっ!?　顔が煤で真っ黒じゃない、どうしたの!?」

「実はかくかくしかじかうまうまなのだ」

「なるほど……あたしがミストに依い頼らいした生態調査を利用して小説を書くことにした、って訳か。そして、調査中にミストにアプローチしていたけど、スライムの愛撫とユーリちゃんの魔術で酷ひどい目に遭あった、と……」

「あ、愛撫という言い方はやめろ！　普通に襲われただけだ！」

「まあ、一先ずそれは置いておいて。アプローチしたんだよね？　どんなアプローチをしたの？」

「ミストの腕うでを胸に押し付けながら抱だきついた」

「……なんでそんなに大だい胆たんな行動は取れるくせにたかが告白程度で尻しり込ごみするの？」

「う、うるさいうるさいうるさい！　こ、告白はアプローチするよりも、何というか、こう……き、緊きん張ちようするのだ！　想おもいを伝えるのと身体を密着させるのとでは難易度が違ちがいすぎる！　天と地ほどの差があると言っても過言ではないな、うん！」

「あたしにはシルフィの判断基準がよく分からないんだけど」

「ま、まあ、今はそれについては良いではないか。とりあえず、私と一いつ緒しよに次の作戦を考えよう」

「え……？」

「なんでそこで心底嫌そうな顔をする!?」

「いや、だって……面めん倒どう臭くさい……一応は恋こい敵がたきだし……」

「そう言わず、頼たのむ！　一生のお願いだ！」

「どう考えても二度三度がやってくる流れだよね。でも、うん、いいよ。協力してあげるよ。だって親友だもの」

「ほ、本当か!?　感謝する！　それでそれで、次はどうしたら良いと思う!?」

「そうだねえ……あ、じゃあ、こういうのはどうかな」

「？？？」

「あえてミストが嫌がるような魔物を調査する。そこで窮きゆう地ちに陥おちいれば、助け合った二人の距きよ離りは一気に縮まるんじゃないかな？」

「な、なるほど……吊つり橋効果というヤツだな！」

「そうそう。吊り橋効果吊り橋効果」

「しかし、取材の主導権はミストにある。私から取材対象について提案しても問題ないだろうか？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思うけどなあ。ああ見えて、ミストってシルフィには甘いし」

「そうか？　私からしてみれば、凄すさまじく当たりが強いと思うのだが……」

「（鈍どん感かんなのはお互たがい様だなあ）」

「ん？　何か言ったか？」

「いや何も」

「しかし、私からミストの嫌がる魔物を提案する、か……うむ、分かった、やれるだけやってみよう」

「そうそう。当たって砕くだけろ、だよ」

「うむ。それでは、明日はミストが嫌がるような魔物の生態調査に向かうとするぞ！　今日はありがとうな、ミーナ！」

「じゃあ、お礼としてミストをもらおうかな」

「は？　（剣を抜ぬき放つ）」

「じ、冗じよう談だん、冗談だってば！　そ、それよりも、早く帰った方がいいんじゃないかな？　執しつ筆ぴつの時間が無くなっちゃうよ？」

「ふむ、それもそうだな。今回は特別に見み逃のがしてやろう」

「（偉えらそうだけどちょろいなあ）」

「む、何か言ったか？」

「いいえ何も」

「そうか。それでは、今日はこれで失礼させてもらう。また明日な、ミーナ！」

「うん、また明日ねシルフィ─────────って、明日も来るの!?　あたしにも予定というものが……ちょっ、シルフィさぁーんッ!?」











第三章　エロから始まる日常生活









　ユーリがダンジョンの一部を消し飛ばした翌日、いつも早起きな俺にしては珍めずらしく、昼時に目を覚ましていた。

「……昨日の取材で心身ともに疲つかれ切ってたのかね……」

　爆ばく発はつに巻き込まれながら三人を抱かかえてダンジョンから脱出した訳だし、そりゃあ疲れてるに決まってるよな……まあ、ダンジョン爆破の現行犯で捕つかまるよりは何倍もマシではあるけども。

「ん、ぅ……っはぁ。風ふ呂ろにでも入るか」

　小気味よい骨の音をバックに背せ伸のびをし、ベッドから降り、部屋を出る。目的地はもちろん、屋や敷しきの東側に位置する大浴場だ。

「今いま更さらだけど、家の中に大浴場があるって意味が分からんよな……いや、まあ、最も早はやここは家というより屋敷だけど」

　独り言を呟つぶやきながら、人気のない廊ろう下かを進んでいく──と。

『巨きよ乳にゆうで誘ゆう惑わくするなんて……シルフィはずるいです！　卑ひ怯きようです！　持たざる者に対する宣戦布告にも等しい所業です！』

『ずるいとか言われても困るのだがな。私は私が持ち得る最大最強の武器を駆く使ししたまでだ。悔くやしかったらお前も自分だけの誘惑法を考えるんだな。……まあ、ぺったんこなお前に私と同じ誘惑法ができるとは到とう底てい思えんがな！』

『キィーッ！　馬鹿にしてぇーっ！　そんなに胸で誘惑したいのなら服なんて着ずに常に裸はだかでいればいいんですぅーっ！』

『いや流石さすがにそれは論理が破は綻たんしてい──って、おおおおおい!?　や、やめないか馬鹿者！　全体重をかけて私の服を脱ぬがそうとするんじゃない！　千切れる千切れる！』

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

『雄お々おしい叫さけびと共に脱がせようとしてくるなあああああああああああああああっっ！』

　すぐ傍そばにある扉とびらの向こうから、やけに聞き覚えのある叫び声が聞こえてきた。これはシルフィとユーリの声かな。そういえば、ここってシルフィの書しよ斎さいだったっけか。

「ユーリが一緒にいるってことは、小説の打ち合わせでもしてんのかな？」

　小説の挿さし絵えを任せられたとか言ってたしな。きっとこの予想は外れていないはずだ。

　朝の挨あい拶さつぐらいはしておくべきか──一いつ瞬しゆんだけそう考えたが、やっぱりやめることにした。打ち合わせをしているのなら、邪魔になるような真ま似ねはできるだけ避さけるべきだと判断したからである。今日も俺は気き遣づかいのできる完かん璧ぺきな男だな、うん。

「鈍感だなんだと言われているが、やっぱり俺ってば聡さとい人間だと思う訳で──」

　直後のことだった。

　俺の言葉を遮さえぎるように扉が開き、シルフィとユーリが転がり出てきたのは。

「……………………」

　簡単な状じよう況きよう説明をしよう。

　シルフィの書斎の扉が開いた。──ここまでは問題ない。

　俺の前には、当たり前だがシルフィとユーリの姿がある。二人で転がり出てきたぐらいだし、取っ組み合いでもしていたんだろう。別にこれぐらいは大した問題でもなんでもない。ユーリとシルフィがどったんばったん大おお騒さわぎをしている光景など、別に珍しくもないからだ。

　だが、しかし。

　その二人があられもない姿でいるとなれば、話は別だ。

「…………………………………………………………………………、は？」

　思わずそんな間ま抜ぬけな声が零こぼれてしまったのは本当にしょうがないことだと思う。それぐらいに衝しよう撃げき的な光景が目の前に展開されていたのだから。

「…………………………」

「…………………………」

　抱だき合った状態のまま、ただただ硬こう直ちよくするシルフィとユーリ。無む駄だに時が止まっているせいで、彼女達のあられもない姿にどうしても視線が向いてしまう。

　あられもない姿と言うが、一応、彼女達は衣服を身に着けている。身に着けてはいるのだが、有り得ないほどに乱れているのである。

　開はだけた衣服から見える、シルフィの豊満な双そう丘きゆう。

　ローブが捲まくれ上がったことで露あらわとなった、ユーリの美び尻じり（縞しま々パンツ装備）。

　口に出したら絶対に怒おこられる。だから、心の中で呟こう──最高である、と。

「………………ミスト」

　心の中で歓かん喜きの声を上げていると、いつの間にか立ち上がっていたシルフィがふと俺の名を呼んだ。隣となりには、同じく立ち上がった状態のユーリが。いろいろと見えてしまっているのだが、隠かくす素そ振ぶりすら見せていない。きっと、俺の息の根を確実に止めるから今いま更さら隠かくす必要なんてないんだろうな。

「………………最後に言いたい言葉はありますか？」

　シルフィに続く形で、ユーリが感情の無い声でそう言った。見慣れないユーリの下着姿に思わず胸が高鳴ってしまう。というか、現在の状況から言って俺は完全に被ひ害がい者なのだが、まさか弁明の機会すら与あたえられないとは。へへっ、どうしてかな。足の震ふるえが止まらねえや。

　ゆらり、と幽ゆう鬼きのように静かに立ち上がる美少女コンビ。ハイネがいれば二人をうまく宥なだめてくれるんだろうが、残念なことに今ここにあの完璧イケメンは居ない。女性の扱あつかいに長たけた友人に助けを求めることは不可能なのだ。

　握にぎった拳こぶしを構える二人を見ながら、俺は言う。

「最後に言い残す言葉、か。いいぜ、これが、俺が今遺のこすべき最後の言葉だ。とくと聞きやがれ───」

　足は震え、顔面は蒼そう白はくに染まっていることだろう。だが、俺は彼女達に告げなくてはならない。それが、彼女達の裸を目撃した者としての使命なのだから。

　無表情のまま狙ねらいを定めるシルフィとユーリに微笑ほほえみ──彼女達の裸ら体たいを目に焼き付けるのを忘れないようにしながら──そして俺は告げる。




「───眼福でしたごちそうさまでぶぎゅるばごばぁっ!?!?」




　顔面と鳩みぞ尾おちに拳が突つき刺ささり、俺は意識を失った──異様な達成感を覚えながら。







「──ということがあったんだが……って、なに笑ってんだよハイネ。失礼だろ」

「ご、ごめん。別に馬ば鹿かにするつもりはないんだけど……ふ、ふふっ。み、ミストがあまりにも面おも白しろいから……くくくっ……あ、朝から二人の裸を見るとか、もう本当に意味が分からないよ……っ！　あははははははっ！」

「いやマジで失礼じゃね？　友人の不幸で爆ばく笑しようするとか人として最低じゃね？」

「そ、そんなこと言われても……ぷくくくくくっ！」

　俺にジト目を向けられながらも、真っ赤な顔で抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうするハイネ。俺がシルフィやユーリ関連で酷ひどい目に遭あう度たびに爆笑しやがるこいつとはそろそろマジで決着をつけた方が良いかもしれない。

　ハイネは目め尻じりに涙なみだを浮うかべ、ひーひーと情けない声を吐はき、高価なダイニングテーブルをバンバンと手で叩たたきつける。ウェアウルフの特とく徴ちようであるイヌ耳はこれでもかというほどに立っていて、尻尾しつぽに至っては千切れんばかりに振ふり回まわされている。ここが外だったら他者への迷めい惑わくこの上ないのだが、安心なされよ、ここはシルフィ有する屋敷のダイニングルームである。

　完全にダイニングテーブルの上に突っ伏ぷしてしまったハイネの後頭部にやるせない視線を送りながら、俺は溜ため息いきを吐く。

「はぁぁ……どうしてこんな笑い上戸が世間ではモテモテなんだろうか……ちょっと世の中理り不ふ尽じんすぎません？」

「ひーひー、ふっ、ふぅー……んんっ！　君達の前では割とこんな感じだけど、他人を相手にしている時は基本的に自分を偽いつわっているからね。完璧な男を演じているとでも言うのかな。僕も僕でいろいろと大変なんだよ」

「出たよまさかの腹黒宣言。かーっ、やっぱりイケメンってのは信用ならねえわ。人の不幸をつかまえて全力爆笑しやがるしよ」

「それはしょうがないと思うけどな。だって、朝一番に、シルフィとユーリの半裸を、目撃してしまうなんて……あ、有り得ないでしょ……くくくっ！」

「おうおう思い出し笑いしてんじゃねえぞ終しまいにゃ泣くぞコラ」

　本日二度目の抱腹絶倒を披ひ露ろうしやがるハイネに手刀を落とす──が、それをハイネは片手でぴしゃりと受け止めた。

　それからちょうど三十秒ほど笑い転げたところで、涙を指で拭ぬぐいながら、ハイネは俺との会話を再開した。

「そ、それにしても、まさか小説を書く手伝いをすることになるとはね。シルフィの思い付きにはいつも驚おどろかされるよ」

「少しは『考えてから行動する』ってことを覚えてほしいけどな」

「嫌いやそうにしていても結局は手伝うところがミストらしいけどね」

「……今回は俺と目的が合がつ致ちしたから手伝ってるだけだっつの」

「そうだね。まあ、君がそう言うなら、あえて指し摘てきしないけどね」

「なんだよその『まあ全部分かってるけどね』顔は。うぜえよマジで、マジうぜえ」

　露ろ骨こつに顔を歪ゆがめながら、ハイネに舌を見せつける俺。

「つーか、今日はやけに来るのが遅おそかったじゃねえか。ナンパでもしてたのか？」

「されたことは数え切れないほどあるけど、したことは一度もないかな」

「死ね」

「あははっ。まあまあ、そう怒らないでよ」

　ハイネは無む邪じや気きに笑うと、

「今朝は道場を手伝ってたんだよ。最近になって受講生が増えてきたからね。父さんと妹だけじゃ手が回らないらしいんだ」

「あー……そういえば、お前の家って道場だったっけ……」

　当たり前だろうが、今のハイネの話のように、ダンジョンに潜もぐる以外にも、俺達にはそれぞれやることがある。

　例えば、シルフィ。ステラト屈くつ指しの実力者として知られる彼女には常に何かしらの予定が入っている。武具屋のアドバイザーをはじめ、グラビア写真のモデルや雑誌記者との対談など、挙げていけばキリがないほどに彼女のやることは多い。今は執しつ筆ぴつの為ためにその全すべてをキャンセルしているんだろうが、そうでもしないと自由な時間を取れないあたり、彼女の異常な忙いそがしさが窺うかがえる。

　次に、ユーリ。妹と二人暮らしをしている彼女だが、聞くところによると、俺達とダンジョンに潜る時以外は基本的に家に籠こもっているらしい。以前彼女の家を訪おとずれたシルフィ曰いわく、『薄うす暗ぐらい部屋の中で黙もく々もくと魔ま術じゆつの研究をしていた』とかなんとか。やっぱり魔ま術じゆつ師しって暗くら闇やみを好むんだな、と思ってしまったのはここだけの秘密である。

　最後に俺だが……まあ、基本的にはトラップ解除の依い頼らいを受けたり酒場で馬鹿な奴やつらと酒を酌くみ交かわしていたりする。はいそこ、面白みのない日常だなとか言わない。冒ぼう険けん者仲間との関かかわりはかなり大事なんですのよ？　べ、別に、酒が飲みたい訳じゃないんだからねっ。

「三日ぐらい前にミストがみんなにボコボコに殴なぐられていたのは傑けつ作さくだったよね」

「何の躊躇ためらいもなく心を読むの止やめてくれます？　なに、気を読める武ぶ闘とう家は心も読めるってか？　ふざけんな」

　というか、その三日前の『ミストくんふるぼっこ事件』は何で殴られたのか今となっても本当に分からないんですが。なんかみんな口を揃そろえて『死ねこのハーレム野や郎ろう！』とか言ってきたが、何なんだろうねその罵ば倒とう。ハーレムなんて心当たりすらないんですが。

「ハーレムって話なら、俺じゃなくてハイネを標的にするべきだと思うけどな」

「……それを本気で言っているあたり、君は本当に罪作りな男だと思うよ」

　何故か盛せい大だいに溜息を零しつつ、大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめるハイネ。誠まことに解げせんリアクションである。

　と、その直後、ダイニングルームの扉とびらが開き、先程俺を殴り飛ばしたシルフィとユーリがその姿を現した。当然のことだが、先程までの半裸と違ちがい、今は鎧よろいやローブを身に着けている。

「なんだ、さっきと違ってもう服を着てるんだな」

「「私達がいつも裸はだかで過ごしているみたいな言い方はやめろ（てください）！」」

「ついさっき拳で気絶させられたばかりなのに、よくもまあ命知らずな冗じよう談だんを吐けるものだね、君は……」

　ハイネが呆あきれながら俺を絶賛していたが、とりあえずそれは完全スルー。

　シルフィは大きく溜息を吐くと、

「……先程は殴ってすまなかった。言い訳にしかならんが、頭に血が上ってしまっていたのだ。恥はずかしさのあまり暴力行こう為いに至ってしまうとは、我ながらキャラクター性が甘すぎる……小説家失格だ……どうか、謝罪ぐらいはさせてほしい。すまなかった」

「もう、全部言わないでくださいよ……えと、その……私もごめんなさいです、ミスト」

　そう言って、二人は深々と頭を下げる。おそらく、俺が何かしらのアクションを起こすまでは彼女達の頭が上がることはないだろう。長い付き合いだ、それぐらい考えずともわかる。

　だから、俺は俺なりの行動を示した。

　詳くわしく言うと、彼女達の頭に軽めの手刀を落とした。

「「あたっ。……え？」」

　揃って目を丸くする二人に俺は微び笑しようを返す。

「これがお前らの謝罪に対する俺の答えだ。まあ、要するに、どっちも悪かったってことでこの話は終いにしようぜってことだな」

「お、お前は、それで良いのか……？」

「ああ、構わんぜ」

　一応はお前らの裸を見ちまった身分だしな──とは口にしない。そんな無む駄だなことを言っちまうほど、俺は空気の読めない男ではない。

　シルフィ、そしてユーリは顔を見合わせると、嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。

「……ああ、そうだな。お前がそう言うなら、この話はここまでにしておこう」

「そうですね。こういう時のミストには何を言っても無駄でしょうし」

「オイコラ一言多いぞロリネコ」

「誰だれがロリネコですってぇえええええええええええええええええええええっ!?」

　きしゃーっ！　と耳と目を吊つり上あげるユーリを片手で制する俺。うん、やっぱり俺達はこうでなくっちゃな。しみったれた空気なんて似合わねえ。

　いつものほのぼのとした空気が帰ってきたところで、今の今まで黙だまっていたハイネが待ちに待ったと言わんばかりに口火を切った。

「それで、ミスト。今日はどの魔ま物ものについて調査をするつもりなんだい？」

「ん？　ああ。今日は──」

「ミスト」

　俺の言葉を遮さえぎるように、シルフィが俺の名を呼んだ。

「ん？　何だよどうした」

「今日の取材対象は私に選ばせてくれないか？」

「は？　またどうした急に」

「どうしても調査したい魔物がいるのだ！」

　ずずいっ、と顔を近づけながら主張してくるシルフィ。うう、近い近い。

「わ、分かった、分かったから。今日の取材対象はお前が決めていいから。だからそんなにぐいぐい来るなってば」

「本当か!?　やったーっ！」

　よく分からんが、まあ喜んでくれているみたいだし良いか。

「それで？　お前は何の魔物について調べたいんだ？」

「グールだ」

　グール。

　腐ふ食しよく人、とも呼ばれるその魔物は主にダンジョンの上層に生息しており、腐食人という別名から分かる通り、奴らは腐食した人間の死し骸がいのような姿をしている。比ひ較かく的てき初心者向けの魔物であるが、俺は正直なところかなり苦手だ。理由は簡単。臭くさいからである。

「げえ、グールか……また変わった魔物を調べようと思ったなお前は」

「だ、だろう？　別に他意がある訳でも狙ねらいがある訳でもないが、私のこの突とつ飛ぴな発想に敬意を払はらうことを許してやらんでもないぞ」

「何でいきなりそんなに露骨に怪あやしい態度が取れるんだよ」

　冷ひや汗あせ交じりに視線を彷徨さまよわせるシルフィに溜息を吐いていると、ハイネが会話に割り込んできた。

「グールをはじめとしたアンデッド族は基本的にダンジョンを彷徨っているだけだと思うんだけど……わざわざ生態を調査する必要なんてあるの？」

「フフン。だからこそ調べるのだ。誰も知らないグールの生態。ただ彷徨っているだけと思っていたグールが、実は驚きの生態を持っていた……未知の領域を解明することこそが取材の醍だい醐ご味みなのだと私は思う訳なのだよ」

「──と、彼女は言っていますが、私としては、なーんか裏がありそうな気がするんですよね」

「いっ、いやっ、裏なんて何もないぞ？　ゆ、ユーリは疑うたぐり深いなあ」

「じゃあ何でそんなに視線を彷徨わせてるんですかね。冷や汗も凄すさまじいですし」

「あ、あははははー……」

　ジト目のロリネコに引き攣つった笑えみを浮うかべる我らが剣けん聖せい様。相変わらず仲が良いのか悪いのかよく分からん二人である。

「……ミスト。今、また私をロリネコ扱あつかいしませんでしたか？」

「イヤダナァ、ソンナコトネエヨ？　ミスト、ウソツカナイ」

「あまりにも怪しいカタコト言葉！　あーもー、いい加減に私をロリ扱いするのはやめてください！　そもそも、私達の歳としはそこまで離はなれていないはずです！」

「そうだな。まあ、それが分かってる上で俺は弄いじってるんだけ──」

　すちゃ。（ユーリが静かに魔ま杖じようを振ふり被かぶる）

「──ユーリ・カルディナ様は大人の女性です！」

「素す直なおなミストは嫌きらいじゃないです」

「（素直じゃないミストも嫌いじゃないくせに……）」

「ハイネ？　私のネコ耳はどんな呟つぶやきも決して聞き逃のがしません。話がありますのでちょっと表に出ましょうか」

「あ、はは、あはははは……」

　何故か魔力をバチバチと放つユーリにずるずると引き摺ずられていくハイネ。様子から察するにハイネがなにか失言を漏もらしたんだろうが、とにかく、庭先がハイネの血で汚よごれないことを祈いのるばかりである。

　ハイネとユーリの姿が扉の向こうに消えていったところで、シルフィは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「ったく……我がパーティは本当に騒さわがしいな」

「騒がしさで言えばお前が一番だと思──おっと黙りまーす」

　冷たい微び笑しようを湛たたえながら剣の柄つかに手を掛かけるシルフィに俺は冷や汗を流す。

　シルフィは先さき程ほどよりも大きな溜息を零こぼすと、

「まあ、良い。それでは、早さつ速そくダンジョンへと向かうとするか。ぐずぐずしていると日が暮れてしまうからな！」

「あー……その、やる気に満ち溢あふれているのはいいことなんだが──」

　俺は自分の装しよう束ぞく──所々が解ほつれた寝ね間ま着き──を見下ろしながら、彼女に苦く笑しようを向ける。

「──まずは着き替がえてきてもいいか？」

「…………四十秒で支し度たくしな」

　シルフィは俺に残念そうな視線を向けながら、本日最大級の溜息を吐いた。







　俺の着替えが終しゆう了りようしてから数十分後。

　俺達一行はダンジョンの第五階層をうろついていた。

「それではハイネ。前回と同様にグールの気を探ってくれ」

「了りよう解かいだよ」

　キリッと表情を引き締しめながら言うシルフィに、ハイネは裏の読めないニコニコ顔で返答する。どうでもいいが、右みぎ頰ほほが真っ赤に腫はれ上がっているのはユーリに痛めつけられた名残か何かだろうか。魔杖で思い切り殴られたんだろうなあ……痛そうだなあ。

「女性への失言には気を付けようと神に誓ちかう羽目になったよ」

「流れるように人の心を読むなっつの。いいからさっさと仕事こなせよ。魔杖を握にぎりしめたユーリにキレられる前にさ」

「おおっと、それは怖こわい。流石さすがに二回も痛い目は見たくないからね。粛しゆく々しゆくと頑がん張ばるよ」

　そう言うや否や、ハイネは両の瞼まぶたを閉じ、ゆっくりと呼吸を整え始めた。自らの気を落ち着かせ、周囲の気を探る武ぶ闘とう家特有の行動である。

　ハイネの邪じや魔まをする訳にもいかんし、シルフィ達と話してようかな──そんなことを思う暇ひまもなく、ハイネの両目が開かれた。

「……方角は西、距きよ離りは五百ぐらい、かな。グールの腐ふ敗はい臭しゆうは特とく徴ちよう的だから、気を探るまでもなかったよ……うぇ」

　鼻を摘つまみ、顔を青ざめさせるハイネ。ふさふさの尻尾しつぽに力はなく、いつも立っている耳は今回ばかりはしゅん……と垂れ下がっていた。

「ウェアウルフは臭においに弱い、か……キャラクター性としては少々弱いな」

「自分の仲間を勝手にキャラクター化すんのやめーや」

「あたっ」

　シルフィの頭を軽く叩たたきつつ、石壁に覆おおわれた迷路を進み始める。その間、ゴブリンやスライムなどの下級魔物が何体も襲おそいかかってきたが、当然、シルフィとハイネによってものの見事に返り討うちにされていた。

　下級魔物の屍しかばねを積み上げていくこと数分、形容しがたい腐臭が俺の鼻を擽くすぐった。

「っ。……近いな」

「そこの角を曲がったところに居るみたいだね。それにしても──酷ひどい臭いだ。鼻が曲がりそうだよ」

　鼻を摘み、不快感で顔を歪ゆがめるハイネ。ウェアウルフは特別嗅きゆう覚かくに優すぐれた種族であるため、グール特有の腐敗臭は本当に不快なんだろう。いつも冷静なハイネが動どう揺ようを隠かくせていないところからも、彼の不快指数が手に取るように分かるというものだ。

　ハイネの背中を摩さすりつつ、角から顔を覗のぞかせてみる。

　そこには、割と精神を削けずられる光景が広がっていた。

　錆さびついた鎧よろいを身に着けた、顔面の半分が腐くさり落ちた大おお柄がらの男。その隣となりには一糸纏まとわぬ姿の女性が居るが、男と同様、その顔面はこれでもかというぐらいに腐り果てている。他にも右みぎ腕うでが骨だけになっている者や目玉が飛び出ている者など、精神を直接食い尽つくすようなえげつない姿のグール達が所ところ狭せましと動き回っていた。

　俺は思わず込み上げてくる吐き気を吞のみ込み、近くのシルフィへと冷や汗交じりの顔を向ける。

「……な、なあ、やっぱりただの腐った死体っぽいし、取材はやめにしねえか……？」

「却きやつ下かだ。相手がどんな魔物であれ、取材対象であることに変わりはない。というか、そもそも生態調査はお前が受けた依い頼らいだろう？　もう少しやる気を出さんかやる気を」

「いや、まあ、それを言われると弱いんだが……」

「昨日お前が言っていた旧魔物図ず鑑かんを今朝読んでみたが、グールの説明欄らんはほぼすっかすかだったではないか。なんだ、『グールは見ての通り腐った死体です。それ以上でもそれ以下でもありません』って……手て抜ぬきにもほどがあるだろうっ!?　完かん璧ぺきな改かい稿こう版を作り上げるためにも、グールの生態調査は必要不可欠だと私は思うがな！」

「分かった分かった。嫌いやなことから逃にげようとした俺が悪かったからあんまり怒おこらないでくれ。グール以外の魔物に気付かれちまうから」

「うむ。分かれば良いのだ分かれば」

　まあ確かに、いくら幼おさな馴な染じみからの依頼と言っても仕事は仕事なのだ。好き嫌いで仕事へのやる気を変えるなど、プロとしては絶対にあってはならないこと。それをシルフィに教えられたのはなんだか癪しやくだが……まあ、いい。悪いのは俺だ、意識を切り替かえていけ。

「それで、どうやってグールの生態調査をするんだい？　また昨日みたいにミストの気配消失の魔術で近づくつもりなのかな？」

「それも考えたのだが、グールに気配消失魔術は無意味だからな……」

「ああ、そういえばそうだったね」

　そう。俺の『気配消失』は、グール相手だと全く役に立たなくなってしまう。

　通常、動物というのは視覚と聴ちよう覚かく、嗅覚などによって周囲の情報を獲かく得とくしている。魔物もそれは同様なのだが……グールはその例に漏れ、魔力によって周囲の情報を獲得している。音と匂い、姿を魔力によって覆い隠す俺の気配消失とはとことん相あい性しようが悪いのだ。

　うー、だの、あー、だの呻うめきながらさ迷い歩くグールを俺達は眺ながめながら、

「それじゃあどうするんだ？　今みたいに遠目からの観察を続けんのか？」

「魔力を感知する魔物だから、距離が離れてるとしても気づかれるのは時間の問題だと思うけどね。魔力を偽ぎ装そうできれば問題ないんだけど……」

「そういえば、グールの腐ふ肉にくにはグール特有の魔力が含ふくまれているという話が魔術師の間にあります。彼らの腐肉を利用できれば、紛まぎれることも可能かと」

「腐肉を利用、か……」

　屍であるグールの腐肉って、なんだか『頭痛が痛い』みたいな不自然な言葉に思えてくるよな。死肉の腐肉って何なんだよ、って感じの。

　そんな割と無む駄だなことを考えていると、何な故ぜか真剣な顔でブツブツ呟いているシルフィの姿が目に入った。

「……腐肉……魔力を隠す………死し骸がい……着ぐるみ……吊つり橋効果……（ぶつぶつ）」

「……………………………………………………………………………………………………」

　とてつもなく嫌な予感がした。

　自分で言うのもなんだが、俺の勘かんってやつは意外と的中率が高い。それも、今みたいな嫌な予感という話になれば、その的中率は九割を優に超こえてくる。そこにシルフィが関かかわってくると、十割的中すると言っても最も早はや過言ではない。

　止めなければ。この予感が的中する前に、不幸の芽を摘つんでおかねば。

「ちょっ、シルフィ、待っ───」

「そうだ、死肉だ───グールの死骸を着て近づけば良いのだっ！」

「───遅おそかったぁああああああああああっ！」

　だらだらだら、と大量の冷や汗あせを流す俺を余よ所そに、シルフィは勝手に話を進めていく。

「ちょうどそこにグールの死骸が転がっているな。数は二体だから全員で着込むのは無理だろう。……ここは私とミストで着込むとするか」

「異議あり！　言い出しっぺのお前はともかく、何で俺まで死骸を着にゃあならんのですかねえ！」

「そ、それは、その……つ、吊り橋効果だ！」

「お前は何を言ってるんだ!?　何でこのタイミングで吊り橋効果？　意味分からん！」

「な、何を言っているのかだと？　そ、そんなの……きゃっ」

　何故か顔を赤らめるシルフィ。そもそもこいつは本当に吊り橋効果の意味を分かっているんだろうか。

　瞬しゆん時じに寒気を覚える俺だったが、そこに新たな爆ばく弾だんが投下された。

「ま、待ってください！　やはりここはパーティのお笑い担当である私とミストが共に死骸を着込むべきではないでしょうか！」

　ずずい、っと挙手して会話に割り込むユーリ。必死な形相をしているように見えるのは気のせいと思いたい。つーか誰だれがお笑い担当やねん。

「まさかあんなに嫌がっていたお笑い担当という役目を利用してくる、だと……!?　このケットシー、プライドというものがないのか!?」

「ふっふっふー。こんなことであなたの目もく論ろ見みを壊こわすことができるというのなら、プライドなんて喜んで放ほうり捨てますとも！」

「くっ……流石は私の好敵手……ユーリ・カルディナ、恐おそろしい子！」

　……………………こいつらは何をそんなに盛り上がっているんだろうか。

　火花を散らして睨にらみ合う二人に俺はすごすごと手を挙げながら、

「……じゃあもう、お前ら二人で死骸を着たら？」

「「それだと意味がないだろうがっ（でしょうがっ）！！！」」

「えぇ……」

　口を揃そろえて怒ど鳴なられた。おまけに超ちよう睨まれた。

「ええい、分かった。それでは、じゃんけんで決めよう！」

「いいですね！　私とあなた、勝利した方がミストと共にグールの死骸を着込むということで！」

「ちょっと俺だけ確定枠わくなのおかしくない？」

「フフフ。絶対に負ける訳にはいかない……っ！」

「フフフ。勝つのはこの私です……っ！」

　俺の悲しい呟つぶやきをガン無視しながら勝手に話を進める美少女コンビ。今にも泣きそうな俺の肩かたにハイネが優やさしく手を置いてくるが、俺の悲しみが消えることはない。

　俺とハイネが見守る中、二人は高々と右手を振ふり上げ──そして、あまりにも真剣な形相を浮うかべながら……

「「せぇーっの！　じゃーんけーん────────────────」」







　……………………冒ぼう険けん者辞やめようかな。

　無限に広がる腐敗臭に包まれながら、俺は絶望に沈しずんでいた。

「はぁぁ……もう嫌だこんな仕事受けなきゃよかった……」

「やった勝ったああああああああ……でも本気で臭くさくて気絶しそう……うう」

　真っ青を通り越こしてどこか緑色に染まっている顔を大きく歪めるユーリさん。

　現在、俺とユーリはグールの群れに紛れ込んでいる。勿もち論ろん、グールの死骸を着込んだ状態で、だ。

「…………俺、この取材が終わったら銭湯に行くんだ……」

「…………あまりにも臭すぎて門もん前ぜん払ばらいを受けなければいいですけどね……」

「…………そんな悲しいこと言うなよ……やってられねえだろ……」

「…………そうですね……はぁぁ……今いま更さらながらに後こう悔かいが凄すさまじいです……」

「「………………………………はあああああ」」

　二人分の溜ため息いきがダンジョンの空気に静かに溶とけて消えていく。服に臭いがつくのは嫌だからと絶賛下着姿な俺達だが、これって皮ひ膚ふの安全問題的に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。いざ取材が終わって死肉を脱ぬいだら全身肌はだ荒あれ蕁じん麻ま疹しんのオンパレードとかだったら流石さすがに笑えねえんだけど……大丈夫？　一応はシルフィに防護魔ま術じゆつをかけてもらってはいるけど、これ本当に大丈夫なの!?

「相変わらずシルフィの発想には驚おどろくばかりですね。まさかグールの死骸を着込むというアイディアを思いつくとは……」

「……巻き込まれる側からしてみりゃたまったもんじゃねえがな」

　明後日あさつての方向を見ながら、俺はユーリに返答する。

「ん？　どうしたんですか、ミスト。何で私から目を逸そらしているんですか？」

「………………………………気のせいじゃねえかな」

「いいえ、その目は絶対に何かある目です。心なしか顔も赤いですし……」

「うぐ」

「怪あやしいです気になります。もー、教えてくださいよー。気になるじゃないですかー」

　がっくんがっくんと身体からだを揺ゆらしてくるユーリ。

　俺は赤くなっていると指し摘てきを受けた顔をなるべく見せないようにしながら、

「………………お前の下着がさっきからちらちら見えてて落ち着かねえんだよ」

「へ？　─────～～～～～～～～っ！！！」

　瞬時に顔を真っ赤に染め、己おのれの身を抱いだくユーリ。相当恥はずかしかったのか、全身をわなわなと震ふるわせてもいた。

　居た堪たまれない空気が、俺達の間に漂ただよい始める。

　しかし、それは長くは続かなかった。

　気まずさの元げん凶きようであるユーリが、俺にこんな質問をぶつけてきたのである。

「……そ、それで……どう、でした？」

「…………どうって、何がだよ」

「わ、私の、その……私の下着は、どうでした……？」

　新手の羞しゆう恥ちプレイかな、と思わなかったと言えば噓うそになる。つーか、まず最初にそれを思い浮かべてしまっていた。下着を見た感想を述べよ、とか最早意味が分からんし、そもそもそれをユーリ本人に告げるというこの展開自体が理解不明でしかない。

　だが、俺も男だ。女が恥はじを忍しのんで聞いてきた以上、俺も恥を忍んでそれに答える義務がある。女にだけ恥を搔かかせるなんて、男として有り得ない。

　故ゆえに、俺は紅ぐ蓮れんに染まる顔を隠かくすこともせずにユーリを真まっ直すぐに見つめながら、抱いた感想をそのまま彼女に言い放つ。

「か、可愛かわいかったぜ？　つ、ついでに言うなら、い、意外とエロかった、かな……い、いや待て、今のは無しだ。誰もお前がエロいだなんて思ってねえ！」

　穴があったら全力で潜くぐり抜ぬけて地の果てまで消え去りたい。

　俺の感想が癇かんに障さわったのか、ユーリは顔を赤く染めたまま俯うつむいてしまう。

「（そ、そそそそう、ですか……私が可愛い、ですか……えへへ……し、しかも、エロいだなんて……ミストに女として見てもらえたってことじゃないですか……やったっ）」

　深い悲しみに暮れていると、ユーリが何かを呟いていることに気付いた──が、あまりにも声が小さいため、内容までは聞き取れなかった。まあ、これ以上彼女の機き嫌げんを損そこねる訳にもいかないし、無駄な詮せん索さくはしないでおくとしよう。

　とりあえず、まずはこの居た堪れない空気を変えねば。

　わざとらしさを自覚しつつも、俺は話題の転てん換かんを試みる。

「……まあいつまでもぐちぐち文句言っててもしょうがねえし、さっさと取材を始めるとすっか」

「そうですね。さっさと取材を終わらせて早くお風ふ呂ろに入りたいですしね」

　がしぃっ、と手を握にぎり合い、速すみやかな取材完かん了りようを誓ちかう俺達。

　できるだけ鼻呼吸をしないように気を付けながら、グールの方に向き直る。

「ミスト。まずは何を取材するんですか？」

「ん？　そうだなあ……無難に食生活とか？」

「グールの主食は生肉です。それも、魔力が多く含まれている新しん鮮せんな生肉を好みます。魔術師なら誰でも知っている常識です」

「うっわ専門家かよ」

「常識ですからね。それで、他ほかには何を調べるつもりなんですか？」

「そうだな……グールを取材する予定じゃなかったからさっき思いついた限りで提案させてもらうが、グールはどうやって仲間を増やしているのか、かな」

「グールの増ぞう殖しよく法について、ですか」

「ああ」

　自分から提案しといてなんだが、グールがどうやって増えるのかなんて想像すらできない。俺にとってグールってのはいつの間にか増えてるゴキブリみてえな魔物だから、増殖法について気に留めたことなんざ一度たりともない。

　近くのグールから距きよ離りを取りながら、ユーリは言う。

「魔術師達の間でも長きに亘わたり謎なぞとされてきた事象ですね」

「謎とされてきたくせにまだ解決してねえのかよ」

「好き好んでグールの調査を行う魔術師が居ると思いますか？」

「そりゃ一人ぐらいいるんじゃねえの？　死霊魔術師ネクロマンサーとかさ」

「死霊魔術師の専門はグール系ではなくゴースト系です。グールは操作魔術が効きにくい体質をしているので、死霊魔術師でも操れないらしいですよ？」

「うわぁ、魔術って意外と不便なのな……」

　聞きたくもなかった死霊魔術師の悲しい真実に俺は顔を歪ゆがめる。

　ユーリはべちべちと死肉を鳴らして歩きながら、

「それで、先程の話に戻もどりますが、一説によると、『グールに嚙かまれて死んだ冒険者がグールへと変へん貌ぼうする』とか何とか。グールの歯に含ふくまれる毒が嚙まれた対象の体内に入り込み、内側から肉体を腐ふ食しよくさせていく。脳の中ちゆう枢すう以外が腐くさり切ったところでその対象はグールと化す──という話らしいのですが……」

「お前はあんまり信じていない、と？」

「はい。実は、グールが持つ毒ってそこまで強くないんです。せいぜい嚙み付いた箇か所しよを腐食させるぐらいのもので、肉体全すべてを腐らせるなんて……到とう底てい無理だと思います」

「だから他に絡から繰くりがあるはずだ、と？」

「ですです」

　大きく頷うなずきを返してくるユーリ。どうでもいいが、グールが頷いているようで凄すごく気持ち悪いな。中身は可愛いのに……外見がこれだと目の保養にもなりゃせんな。

「そもそもの話、冒険者の死し骸がいがグールへと変貌する瞬しゆん間かんなんて誰も見たことがない訳ですし。一件も目もく撃げき例がない説を推おすほど、私は愚おろかな魔術師じゃないのです」

「そう言う割には胡う散さん臭くさい本をたくさん集めてるみたいだけどな、お前。主に身長とか胸関連のやつを」

「………………………………何な故ぜそれを」

「お前が本屋で買ってるのをこの間偶ぐう然ぜん見かけた」

「ぎゃあああああああああああああああああああっ！　細心の注意を払はらったはずでしたのにいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　頭を抱かかえ、本日最大音量で絶ぜつ叫きようするユーリ。その反動で落ちそうになるグールの頭を上から押さえながら、俺は彼女を慰なぐさめる。

「ま、まあ、あんまり気にすんなよ。貧ひん乳にゆうでも需じゆ要ようはあるって…………特とく殊しゆな需要が」

「目を逸らしながらなんて残ざん酷こくなことを！」

「いや、だって、お前って貧乳だし見た目幼いし、ぶっちゃけ超ちよう限定的な界かい隈わいの需要を完全に満たしてる──」

「いやーっ！　言わないでーっ！　そんな悲しい現実を突つきつけないでくださいーっ！」

　よっぽど辛つらい宣告だったのか、大声で俺の発言を搔き消そうとするユーリ。

　俺は苦く笑しようを浮かべながら、

「ま、まあ、俺は嫌きらいじゃないぜ？　たとえ慎つつましやかだとしても、おっぱいであることには変わりねえ訳だしな、うん」

「じゃあ聞きますけど、巨きよ乳にゆうと貧乳ならどちらを選びますか？」

「は？　そんなの巨乳に決まってんだろ。何言ってんの？」

「うわーん！　予想してた通りの即そく答とうでしたーっ！　神は死にましたーっ！」

「お、おい、そんな全力号ごう泣きゆうしながら歩き回ったら転ぶ──」

「びええええええええ────ぷぎゅっ!?」

　道に転がっていた、肉につ塊かいと思われる物体に足を取られ、ユーリは顔面から勢いよく転てん倒とうした。

「あーもー言わんこっちゃない……ほら、大丈夫か？」

「あたたた……はい、すいません、大丈夫です。ちょっと自分を見失っていました……すいません」

「怪け我ががねえなら別にいいんだが────って、ん？」

「？？？　どうかしましたか、ミスト？」

「い、いや、ちょっと、な……」

　ユーリの声に、曖あい昧まいな言葉を返す俺。

　だが、どうか許してほしい。何故なら、俺の意識は今──足元にある謎の肉塊に向けられているのだから。

「この肉塊がどうかしたんですか？」

「どうかしたってほどでもねえんだが……」

　ユーリに返事をしながらも、俺は肉塊を凝ぎよう視しする。その見た目はただの腐った肉の塊かたまりだが、なにか様子がおかしい。ただの肉塊のはずなのに、目の前のこいつは何故かびくんびくんと脈動している───っ！

「……なんか動いてねえか、この肉塊」

「へ？　───ええ!?　ほ、本当です！　よく見たら動いてます！　気持ち悪っ！」

　勢いよく飛び上がり、凄すさまじい速度で死肉の上から俺の背後へと移動するユーリ。得体の知れない肉塊の傍そばに立っていたのだ、その不快感は想像を絶する。

　俺とユーリが多大なる衝しよう撃げきを受けている間に、その肉塊は動き始める。あえて簡単に言うと、脈動を続けながらじりじりと移動していた。ぼこり、という効果音がどうしようもなく気持ち悪い。

　肉塊はゆっくりとダンジョンを進んでいく。それに続くように、グール達も前へ前へと進んでいた。

「どこに向かっているんでしょうか……」

「多分だが、あれじゃねえか？」

　俺が指差した方向には、壁かべに背を預けながら座り込んだ死骸が一つ。ぼろぼろに破けたローブを身に着けた、男の死骸だった。

　グール達は肉塊を取り囲むように歩を進め、そして件くだんの肉塊は彼らに守られながらついに死骸のもとへと到とう達たつする。その光景はあまりにも異様で、そしてどうしようもなく気持ち悪かった。正直、今すぐにでも目を背そむけたい。

　俺達が見守る中、肉塊は新たな行動を起こした。

　死骸の上に飛び移り、そしてなんと、胸むな板いたの中にずぶずぶと沈しずみ込み始めたのである。

　きっかけが生まれ、そして露ろ骨こつな変化が訪おとずれる。

　まず最初に、胸元の肉が腐り落ちた。そして次に、右足が。もう動かないはずの死骸は全身を腐らされ、大きく痙けい攣れんし───そして、ゆっくりと立ち上がった。

「………………（にちゃあ）」

「「──────────────────────────────────ッ!?」」

　すぐ目の前で口を開くグールを見た俺達の声にならない叫さけびがダンジョン内に響ひびき渡わたる。生理的嫌けん悪おが肉体を支配し、そして、気づいた時には俺達はグールの死骸を脱ぬぎ捨て、下着姿のまま一目散にシルフィ達のもとへと駆かけ出していた。

「──って、んん!?　な、何故全力で脇わき目めも振ふらずに逃にげてきているのだお前達!?　というか臭ァッ！　ち、近づくな鼻が曲がる！」

「もう無理です嫌いやですお風呂に入らせてください！　取材の続きをご所しよ望もうなら後はお二人でどうぞ頑がん張ばってください！　ほら、ハイネ、頑張って！」

「ちょっ、ちょっと近づかないでくれるかな？　僕は鼻が良いから悪あく臭しゆうのダメージが大きくて……」

「あなたも私と同じ気持ちを味わいなさあああああああああああああああああい!!」

「う、うわああああああああああああああああああああああああああああ来るなぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　珍めずらしく涙なみだ目めで絶叫しながら逃げ出すハイネと、鬼き気き迫せまる表情でそれを追うユーリ。

　その傍かたわらで俺はシルフィに縋すがり付いていた。

「もう無理！　これ以上は無理だ生理的に無理！　グールの顔を超至近距離で見せられたんだ、ちょっともう取材とかそういう次元の話じゃねえよ！」

「抱だきつくな近づくな鼻が曲が──ひゃんっ!?　こ、こら、どさくさに紛まぎれて胸を鷲わし摑づかみにするんじゃない！　鎧よろい越ごしだからと言って許されないぞ!?」

「うっせえわ！　こちとら悪臭に包まれてるし超ちよう弩ど級きゆうのトラウマ映像が頭から離はなれなくてそれどころじゃ──うっぷ」

「お、おい、ミスト。噓うそだろう？　まさか、私に抱きついた状態でそれは……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶｄ──いや、やっぱこれ無理かｍおろろろろろろろろろ！」

「ぎゃーっ！　ミストが吐はいたぁーっ！　私の鎧に吐いたぁーっ！」

　けぽけぽけぽ、と酸っぱい何かがシルフィの鎧を染めていく。割と大惨さん事じなのは分かるのだが、頭の中は気持ち悪さでいっぱいで、それどころじゃなかった。

　だから、だろうか。

　胃の中のものを全てぶちまけるまで、グール達の接近に気付けなかったのは。

「───っ!?　ま、待て、お前達！　敵てき襲しゆうだ！　グールの大群がこちらに押し寄せてきているぞ!?」

「ちょ、ちょっと待って、待ってくれ。吐いたばかりで戦いとかマジで無理だから……」

「うふふふふふふふふふふふ。どうです、臭いでしょう？　今、私の身体からだと下着にはグールの悪臭が染しみついていますからね！　ほらほらどうです、どうなんですかぁーっ!?」

「…………………………（気絶したまま動かないハイネ）」

「熟練の冒ぼう険けん者達がこぞって戦せん闘とう不能、だと!?」

　長ちよう剣けんと魔ま術じゆつでグールをばったばったと打ち倒たおしていくシルフィ。流石さすがは剣聖といったところか、グールからの攻こう撃げきを受ける様子は一切ない。

　だが、グールの数はあまりにも多く、波のように押し寄せるグールを前に、シルフィは吐き捨てるように舌を打った。

「くそっ、流石にキリがないな……ここは特大の攻撃魔術で……っ！」

「ま、待ってください、シルフィ。あなたが得意とする風の攻撃魔術では肉片を飛び散らせてしまうだけです。ここはやはり、全てを焼き尽つくす、我が火か炎えん魔術で───うっぷ」

「わーわー我が慢まんだ、我慢しろユーリ！　女の子が吐くのは流石に不ま味ずいと私は思うぞ!?」

　一人は気絶、一人は嘔おう吐と、そしてもう一人はヒロイン力を維い持じするために口を押さえて絶賛悶もん絶ぜつ中。ステラト屈くつ指しの熟練パーティがギャグみたいな全ぜん滅めつを仕し掛かけているというこの状じよう況きよう。はっきり言って、笑えない。

「ちぃっ……（状況的には最適だが、ミストがこんな状態では吊つり橋効果も期待はできないか）……仕方がない。ここは撤てつ退たいするしかないな！」

「ご、ごめんな、シルフィ。俺のせいで鎧がゲロ塗まみれに……ところで、これって臭においとかちゃんと取れんのかな……？」

「やめろ、言うな！　必死に目を背そむけていた現実を突きつけてくるんじゃない！」

「あ、これもう駄だ目めみたいです……ちょっと危なくなってきました……うっぷ」

「私が信じるお前を信じろ！　お前の女子力はそんなものではないはずだ！」

　ぎゃーぎゃーわーわーうーきゃーわー、と俺達三人の騒さわがしい悲鳴がダンジョン内に響き渡る。

　ハイネを背負い、気け怠だるい身体に鞭むち打うってダンジョンの外へと駆けながら、俺は溜ため息いき交じりに呟つぶやきを漏もらす。

「…………お風ふ呂ろ入りたい」

「「同感ッッッッ！！！」」

　まあ、結局のところ、あまりにも臭くさすぎるという理由で銭湯への入場を断られちまう羽目になるのだが───それはまた、別のお話である。










　　　間章







「やあ、ミーナ。今日の報告会を始めようではないか」

「……どうでもいいけど、今日のシルフィ、やけに臭くない？」

「乙女おとめに対してその物言いは厳禁だぞミーナ。……まあ、臭いについては自覚しているので何も言えないのだが。グールめ、次会ったら全力で成敗してくれる……」

「あー、そういえばグールを取材しに行ってたんだね……それは、まあ、グール臭くなるよね……」

「そんなことより今日の報告会を始めようではないか」

「いいけど、店の中には入らないでね。本にグールの臭いが移っちゃうから」

「……ミーナは時々素すで酷ひどい時があるよな」

「まあまあ。で、今日の成果はどうだったの？」

「うむ、何もなかった！」

「……………………………………………………今日は閉店でーす」

「ちょ、ちょちょちょちょちょっと待て！　な、何もなかったからこうして相談に来ているんだろうっ!?」

「シルフィはアレだよね。もっと自分でよく考えるべきだよね、うん」

「急な見み離はなし!?　み、ミーナぁ」

「なーんてね、冗じよう談だん冗談。一度協力すると決めたからね。最後まで付き合うよ」

「ミーナぁ！」

「それで、次の作戦、だっけ？　アプローチしたのかしてないのかは分からないけど、今日はミストの嫌がりそうな魔物を取材したんだよね？」

「ああ、さっきも言ったが、グールを取材してきたぞ」

「それなら、話は簡単だよ」

「？？？」

「次は──ミストの得意な魔物を取材すればいい。ほら、いるでしょう？　シーフであるミストの商売敵がたきとも言える、あの魔物が」

「商売敵……あ、ああ、なるほどあいつか！」

「嫌な思いをした後に得意なことをさせて、『俺のことを気き遣づかってくれてるなあ』とミストに思わせる……引いた後は押すべし、だよ！」

「なるほど、シーソー効果、というヤツだな！」

「そうそう、シーソー効果シーソー効果」

「うむ、承知した。それでは、明日に備えて今日はここらで失礼させてもらう。今日もありがとうな、ミーナ。今度、晩ばん御ご飯はんでも奢おごってやろう」

「やったぁ。じゃあ、この街一番の高級料りよう亭ていを予約しておくね」

「サラッと酷いなお前は。──まあ、良い。私の恋こいが成じよう就じゆした暁あかつきには、何でもしてやるから楽しみにしておくが良い！　ではっ、さらばだっ！」

「はーい、さよならー。…………盛せい大だいに失敗フラグを立てていったなあ、あの子」











第四章　触しよく手しゆ凌りよう辱じよくプレイですね分かります









「うえぇ……なんかまだ身体に臭いが残ってる気がする……」

　ハチャメチャなグールパニックから一夜明けた今日、俺は街の商業区画を歩いていた。

「薬草、薬草は要いらんかねーっ！　今なら毒消し草もセットでお買い得だよーっ！」

「腹が減っちゃあ戦いくさはできねえ！　取れたて新しん鮮せんな野菜は如何いかがかねーっ！」

「フッヒッヒ……占うらないは全すべてを見通す……一回につき銅貨五枚だよ……クヒヒヒヒ」

　右や左、前や後などから商人達の活気溢あふれる声が縦横無む尽じんに駆かけ巡めぐっている。武器屋や防具屋、道具屋や宿屋なんかを合わせれば、ここには合計一〇〇を超こえる店が並んでいるのだ。そりゃあ朝っぱらから騒がしくもなるというもの。というかオイ、占い屋のババア。相っ変わらずキャラが濃こいなオイ。

「おう、ミスト！　新しい投げナイフを作ってみたからちょっと見ていかねえか？」

「あー……いや、今はいいかな。ストックは十分にあるし。因ちなみに、どんな感じのナイフなんだ？」

「投げると同時に大きな爆ばく発はつが辺り一面を薙なぎ払はらう！」

「自殺専用アイテムじゃねえか！　要らねえよ、需じゆ要ようねえよそんな投げナイフ！」

　爆発はもう懲こり懲ごりだ。つい最近あんな目に遭あったばっかだし。そういえば、あのユーリの暴発は『第二階層で起きた謎なぞの爆発』として扱あつかわれているらしく、現在ギルドの調査員達がその原因を調べている──と朝刊に書かれていたっけ。その記事を見たユーリが顔面を蒼そう白はくにしていたのは記き憶おくに新しい。あの暴発系魔術娘むすめがお縄なわに掛かかる日も近いかもしれんね。

「良いナイフだと思うんだがな……」

「商人なんだからもうちょっとまともな武器を選んでくれよ……」

「爆発は男のロマンだからな。今度、相手を斬きると同時に大規模の爆発が起きる長剣を作ってみようと思ってるんだが、どう思う？」

「まずはゲテモノ武器を生産することからやめようか」

　というか、是ぜ非ひともやめてほしい。

「まあ、そんなこと言わずに一つぐらい買ってってくれや。知らねえ仲でもねえんだし」

「マジで要らねえんだけど……しょうがないなあ。一つだけだぞ？」

「へへっ、まいどーっ！」

　本当に商しよう魂こんたくましい人だと思う。縁えんを利用して商品を売ろうとするんだから。

　半ば無理矢理買わされたナイフを懐ふところにしまい、肩かたを竦すくめつつ溜息を吐つく。

「それじゃあな、おっちゃん。まともな武器が入荷したらまた来るよ」

「お？　今日はいつもと違ちがって目的地がある感じか？」

「んー……まぁ、そういう感じかな」

「オイオイ、女か？　女なのかぁ？」

　ニヤニヤ顔でぐいぐいと詰つめ寄ってくるおっちゃん。どうでもいいが、凄すごく汗あせ臭くさいのですぐにでも離はなれてほしい。いや、仲良くするのは吝やぶさかではないのだが、それでもこの汗あせの臭いというのは個人的にはきついものがありましてね……。

　しつこく迫せまってくるおっちゃんを引き離し、俺は溜息を吐きながらおっちゃんの期待に応こたえることにした。

「ミーナだよ、ミーナ。あそこの本屋にちょっと用があるんだ」

「ほぅ、ミーナに用事か。──死にさらせ」

　俺の喉のど元もとに無骨な斧おのが突きつけられた。

「ちょっ……い、いきなり何すんだ、このイカレ武器屋！」

「黙だまれぇぇぇぇっ！　ミーナはよぉ、この商業区画の女め神がみ様なんだ。それを、テメェみてえな地味なシーフ野や郎ろうに奪うばわれる訳にゃあいかねえんだよ……っ！」

「そのシーフを上回る形で喉元を切り裂さかんとしてる武器屋って何なんだよ！　怖こわすぎるんだけど！」

「くそっ、こんな奴やつのどこが良いんだ……地味で目立たなくて鈍どん感かんなシーフのどこをミーナは気に入ったっていうんだ……？　やっぱり幼おさな馴な染じみだからか？　そうなのか……？」

「気に入った？　へ、何の話？」

「テメェのそういうところが気に食わねえんだよぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「うおわ危なぁっ!?」

　ぶぉんっ！　と振ふり回された斧をかろうじて回かい避ひする。

　い、今のは完全に狩かりに来てたぞ、このイカレ武器屋!?

「お、落ち着け、落ち着こうぜおっちゃん！　きっと俺達なら分かり合える！」

「ミーナの笑え顔がおは俺達商業区画の商人みんなのものなんだ……なのに、なのに……ミーナはお前に対してだけ、最高の笑顔を見せやがる……これがキレずにいられるかぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「くそっ、何を言ってんのか微み塵じんも分からねえ……っ！」

　あのミーナが俺にだけ最高の笑顔を見せる？　それは多分気のせいだと思う。あいつは誰だれにでも分け隔へだてなく接し、全ての人に優やさしく接するマジモンの女神様だ。そんな女神様が特定の誰かを特別視するなんて、そんなことは有り得ない。

「テメェはうちのお得意様だが、ここで生かしておく訳にはいかねえ。ミーナの笑顔をこれからも見続けるために、オレはここでテメェを討うつ！」

　本気だ。おっちゃんの目は本気だ。こいつは本気で俺を殺そうとしている……っ！

　仕方がない。使いたくはなかったが、この場を切り抜ぬけるためだ。取って置きの切り札を使わせてもらうとしよう。

　じりじりと詰め寄ってくるおっちゃんを前に、俺は腹の底から叫さけびを上げる。

「おふくろさぁああああああん！　あなたの御ご主人はつい昨日、競馬で大金を失ったんですけど知ってましたかぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

「テメェ……それは言わない約束だったろうがぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　二人の男の大だい絶ぜつ叫きようが商業区画に響ひびき渡わたる。正直、凄く暑苦しい。

「はっはーっ！　俺を敵に回したのが運のつきだったな、おっちゃん！」

「この野郎、禁きん忌きを犯おかしやがったな……っ!?」

「所しよ詮せんは口約束、守らなければならない決まりは何ど処こにもない！　ま、せいぜいおふくろさんの袋ふくろ叩だたきに耐たえ切るんだな！　さようなら～」

「テメェこの待ちやが──あ、いや、違うんだ。さ、さっきのは……」

　さっきまで威い勢せいの良かったおっちゃんが奥さんによって一いつ瞬しゆんで追い詰められた野の兎うさぎのようにしゅんとなっているのに爆ばく笑しようしながら、俺はミーナの本屋へと駆け出した。







　商業区画を五分ほど進み、料亭区画の直前で立ち止まったところに、その本屋はある。

　──ヘイムダルの本屋。

　ヘイムダル一族が先祖代々受け継ついできた伝統的なこの本屋。現在は七代目店主の一人娘であるミーナ・ヘイムダルが八代目の店主兼けん看板娘として営業しているのだが、彼女が店主になってからというもの、その売上げは今までの比ではないほどに増加したらしい。どう考えても──いや、考えるまでもなくミーナの美び貌ぼうのおかげなのだが、謙けん虚きよな彼女はその事実を一向に肯こう定ていしようとしない。あくまでも『店の魅み力りよくに気づいてくれたんじゃないかな』と言い張っているのだ。やはり女神は言うことが違う。

　商業区画の女神であり、冒ぼう険けん者のみならずこの街のありとあらゆる男から恋こい心ごころを抱いだかれているとさえ言われている超ちよう人気の看板娘ミーナ・ヘイムダル。太陽のように明るい性格と眩まぶしい笑顔が魅力的なミーナはやはりこの街の中では別格の存在と言えるだろう。

　そう、言うなれば──

「──女神なんだろうな」

「あのー、ミスト？　開口一番に挨あい拶さつよりも先に出てきた言葉がそれって、ちょっと意味が分からないんだけど……」

「別に大したことじゃねえんだ。気にしないでくれ」

「？？？」

　こくん、と可愛かわいらしく首を傾かしげる本屋の看板娘さん。流石さすがは女神、何気ない動作からも既すでに可愛さが迸ほとばしっている。

　項うなじの辺りで三つ編みにまとめた若草色の髪かみをサイドから垂らした特とく徴ちよう的な髪かみ形がた──フィッシュボーンスタイルに、髪と同色のガラス玉のように透すき通った瞳ひとみを持つ絶世の美少女。若いながらに身体からだつきは良く、エプロンの上からでも窺うかがえるほどに胸が大きかったりする。常に笑顔を絶やさず、どんな人にも分け隔てなく優やさしく接するその姿は、まさに女神に相そう違いない。

　優しさでできている疑ぎ惑わくのあるミーナは傾げていた首を元に戻もどし、

「それで、今日はこんなに朝早くからどうしたの？　ミストお気に入りのえっちぃ本の新作は入荷してないけど……」

「俺がこの本屋にエロ本を買いに来ているみたいな言い方はやめろ！　ちゃんと他の本も買ってるじゃん。料理本とか！」

「ああ、あの『女体盛りの可能性の極きよく致ちを見よ！』っていうタイトルの本だね。でもあれって料理本っていうよりもえっちぃ本なような気がするんだけど……」

「………………りょ、料理本だと思うけどなー？」

「それならどうして目を背そむけるの？　自信があるなら私の目を見ながら自信満々に『あれは料理本です』って言えるはずだよね？」

「（とある特とく殊しゆな性せい癖へきを持った紳しん士し向けの）料理本です！」

「何か含ふくみのある言い方だなぁ」

　この女神、妙みようなところで鋭するどいなぁ！　というか、個人情報を駆く使しして常連客をからかうとか本当にイイ性格をしてる気がする。普ふ段だんは優しいし女神だしみんなの憧あこがれの存在なんだけどな……俺だけなの？　俺だけがこんな扱いなの？

　解げせぬ。

「まぁ、ミストの特殊性癖をからかうのはここまでにして、と」

「ち、ちげーからね？　俺は別に、女体盛りに興味がある訳じゃねえからね？」

「ミストが今までに購こう入にゆうした本の概がい要ようをシルフィに教えちゃおうかなー」

「俺は女体盛りに興味がある変態ですだからシルフィにばらすのだけはどうか勘かん弁べんしてください！」

　あいつに俺の性癖がばれるのはすげー嫌いやだし、ばれたらばれたで折せつ檻かんされそうでスゲー怖いんだよ。三枚に下ろされかねんわ。

　ミーナは口元を覆おおいながら「ふふっ」と小さく笑う。

「相変わらず反応が面おも白しろいね、ミストって。からかい甲が斐いがあるって感じだ」

「商業区画の女神さまがそんなことを言っちゃっていいんですかねえ」

「うーん。あたしは別に、女神として扱われたい訳じゃないしなぁ。この街の人が大好きだからああいう接客態度になるだけで、他意はないんだよ」

「それじゃあ俺への接客態度も改めてくれませんかねえ」

「キミとシルフィだけは特別なの。素のあたしを曝さらけ出せる貴重な友達なんだから」

「……裏表の激しい女神さま、マジ怖い」

「そんな怖い女神さまのお店をいつもご贔ひい屓きしてくれてありがとね」

　そう言って、ミーナは楽しそうに笑った。武器屋のおっちゃんが言っていたのはこういうことなのだろうか。そうだとしたら、それは俺とミーナが幼馴染みだからってだけのことだ。それなのに本気で俺の命を狙ねらうだなんて……今度毒でも盛ってやろうか。

「それで、今日は何しに来たの？　頼たのんでおいた生態調査の結果報告なら大だい歓かん迎げいだけど」

「それはまだ情報をまとめ終わってねえからまたの機会だ」

「そうなんだ。それじゃあ、今日はどうしたの？」

「ちょっとお前に聞きたいことがあるんだよ」

「あたしに聞きたいこと？」

「どうしてあいつが小説家になりたいだなんて思ったのか。その理由を教えてほしい」

「あの子のことだから突とつ拍ぴよう子しもなく思いついちゃっただけなんじゃない？」

「いや、流石にこれに関しては何かきっかけがあったとしか思えねえんだよ」

　あいつは『本屋を訪れた時にふと小説家になりたくなった』と主張しているが、それはおそらく噓うそなのではないかと俺は思っている。もっと他ほかの、それも彼女の何かが劇的に変わるきっかけがあったに違いないのだ。そしてそのきっかけは──この本屋にある。

「理由を教えてくれって言われてもなぁ。あたしはただ、あの子に『特設コーナーを作ってほしい』って頼まれただけだしなぁ」

「お前はシルフィの親友だ。シルフィがあんなことを言い出したのは、お前の言葉がきっかけだった可能性が高い。どんなことを話したのかは知らねえけど、あいつが小説家に興味を持つだけの話題があったはずなんだよ」

「そうだったかなぁ」

　あくまでも知らぬ存ぜぬを貫つらぬき通すつもりなのか、彼女の反応はなんともふわふわとしている。肯定もせず否定もせず、何かを隠かくすようにのらりくらりと追つい及きゆうを躱かわすばかりだ。

「別に、あいつが小説家になるのに反対してる訳じゃない。あいつの人生はあいつだけのもんだからな、したいことをすればいい」

　───だけど、

「その『したいこと』に巻き込まれる立場の人間に対してぐらい、本当のことを話すべきだ。だけど、あいつはそれを話そうとしねえ。俺に知られたくねえのか、それとも誰にも話したくねえことなのか。どっちかは知らんが、少なくとも、親友であるお前に相談ぐらいはしてるはずなんだよ」

　シルフィにとって、ミーナは心の全すべてを曝さらけ出せる貴重な存在だ。そんなミーナにシルフィが何の相談もせずに小説家を目指そうとする訳がない。

　真まっ直すぐに、真しん剣けんな眼まな差ざしでミーナを見つめる。

　それに対し、ミーナは視線を彷徨さまよわせ、小さく唸うなり、最後に表情を緩ゆるめ──




「乙女おとめの秘密です☆」




　──ずこーっ！

「……お、おま……ここまでシリアスになっといて、その反応はねえだろ……」

「凄すごく古ふる臭くさいリアクションだったね。あたしと同い年の癖くせにー」

「誰だれのせいだ誰の！」

　あれだけ引っ張るだけ引っ張った挙句、まさか誤ご魔ま化かそうとするとは。流石にこれは予想外だったよ……。

　ずっこけた際に衣服に付着した汚よごれを叩はたき落としていると、ミーナが可愛らしい顔を近づけてきた。

「確かにあたしはシルフィが小説家になろうと思った理由を知ってるよ？　だけど、それを知ってるからといってはいそうですかと教える訳じゃないんだ」

「それはお前がシルフィの親友だからか？」

「まぁ、その理由が六割ぐらいなんだけど……残りの四割の方が強いかな？」
















　──少ない割合の方が強いってのもよく分からない話だよね。

　そこで一いつ旦たん口を閉ざし、ミーナは話を再開する。

「男の約束ってあるでしょ？　それと同じで、あたしはシルフィと乙女の約束をしちゃったんだ。絶対遵じゆん守しゆで他言無用。極ごく秘ひ事じ項こうで秘密保持。だからあたしは、言いたくてもキミにそれをばらしちゃう訳にはいかないの」

　まぁ、言いたくないんだけどね──そう言って、ミーナは悪戯いたずらっぽく笑った。

　……ここまで言われてしまっては、これ以上何も聞けないじゃねえか。これ以上の情報を無理に聞き出そうとしたら、俺が悪役みたいになっちまう。

　しょうがねえ。ここは大人しく引き下がるとするか。

「……分かったよ。お前ら二人に敗北だ。これ以上の追及はしねえよ」

「あれ？　意外とあっさり引き下がるんだね？　ちょっと意外かな」

「まぁ別に、知れりゃいいや、ってぐらいの気持ちだったしな。わざわざお前ら二人の仲を傷つけてまで聞き出さなくてもいいかなー、と」

「ふふっ。そういうところ、本当にミストらしいね。シルフィが羨うらやましいや」

「どういう意味だよ」

「さて、どういう意味なのでしょう？」

「知らねえよ」

　あー駄だ目めだ。やっぱりこいつにだけは駆かけ引きで勝てる気がしねえ。言うなれば、絶対に勝てない存在って感じだろうか。まるで魔王だ。

「そんじゃ、これ以上有意義な情報が得られる訳じゃねえっぽいし、俺はもう帰るよ」

「今日はえっちぃ本を買って帰らなくてもいいの？」

「その手に持った手帳は何なんですかねえ」

「ミストが今までに購入したえっちぃ本の一覧表だけど？」

「律りち儀ぎにメモってんじゃねえよ！　渡わたせ、それを大人しく俺に渡せ！」

「そうは問屋が卸さない～♪」

　シーフとしての素す早ばやい挙動を駆使して手を伸のばすが、何な故ぜかその全てをミーナは悉ことごとく回かい避ひしていく。お前はただの本屋だろうが。くそっ、武器屋のおっちゃんもそうだが、この街の商人の運動能力はどうなってんだ!?

「もう……いいや。今日はもう帰らせてもらうわ……」

「あ、ちょっと待って」

　意気消しよう沈ちん気味に本屋を後にしようとしたところで、ミーナが俺を呼び止めた。

「なんだよ。気でも変わったのか？」

「いや、気が変わることはないんだけどね。今日もこれからダンジョンに行くんだよね？」

「多分な」

　次はゴーストの取材をしよう！　とか言い出さないことを祈いのるばかりだ。あいつらはスライム以上に物理攻こう撃げきが効きにくいからかなーり苦手なんだよ。

「それなら、これを持って行ってよ」

　そう言って渡されたのは、やや大きめの弁当箱。この大きさから言って一人分ということはないだろう。二人分……いや、四人分ぐらいか。

「なにこれ、俺にくれるのか？」

「キミにというか、キミ達にだけどね。ダンジョンの中じゃあお腹なかが空くでしょ？　いつも当店をご贔屓にしてくれてるから、そのお礼ってことで」

「マジか！」

　これは嬉うれしい、普ふ通つうに嬉しい。毎朝味み噌そ汁しるを作ってほしい女性ランキング一位に輝かがやくだけあってか、ミーナの料理の腕うではかなりのものだ。そんな彼女のお手製弁当をタダでもらえるなんて、こんなに嬉しいことはない。やはりミーナは女め神がみだな、結けつ婚こんしてほしい。

「ありがとな、ミーナ。しっかり完食して、箱はちゃんと洗って返すよ」

「まぁ、シルフィ達にはいつも感謝してるからね。…………勿もち論ろん、キミにも」

「お、おう？」

　今、小さな声で何か言ったような気がするが……何て言ったんだろう？　まぁ、わざわざ追及するようなことでもないし、そもそも聞こえないほどの音量での呟つぶやきだったから、俺に聞かれたくないことでも言ったんだろう。俺は大人なので、ここは華か麗れいにスルーしようと思う。

「それじゃあ、俺はもう行くよ。弁当ありがとな」

「無理はしないようにしてね。シルフィもユーリもハイネも──そして、キミも」

「了りよう解かいだ──と言っても、魔物の生態を観察するだけの簡単な仕事なんだけどな」

「それもそうだね」

　言い合い、そして笑い合う。

　貰もらった弁当箱を小こ脇わきに抱かかえ、下がりながら後ろを向く。当初の予定よりもかなり長居してしまったからな。早めに戻もどらねえとシルフィに文句を言われちまう。

　ミーナに背中を向けたまま、右手を振ふった──まさにその直後、

「天にまします我らの父よ。どうかあたしの大切な人達をお守りください」

　透すき通るような声を聞き、ミーナは女神のように優やさしい少女だと改めて思った。







「次の標的は『ミミック』にしようと思っている……」

「お、いいじゃん」

　シルフィの屋や敷しきに戻った俺を出で迎むかえたのは、既すでに出撃準備を終えた──目の下にくっきりと隈くまが刻まれている──美少女ハーフエルフだった。その後ろには「また目がない魔物じゃないですかーっ！」と喚わめくユーリの姿が。ハイネはどうしているのかというと、ソファの上で優ゆう雅がに紅茶を喫している。

　頭を搔かき、溜ため息いきを吐つき、一いつ拍ぱく置いてから反応を返す。

「つーか、また勝手に取材対象を決めてからに……少しは相談しろよ」

「まあ、良いではないか良いではないか。魔物の生態を調査するという目的から逸それている訳ではないのだからな。……ふわああ」

　フフン、と得意げに鼻を鳴らしたかと思ったら、大きな欠伸あくびを零こぼすシルフィ。目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを指で拭ぬぐうその姿は見た目に反し、あどけない子供のようである。

「どうでもいいけど、めっちゃ眠ねむそうだなお前。あんまり寝ねてねえのか？」

「うむ……実は、日が昇のぼるまで執しつ筆ぴつにかかりっきりだったのだ……だからあんまり寝てないのだ……うむぅ」

「眠いなら今日の取材はやめとくか？　あんまり無理してもしゃーねーだろ」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない。小説家は睡すい眠みん時間を削けずってでも執筆するべし、とこの『世界一よく分かる小説入門書』にも書かれているからな……」

「そうかよ。ま、あんまり無理すんなよ？」

「うむぅ……」

　寝ぼけ眼まなこをごしごし擦こするシルフィに俺は苦く笑しようを浮かべる。

「つーか、どうしてミミック？　俺からしてみりゃ嬉しい限りだが、もっとこう、メジャーな魔物を狙ねらえばいいじゃん」

「ふわわ……んくっ。……ミミックも十分メジャーな魔物だぞ？　ミミックによる被ひ害がい報告が毎日のように上がっていることを知らない訳ではあるまい？」

「いやまぁ、それはそうなんだけどさぁ」

　シーフである俺はその職しよく業ぎよう柄がら、罠わなや鍵かぎの解除を任されることが多い。檻おりの鍵を開けたり部屋の中のトラップを解除したりと、まぁ地味な作業が目白押しな訳だ。

　その中でも特に経験が多いのが、宝箱の開かい錠じようだ。

　ダンジョン内には（持ち主不明の）無数の宝箱が置かれていて、その大半が施せ錠じようされていたり罠が設置されていたりする。そういう時に俺達シーフが役立つのだが、そこで立ち塞ふさがるのがミミックと呼ばれる魔物なのだ。

　宝箱に擬ぎ態たいする、正体不明の捕ほ食しよく者。

　生態はもちろんのこと、本来はどのような形をしているのかすら不明の魔物。触しよく手しゆを伸ばして攻撃してくることから『空の宝箱の中に潜ひそむタコのような魔物』という説もあるが、俺としてはその節はハズレだと思う。ミミックとの戦せん闘とうを経験したことがある冒ぼう険けん者なら分かってくれると思うが、あいつの宝箱の部分ってまるで生きてるかのように曲がったり伸びたりするんだよな。宝箱があんなに伸しん縮しゆく自在な訳がないし、あの部分も含ふくめて『ミミック』と呼ばれる魔物の一部なんだろうと俺は考えている。

　という感じでいろいろと憶おく測そくや見解が飛び交かう魔物なだけに、メジャーなのはメジャーなのだが……なんつーか、地味なんだよな、ミミックって。

「小説に登場させるんだから、オークとかゴブリンとかにすりゃあいいのに……」

「魔物図ず鑑かん完成を目指す物語なのだから、未いまだに生態が謎なぞに包まれているミミックを狙うのは当然だろう？　というか、オークとゴブリンは個人的に好かんから取材したくない」

「ぶっちゃけやがったなこの野や郎ろう」

　まぁ確かに、嫌きらいな魔ま物ものをわざわざ小説の題材にしようとは思わんわな。

「そういう訳で、今回はミミックが狙いなのだ。異論は認めない、異議は棄き却きやくする。ミミックを狙うったらミミックを狙うのだ！」

「子供かテメェは」

　駄だ々だっ子このように「ミミック！　みーみーっくー！」と喚くシルフィ。どうやら徐じよ々じよに眠ねむ気けは取れてきているらしい。

　そんな彼女に苦笑していると、いつの間にか俺の近くに立っていたユーリが精せい一いつ杯ぱいに背と手を伸ばしながら、必死な形相で言ってきた。

「あの！　目のない魔物は嫌いやだという私の意見は尊重されるのでしょうか！」

「第二階層爆ばく破はの真犯人としてギルドに突つき出してもいいのなら尊重してやってもいいが？」

「ミミックの生態調査に賛成です！　未知の魔物の生態を調べるって凄すごく魅み力りよく的っ！」

　脅きよう迫はくに簡単に屈くつした哀あわれな暴発系魔術娘むすめに全俺が泣いた。

「よーし、全員賛成だな！　それではこれより、ミミックの生態調査に向かう！」

「せんせー。ハイネくんがまだ何も言ってないでーす」

「無言は肯こう定ていと同義だ。よって、全会一いつ致ちで私の案は可決された！」

　すげーなオイ。ここまで傍ぼう若じやく無ぶ人じんだと逆に清すが々すがしいわ。そして何も言ってないのに巻き込まれることが決定してるハイネが気の毒すぎるわ。

「嫌じゃないから大丈夫さ。むしろこういう展開は大だい歓かん迎げい」

「人の心を勝手に読み取るんじゃねえよこの色男」

　ニコニコ顔がおのハイネに俺の鋭するどい嫌いやみが炸さく裂れつする。

「ほら、お前も早く準備をしろ。四十秒を超こえたら置いていくからな」

「三分間は待ってほしいんだけど」

「一分だ。それ以上は待てない！」

「何度も言うけど子供かテメェは」

　本当、剣けん聖せいサマの正体が実は天上天下唯ゆい我が独どく尊そん我わが儘まま放題自分勝手なだけのただの女の子だと世の冒険者が知ったら幻げん滅めつするんじゃなかろうか。少なくとも、俺だったら立ち直れない。

　準備を急せかしてくるシルフィを軽く流しつつ、彼女の屋敷の中にある俺の部屋へと足を進める。お金持ちって凄いよね。自分のパーティメンバーの住居まで世話してくれるんだぜ？　その対価としてこき使われるけどな！

　と。

「む？　おい、ミスト。お前が持っているそれは何なのだ？」

「あー、これ？　さっきミーナに貰ったんだよ。『ダンジョンの中で食べてね』だとさ。相変わらず女神みてえに優しいよな、ミーナって」

「………………ふ、ふうん？」

　妙みように引っかかる態度のシルフィちゃん。その視線は俺が抱える弁当箱から離はなれない。

「何だよ。言っとくけど、昼食時までは早弁禁止だからな？　これは俺が責任を持って管理させてもらうから、そのつもりでいろよ？」

「私を腹ペコキャラのように扱あつかうんじゃない！　誰だれもお腹が空いたなどとは言っていないだろうがっ!?」

「じゃあ何なんだよ。何でこの弁当箱を凝ぎよう視ししてんだよ」

「い、いや、それは、その……」

「そんなの、ミストに手作り弁当を食べてもらえるミーナを羨うらやましく思っているからに決まって──「黙だまれ！」──ぴぎゃぁあああああああぁぁぁぁぁぁぁ……───────」

　ユーリの胸ぐらを摑つかみ、窓を開き、そして投とう擲てき。

　芸術的な動作の結果として、ちんまいネコ耳娘が空の彼方かなたへと吹ふっ飛んでいった。流石さすがは身軽さに定評があるケットシー。その軽さは世界一だ。

　第二階層爆破の真犯人（ある意味では一番の被ひ害がい者）がお星さまとなったところで、シルフィは何な故ぜか目尻に涙を浮かべながら、

「べ、弁当ぐらい私だって作れるのだ！　見ていろよ、ミスト！　この私が最高の弁当を作ってやるからな!?」

「へ？　いや、弁当ならミーナのだけで十分な気がするんだけど……」

「ひ、ヒロインが弁当を作るシーンを書くために必要なのだ！」

「でも今から出発するって──」

「前言撤てつ回かい！　出発は一時間後だ！　はい、解散！」

　そう言い残すと、シルフィは凄すさまじい勢いで部屋を飛び出した。あの方向は……調理場だろうか。どうやら本当に弁当を作るつもりらしい。あいつが料理をしているところなんて一度も見たことがない訳だが……本当に大丈夫なんだろうか？

　ま、まぁ、こういう時のシルフィには無む駄だに干かん渉しようしない方が良いし、俺は俺でさっさと準備を済ませてしまおう。

　──────と、その前に。

「なぁ、ハイネ。何でお前は顔を真っ赤にしながら抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうしやがってる訳？」

「い、いや……シルフィの空回りっぷりとミストの鈍どん感かんっぷりが面おも白しろくって……ぷはははは、くははははははははっ！」







　シルフィが弁当製作宣言をしてから一時間と三十分が経過した頃ころ、俺達はようやくダンジョンの中に到とう着ちやくしていた。

「う、うぶぅ。し、死ぬかと思いました……」

　げっそりした表情でそう呟つぶやくのは、シルフィによってお星さまに変えられていたユーリ・カルディナだ。幸運にも着地点に巨きよ大だいな木があったらしく、大きなケガは負わずに済んだと聞いている。空中浮ふ遊ゆうの魔術で戻もどってくればよかったじゃん、という指し摘てきをしたところ、完全な無表情になっていた。どうしてこう、俺の周りには抜ぬけた奴やつらが多いんだろうか。類は友を呼ぶってか？　ふざけんな。

　今にも死にそうな──実際に死にそうな目に遭あった訳なのだが──ユーリから、パーティの先頭を歩くシルフィへと視線を移動させ、そのまま彼女に声をかける。

「にしても、マジで弁当を作ってくるとは……」

「料理の描びよう写しやは小説に必要不可欠だからな。私の完かん璧ぺきな包丁捌さばきをお前にも見せてやりたかったよ」

「そら剣使ってんだから包丁捌きは上う手まいだろうけど……万年うっかり娘なお前のことだから、どうせ塩と胡こ椒しようを間ま違ちがえたとかそういうオチが待ってんだろ？　分かる分かる」

「誰が万年うっかり娘だ誰が！」

　むきゃーっ！　と可愛かわいらしく怒おこるシルフィ。相変わらず可愛い奴だ。剣を扱っている時の綺き麗れいなシルフィも魅力的だが、今のような可愛らしいシルフィも捨て難い。最強の一角である剣聖に何言ってんだと思うかもしれないが、剣聖だからといってわざわざ特別扱いするのも俺はどうかと思う。彼女も一応は女の子なんだし、普ふ通つうに扱われる方が嬉うれしいに決まっている。

　シルフィは頰ほおを膨ふくらませながら、

「今に見ていろよ。あまりの美お味いしさにほっぺたが落ちてしまっても知らないからな！」

「はいはい。まぁ、せいぜいハードルを上げといてくれよ。酷こく評ひようしてやるから」

「こ、この野郎……その余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度をすぐに改めさせてやるからな！　せいぜい覚かく悟ごしておくのだな！」

「はいはい」

「むきゃーっ！」

　───とまぁ、愉ゆ快かいな茶番はここまでにして、と。

「そんなこんなで話してたら二つの宝箱が現れた訳だが、どっちが本物だと思う？」

「偉えらそうな態度がムカつくのだが……」

　ぶすー、と不ふ機き嫌げんそうに頰を膨らませながらも、シルフィは俺に促うながされるがままに二つの宝箱の方を見る。因ちなみに、現在位置は第五階層である。

「どっちが本物かはさて置くとして、少なくとも、右側がミミックでないのは確実だろうな」

「ほう？　して、その心は？」

「いや、右側の宝箱は蓋ふたが開いているだろうが。ミミックは基本的に閉じた宝箱に擬態しているからな。よって、右側の宝箱がミミックである可能性は皆かい無むなのだよ」

「正解だ。流石は剣聖サマ、知識豊富だなぁ」

「斬きり捨てられたいのかお前は」

「からかっただけじゃんか本気で怒おこんなって。皺しわが増えるぞ？」

「斬り捨てられたいのかお前はぁっ！」

　蟀谷こめかみに青筋を浮うかべながら唾つばを飛ばして怒るシルフィが可愛ら（ｒｙ。

　シルフィが剣の柄つかから手を離すのを確かく認にんした後、俺は頭を搔かきながら彼女に言う。

「んで、ミミックの見分け方に話を戻すけどさ。今回は宝箱の蓋が開いてたから見分けられたけども、もし両方とも蓋が閉まっていた場合、どうやって見分けると思う？」

「うむむむ……そう言われてみると、確かにミミックかそうでないかの見分けがつかないな。ミミックの判別は基本的にミスト頼だのみだからなあ」

「ミミックの取材をするつもりだったんなら少しは情報集めとけよ」

「お前はこういったことの専門家だろう？　だから大だい丈じよう夫ぶだろうな、と。この世で一番頼たよりにしているぞ、相棒」

「……お前って時々、クソ恥はずかしいことをさらっと言いやがるよな」

「？？？」

　くっ、この鈍感ハーフエルフめ。自分がどれだけ恥ずかしいことを言ったのかの自覚が無いときやがった。ラブコメの主人公じゃあるまいし、もっと人の気持ちに敏びん感かんになってほしいものだ。

「人の振ふり見て我が振り直せ」

「ん？　いきなりどうしたんだよ、ユーリ？」

「深い意味はありませんが、是ぜ非ひとも肝きもに銘めいじてほしい言葉です」

「？？？」

　肝に銘じてほしいって……どういうことだ？　何を見直せとユーリは言ってるんだ？

　首を傾かしげながらユーリを見るが、彼女は口を尖とがらせ、無言のまま。うーん、どういう意図があってそんなことを言ってきたかが気になるが、今考えても分かんねえし一いつ旦たんは保留しておくとしようかな。…………まあ、今はそれ以上にユーリの隣となりで口を押さえながら真っ赤な顔でプルプルと震ふるえているハイネの方が気になるけども、どうせ碌ろくでもない理由だろうしこっちも保留しておくとしよう。

　不自然なユーリとハイネを意識から外し、会話の軌き道どう修正を開始する。

「それで、ええっと……そうそう、ミミックの判別方法についてなんだけど。これは意外と簡単なんだよ。誰でもできるし特とく殊しゆな技能も必要ない。ヒヨコのオスとメスを見分けるよりも遥はるかに難易度が低いかもしれねえな」

　まぁ、ヒヨコの雌し雄ゆう判別は資格がいる仕事だから難しいのは当然だけど。

「これも勉強だ。その判別方法について詳くわしく教えてくれないか？」

「教えるっつっても、本当に大したことはしねえんだけど……」

　言いながら、俺は床ゆかに転がっていた小石を拾い上げ、宝箱に向かってそれを投擲した。

　俺が投げた小石は一直線に宝箱へと突つき進み──そして宝箱の表面に直ちよく撃げきした直後、




　中から出てきた無数の触しよく手しゆが小石を搦からめ捕り、そのまま奥へと引っ込んでいった。




　開いた蓋には無数の牙きば。中は一面真まっ暗くら闇やみで、その様子は窺うかがえない。いきなり激しく動いたせいか、先さき程ほどまで角ばっていたフォルムがやや歪ゆがんでしまっている。堅かたい材木のような質感から生き物特有の柔やわらかな質感へと変わっているように見えるのはきっと気のせいではないだろう。

　明らかに怪あやしさ満まん載さいな、宝箱形の魔ま物もの。

　これこそが、俺達シーフの商売敵ことミミックである。

　ギチギチという何かが軋きしむような音が徐じよ々じよに小さくなっていき、完全に音が消失し、ミミックは数秒足らずで元の宝箱へと姿を戻した。

「……とまぁ、こんな感じで何かが身体からだに当たると、勝手に向こうから正体を明かすんだよ。ぶっちゃけた話、食虫植物と大差ないわな」

「なるほど。だから宝箱を開けようとすると即そく座ざに襲おそい掛かかってくる訳か……」

「もし手て頃ごろな石がない場合は、宝箱の表面を確認すりゃあいい。傷一つない宝箱は確実にミミックだ」

「…………それなら石での判別法ではなく、初めからそちらを教えてくれればよかったのではないか……？」

「傷があるかどうかなんて素人が分かる訳ねえからな。こっちのが手っ取り早いんだよ」

「確かにそうだが……」

　やけに納なつ得とくのいってなさそうなシルフィに苦く笑しようしつつ、俺は続ける。

「ま、こんなのはシーフ界じゃ常識中の常識でしかねえがな。魔物図ず鑑かんっつー態ていでの取材だってんなら、もっとマニアックな生態を調べねえとだな。因みに──まぁ、流石さすがに知ってるとは思うけど、ミミックは雑食だから」

　人間に始まり、木の実や野菜、魔物や武器と割と何でも食べるのもミミックの大きな特とく徴ちようと言えるだろう。この間なんか自分よりも身体のサイズが大きなオークをぺろりと平らげていたし……あの中身がどんな構造になってるのかを調べるために死体を持ち帰って調べてみようかな。っつーか、よく今までミミックの死体を詳しく調べるヤツが出て来なかったよな。普通いるだろ、一人ぐらい。

　完全に大人しくなり、宝箱と見分けがつかなくなったミミックを眺ながめる。

「……あの姿に戻っちまうと、ミミックは次の獲え物ものが近づいてくるまでは動かねえ。一応は魔物なんだから生せい殖しよく活動とか排はい泄せつ行こう為いとかは何ど処こかしらでしてんだろうけど、その目撃例は一度も聞いたことがねえな」

「食虫植物のように、そのまま養分にしているという可能性は？　闇やみの奥には実は胃液がたっぷりと存在し、そこで食料をゆっくりと溶とかして養分にしているかもしれないぞ？」

「その理論だと、ミミックは肉食と草食を兼かね備そなえた雑食系植物ってことになる訳だが」

　しかし、言われてみれば、確かに植物っぽいかもしれない。全く動かないし、生き物として必要な活動を全く行わないしな。魚なんかにはミミックと似たような捕ほ食しよく手段を用いるヤツがいるらしいけど、排泄行為はちゃんとしてるみてえだし。

　ミミックの正体は未いまだに解明されていない。だからミミックが植物だという理論もあり得ない話ではないのだが……ここで問題が一つ。

「身体に触ふれないと動かない。だからって警けい戒かいを怠おこたればこっちが捕食されちまう。触手が届く範はん囲いはせいぜい五メートルってところか……この条件下で、どうやって取材する？」

　俺の問いにシルフィは「うーん」と顎あごに手を当てながら唸うなり声を上げる。

　そんな彼女の横に居たハイネはわざとらしく首を傾げながら、

「うーん、これは難題だね……ユーリを投げ込むぐらいしか案が浮かばないよ」

「今ナチュラルに私を見捨てようとしませんでした!?　イヤですよ！　さっきの捕食を見たでしょう？　触手で搦め捕られて嚙かまれて丸まる吞のみとか絶対にイヤです！」

「確かに……ユーリだったらイケるかもしれねえな」

「それってどっちの意味です？　いや、どっちの意味でも駄だ目めですけど！　だけど、教えてください。今、どっちの意味で言いました!?　ねえ!?」

「そんなの触手凌りよう辱じよく的な意味に決まってんだろ！　なぁ、ハイネ？」

「そうだね。清い少女が触手で弄いじられる光景……是非とも拝見したいね」

「（触手に搦め捕られるなどという不ふ埒らちな姿をミストが見たら嫌きらわれてしまうかもしれないな……）よし、ユーリ。お前の出番だ、盛せい大だいに果てて来い！」

「シルフィ！　あなた、今の言葉の前に何を考えました!?　私を陥おとしいれようとする魂こん胆たんが透すけて見えるのですが!?　うわーん！」

　涙なみだ目めで叫さけぶと、ユーリは俺達から少し離はなれた位置に移動し、膝ひざを抱かかえて座り込んでしまった。うーむ、これは怒らせてしまったかな？　ユーリは反応が面おも白しろいからついついイジっちまうんだよなぁ。……そんなことはさて置くとして、俺はユーリよりもシルフィの触手凌辱シーンが見たいです（切実）。

　仕方がない。ユーリ＆シルフィ触手凌辱大作戦は棄き却きやくするとして、今は他の案を考えるとしよう。シルフィの巨きよ乳にゆうが触手で弄られる光景を見たいだけの人生だった……っ！

「ほーんと、どうやって取材したもんかねえ」

「そもそも、お前的にはミミックのどんな生態が知りたいのだ？」

「別にミミックを調べるつもりは無かったんだが……うーん、そうだな……何を食べるのかについては知ってるから、後はどういった身体の構造をしているのかを知りたいな。死体を見るだけでは分からない、今までの魔物図鑑には記き載さいされてねえであろう、生きている状態のミミックの中身が見てみたいかな」

「ということは、やはり近くから中を覗のぞき込まないとならない訳か……」

　牙の方はまだ何とかなるにしても、やっぱり問題は触手の方だな。全すべての触手を切り裂さけばいい──なーんて非現実的な案は却きやつ下かだ。それは量的な意味ではなく、ミミックの性質的な意味での話。ミミックの触手は自己修復能力を持っているから、たとえ触手を迎げい撃げきし続けたとしても終わらぬ戦いの幕が上がってしまうことになる。つまりは触手を永遠に相手どる羽目になってしまうのだ。流石の剣けん聖せいでも触手を永遠に斬り続けるのは流石に嫌いやだろう。

　だったら、ユーリの魔術で対処するか？　──いや、駄目だ。触手どころかミミックの本体までもが消し飛ぶ未来しか見えねえ。それどころか、この階層ごと木こつ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛んじまうかもしれねえ。よって、この案は却下だ。

　さぁ、そろそろ万ばん策さく尽つきてきたぞ。まさかここまでミミックに手てこずるとは……流石は数多くの冒ぼう険けん者を捕食してきた商売敵がたき、侮あなどれない。

　……何だか、少し頭が痛くなってきた。こんなに根こんを詰つめて色々と思考を働かせるのは久しぶりだからなぁ。そりゃあ頭もパンクしそうになるってもんだよ。

　ミミックから視線を外し、頭痛を和やわらげるために目元を指でぐにぐにと解ほぐす。

　そして再び目を開いたところで、俺は信じられない光景を目撃した。

　なんと、ハイネが昼食の準備を始めていたのである。

「え。お前、何やってんの……？」

「何って……見ての通り、昼食の準備だけど？」

　それは言われんでも分かっとるわ。

「いや、そうじゃなくて……あれ、おかしいな。どう考えても昼食の準備をする流れじゃなかったよな？　俺は間ま違ちがっちゃいねえよな？」

「高い壁かべに阻はばまれてしまったときは休きゆう憩けいを挟はさむべきだよ。お腹なかが膨ふくらめば頭の回転も速くなる。迷った時こそ寄り道しなくちゃ」

　言いながら、ピクニックシートを床に広げるハイネ。いろいろと文句を言ってやりたいが、確かに、こいつの言うことにも一理ある。腹が減っては戦いくさができぬというし、ここはハイネの気まぐれに乗ってやってもいいかもしれない。

「どうする、シルフィ？　ハイネの言う通り、とりあえず飯でも食うか？」

「そうだな……休憩と食事は頭の栄養補給にも繫つながるからな。うむ、ここはハイネの案を尊重するとしよう」

「了りよう解かいっと。──おーい、ユーリ。飯にするから戻もどってこーい」

「フッ、私も随ずい分ぶんと甘く見られたものですね。ごはんで私の機き嫌げんを直そうだなんて流石に安直すぎ──あ、たこさんウインナーだー☆」

　なんて可愛かわいいヤツなんだ、ユーリ・カルディナ。ネコっぽい見た目と相まって新たな小動物にしか見えねえよ。流石は女性冒険者一のマスコットキャラ、侮れん。

　目をキラキラと輝かがやかせるユーリの姿を堪たん能のうしながら、弁当を囲うように俺達はピクニックシートの上に腰こしを下ろす。

「いやしかし、ミーナの弁当は相変わらず美う味まそうだな。流石は女め神がみサマってところか」

　肉と野菜のバランス、色合い、おまけに量もあるというまさに完かん璧ぺきな弁当。商業区画の女神サマは本当に何でもできるらしい。魔術も使えるし運動神経も良いし、何なに故ゆえに冒険者をしていないのかが不思議なレベルである。

　それじゃあ早さつ速そく、いただくとしよう。

　フォーク（ミーナの弁当箱に付属されていた。本当に気が利きく女神サマだ）を摑つかみ、まずは卵焼きを選──ぼうとしたところで、隣となりのシルフィがそれを制してきた。

「ンだよ、シルフィ。邪じや魔ますんなよ」

「み、ミーナの弁当も良いが、ま、まずは私の弁当を食べてみてはどうだろう？」

　そう言う彼女が鞄かばんから取り出したのは、やや小ぶりな弁当箱だ。

「……ミーナの弁当の後じゃダメ？」

「ダメだ、ダメなのだ。私の方から、是ぜ非ひとも私の方から食べてみてくれ！」

「お、おう」

　ずいっ、と詰め寄ってくるシルフィに気け圧おされてしまい、まずは彼女の弁当を食べる流れになってしまった。断じて、上うわ目め遣づかいのシルフィに屈くつした訳じゃない。俺はそんなことに屈するような弱い人間じゃない。……もう一度見たくはある。

　やったー、と小声で喜びながら、シルフィは自分の弁当箱を開かい封ふうする。




　そこには地じ獄ごくが拡がっていた。




　漆しつ黒こくに染まった白ご飯（矛む盾じゆん）に、何な故ぜか緑色に染まっているハンバーグ。紫むらさき色いろの塊かたまりはポテトサラダだろうか、所々にポテトの欠片かけらと思おぼしき物体が確かく認にんできる。他にも、青色の卵焼きやら深緑色のウインナーなど、どう見ても別次元の食べ物としか思えない物品が所ところ狭せましと並んでいる。

　開いた口が塞ふさがらない、という諺ことわざを現在進行形で体験させられている件について。

「え、えと……し、シルフィ？　こ、これは、何なんだ？」

「何って──弁当だが？」

　何言ってんだこいつ。

「い、いや……いや、そうだな、弁当だな。弁当、だな？　え、弁当？　弁当……なのか？　いやいや、どう見ても弁当……べ、弁当？　弁当……っ!?」

　弁当ってこんなんだっけ？　俺が知ってる弁当ってのはもっとこう、爽さわやかな色合いが特徴的で、何処かしら愛情を感じさせるものだったはずだ。少なくとも、迸ほとばしる威い圧あつ感と毒々しさを兼ね備えてはいないはずだ。

　し、しかし、シルフィが主張している通り、これは正真正しよう銘めい、弁当なのかもしれない。いや、おそらくはそうなんだろう。ただ、ちょっと、かなーり……殺人的なフォルムなだけで。

「見た目はアレだが、味は保証するぞ。自信作だ！」

「そ、そうなの？　と、ということは、味見はしてるんだよな？」

「ああ、勿もち論ろんだ」

　な、なーんだ、それなら安心だ。流石はシルフィ、抜ぬかりがな──




「味見をした後の記き憶おくが曖あい昧まいだが、何の問題もないぞ！」




　──前言撤てつ回かい。これは新手の生物兵器だ。

「き、記憶が曖昧って……それってやばいよな？　普ふ通つうにやばいよな？」

「おそらく、あまりの美う味まさに気絶してしまったのだろうな。いやぁ、料理の神に愛された者は辛つらいなぁ。でへへ」

　でへへ、じゃねえよブッ飛ばすぞ。

「まぁ、とにかく食べてみてくれ。素す直なお且かつ具体的な感想を頼たのむぞ？　小説に生かしたいからな！」

　こんなゲテモノ食べられるかよ──というのが素直な感想な訳だが、あんなにキラキラと輝く無む邪じや気きな瞳ひとみを向けられてはなぁ。言えねえよ。

「ほ、ほら、私が食べさせてやるから、堪能するが良い。は、はい、あーん」

　シルフィによって卵焼きが口元に突つき付けられる。よく見たらただの青色ではない、混こん沌とんとした色のそれはまさに剣聖が作り出した暗黒料理。

　ちら、とユーリを見てみる。──露ろ骨こつに目を逸そらされた。

　ちら、とハイネを見てみる。──愉ゆ悦えつの笑えみを返された。

　ダメだ、仲間は頼たよれない。この試練は、この苦行は、俺一人だけの力で乗り越こえなくてはならない。

「（どきどきわくわく）」

　悪意の一切ない、期待に満ちた視線を向けてくるシルフィが心苦しい。すげー食べたくねえんだが、流石さすがにここにきて食べる以外の選せん択たく肢しがあるとは思えない。

　よって、俺に与あたえられた選択肢はたった一つ。

　根こん性じようと気合でこれを食べ切り、シルフィに「次頑がん張ばろうな」と言うことである！

　──よし、道は決まった。あとは実行に移すのみ！

「い、いただきます」

　言い、大きく口を開く。そのまま卵焼きを咥くわえようとするが、へへっ、いけねえや。身体からだが震ふるえて仕方がねえ。だが、俺は諦あきらめない。シルフィを悲しませないためにも、ここは根こん性じようで乗り切らねば。

　がくがくぶるぶると恐きよう怖ふで震える身体をなんとか制せい御ぎよし、ようやく卵焼きを咥えることに成功する。口の中いっぱいに卵焼きっぽい匂においが拡がっていくのが信じられない。何で匂いは卵焼きなのに見た目は毒物なのかが理解できない。

　ええい、ままよっ！
















　ギュッと目を瞑つぶり、気持ちが変わる前に俺は卵焼きを嚙かみ潰つぶし──

「─────────────ッ!?」

　ごとん！　とその場に倒たおれ伏ふす俺。

「み、ミスト!?　どうしたというのだ、ミスト！」

　俺を抱だき寄せ、俺の名を呼ぶシルフィ。それは分かるのだが、意識が朦もう朧ろうとしているせいでそれ以外の情報が入ってこない。

　最悪の味だった。甘くて辛からくて酸すっぱくて苦くて渋しぶくてそして不ま味ずい。とにかく、とにかく不味い。どうやったらこんな味が作り出せるんだと疑問に思うレベルで不味かった。これならどんな魔ま物ものでも轟ごう沈ちんさせることができるに違いない。

　───どんな魔物でも？

「お、おい、しっかりしろ！　何だ、何だというのだ……何が起きたというのだ!?」

「何が起きたって拒きよ否ひ反応に決まってもががっ」

　要いらんことを言おうとしたユーリの口をハイネが両手で塞ふさぐ。流石はイケメン、ナイス判断だ。

　シルフィの胸が俺の頭部にぽにゅぽにゅと当たる中、俺はとあるアイディアを思いついていた。

　有毒弁当による気分の悪さを振ふり払はらい、シルフィの腕うでの中から抜け出しながら、俺はゆっくりと立ち上がる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ、心配すんな。これは、その──ただ眩暈めまいがしただけだ」

「い、いや、どう考えても眩暈のレベルではなかったと思うのだが？　正直に、私の料理があまりにも不味くて気絶しかけた、と言ってくれても良いのだぞ？」

「お前の料理があまりにも不味くて気絶しかけた」

「せ、せめてもう少し躊躇ためらうとか、言い方を変えるとかだな……」

「毒物としか思えないぐらいに不味かった。この世のものとは思えない味だった。新手の生物兵器かと思った。あとは、ええっと……」

「もう良い、分かった、十分に伝わった！　だからもうやめてくれ！　心が折れそうだから！」

「料理本とか読んでねえの？　いや、それ以前に調味料の配分がめちゃくちゃだよな。砂糖と塩を間ま違ちがえるっつーベタなミスは当然のこと、他にもいろいろと混ぜこぜになってるよな。どの調味料がどんな味なのかをちゃんと理解してんのか？」

「やめろぉぉぉぉぉっ！　これ以上はやめろ！　分かったから！　私の料理が超ちよう不味いということは嫌いやと言うほど分かったから！　だからもうやめろ！　終しまいには泣くぞ!?」

　どんな脅おどしだよ。

「まぁ、とにかく、要努力だな。今度ミーナにでも教えてもらえよ」

「……うん」

　ガシガシと俺に乱暴に頭を撫なでられながら、シルフィは小さく頷うなずいた。その際に頰ほおが仄ほのかに赤く染まっているのが無性に気になったが、どうせ羞しゆう恥ちによる赤面だろうし、空気の読める俺はあえてスルーすることにした。

　シルフィの頭から手を離はなし、ミミックを見ながら俺は言う。

「さっきシルフィの弁当を喰くった瞬しゆん間かん、思いついたんだ」

「思いついた？　何をですか？」

「ミミックの対処法だよ。いや、対処法っつーより、取材のための準備かな？　あいつを大人しくさせる方法を思いついたんだ」

「して、その方法とは？」

　ユーリの質問に俺は左手のもの──弁当箱を掲かかげながら、




「シルフィの弁当をミミックに食わせる！」




「血も涙なみだもないばかりかとんだクズ野や郎ろうだよお前はぁっ！」

　そう叫さけびながらシルフィは膝ひざから崩くずれ落ち、今度こそ本気で号ごう泣きゆうした。







　ミミックにシルフィの弁当を食べさせよう大作戦。

　一人のハーフエルフの少女が心に深い傷を負いながらも、俺達はその作戦を実行に移すことにした。

　作戦と言っても特に難しいことはやらない。ミミックに近づき、口を開かせ、シルフィの作った料理をその中に投下するだけの簡単なお仕事だ。ミミックの触しよく手しゆにさえ気を付けていればそこまでの危険はないはずだ。

「馬ば鹿かミストゲスミストクズミスト馬鹿ミストゲスミストクズミスト馬鹿ミストゲスミストクズミスト馬鹿ミストゲスミストクズミスト……」

「理り不ふ尽じんな罵ば倒とうがミスト・クトゥールを襲おそう」

「いや、流石にこの罵倒は正当ですよ。もし私がシルフィの立場だったとしても同じ反応をしているでしょうね、絶対に」

「流石はミスト。女心を抉えぐることに関しては右に出る者なしだね」

「最悪の人間じゃねえか」

　なんだよ、女心を抉ることに特化した人間って。生きつ粋すいのクズじゃねえかよ。

「あーもー、いい加減に機き嫌げん直せよ、シルフィ。料理なんてこれから上達していけばいいじゃんか」

「お前のデリカシーのなさに怒いかりを覚えているのだがな」

「元はと言えばお前の料理がクソ不味いのが原因だろうがよ」

「正論すぎてぐうの音も出ない……よし、分かった。すぐにとは言わないまでも、お前の舌を満足させられる料理をいつか作ってやるから覚かく悟ごしておくことだ！」

「そりゃあ楽しみだ」

　そのいつかがいつになるのかは知らんけども、まぁ期待して待っておくとしよう。

　シルフィが機嫌を直したところで、俺は改めて作戦の確かく認にんをすることにした。

「ミミックに弁当を食べさせるだけのこの作戦。キーとなるのは弁当をミミックの口まで運ぶ役の人間──つまりは俺だ。この中じゃ俺が最も俊しゆん敏びんだからな。一応、触手対策としてシルフィにも同行してもらう。できれば全部撃げき墜ついしてくれ」

「……私の自信作がまさかこんな使い方をされるとは夢にも思わなかったが、了りよう解かいした」

　大丈夫だ。俺も同じ気持ちだから。

「ハイネはシルフィが仕留め損そこねた触手の迎げい撃げき、ユーリはもしもの時の為ために攻こう撃げき範はん囲い外がいで待機だ。ミミックの触手の長さは約五メートルだからな？　距きよ離りを見誤らねえように気を付けてくれ」

「もしシルフィかユーリが触手にエロ拘こう束そくされてしまった場合は全力で傍ぼう観かんしててもいいかな？」

「許可しよう。俺も一いつ緒しよに全力で観賞する」

「リーダー命令だ。私だけでも全力で救出しろ！」

「私も助けてくれませんかねえ!?」

　ユーリが叫ぶが、総員揃そろって完全無視。

「それよりも、この作戦は本当に成功するのか？　ミミックが植物だというのなら、私の弁当は使うだけ無む駄だになると思うのだが……」

「これはあくまでも予想だけど、ミミックはただの植物なんかじゃねえ。植物の特とく徴ちようを持っていながら、人を食料とする魔物──これこそがミミックの正体なんだと俺は思う」

「その根こん拠きよは？」

「擬ぎ態たい対象が宝箱ってところかな。ただの植物ならわざわざ宝箱なんつー人工物に化ける必要はねえ。宝箱に擬態している以上、その標的は人間だ。ダンジョンの中で暮らす魔物にとって人間は貴重な栄養源だし、そういう進化をしてても不思議じゃねえ」

　人食い花マンイーターという魔物がいる。その名の通り人を食う植物なのだが、実は植物に擬態しただけの魔物であることが最近判明している。ミミックもその仲間だと思うのだが、果たして正解なのかどうなのか。

「とにもかくにも、実際に確認してみねえことには分からねえってことだな」

「その為にはシルフィのお弁当で麻ま痺ひさせて調べないとですね。つまるところ、私の攻撃魔術の出番はなしですかそうですか」

「「「消し飛ぶからな」」」

「否定できないところが辛つらいです！」

　魔力制せい御ぎよが極きよく端たんに苦手な黒魔術師にミミックを相手取らせる訳にはいかない。今回の目的はミミックの生態──というか、身体の構造を調べることなのだから、超強力な魔術でミミックを爆ばく発はつ四散させることは絶対に避さけなければならない。

「しかし、うーん……どこがダメだったのだろうか？　調味料か？」

　自作の弁当が不評だったのがよっぽど不服なんだろう。口を尖とがらせながらブツブツと文句を垂れるシルフィ。

　そんな彼女の肩かたに優やさしく手を置き、そして一言。

「大丈夫だ。お前の弁当なら魔物だろうが植物だろうが一撃轟ごう沈ちんだろうから」

「せめてフォローをしろ、フォローを！　誰だれがトドメを刺さしに来いと言った!?」

「え？　破は壊かい力についての感想を求めてたんじゃねえの？」

「料理の感想としては絶対に間違っているだろうが……」

　そんな間違った料理を作った張本人がそれを言いますかね。

「まぁ、とりあえず今は料理のことは置いておこう。今やるべきことは他にあるしな」

「言いたいことは山ほどあるが、お前の言う通りだな。今はミミックを麻痺させることに集中しなければな」

　言いながら、剣けんの柄つかに手を置くシルフィ。その単純な動作だけで、シルフィの雰ふん囲い気きが一変した。集中力を高め、自分本来の力を引き出すための前準備を終わらせたのだ。

　こういうところこそがシルフィの凄すごさだと思う。時と場所を考える。ふざけるときはふざけ、真ま面じ目めにやるべき時は瞬時に意識を切り替かえる。伊だ達てに剣聖と称しようされている訳じゃない。

　それじゃあ俺も、ふざけるのはここまでにしましょうかね。

　中身の残った弁当箱を片手に、シルフィに言う。

「それじゃあ、合図はリーダーの方でよろしくな」

「承知した」

　一いつ拍ぱく置き、俺とユーリとハイネの顔を一回ずつ見ると、シルフィは高らかに叫んだ。




「作戦───開始だっ！」




　その指示に返事はない。

　ただ、与あたえられた仕事を各おの々おのが黙だまって実行に移すだけだ。

（ミミックが反応するのは体表面に何かが直接触ふれた時。要は反射だ。近づくだけなら何も難しくはねえ）

　偽にせ物ものの宝箱だと気付かずに開けようとした冒ぼう険けん者を喰らい尽つくす、深しん淵えんの捕ほ食しよく者。鍵かぎ開けを生なり業わいとしている俺達シーフにとっての大敵──ミミック。

　ミミックの特性についてはシーフ同士で色々と情報交こう換かんがされているが、現在もその正体は明かされていない。

　どういう行動を取るのか。

　どういう攻撃をするのか。

　どういう反応をするのか。

　俺達シーフにとっての重要な情報と言えば、それぐらいのものでしかない。それぐらいの情報しか、俺達は必要としていない。

　大切なのは、宝箱とミミックの判別だ。

　判別に失敗したらそこで終わり。ミミックの反応速度はダンジョンに生息する魔ま物ものの中でもトップクラス。俊敏さに定評があるシーフでもそう簡単には避け切れないほどの速度をミミックは誇ほこっている。無数の触手は獲え物ものを絶対に逃にがさず、そしてその全すべてを喰らい尽くすのだ。

　ヤツは天敵だ。だからこそ、俺達はヤツらの行動パターンを知り尽くしている。

（目の前まで近づいたら、ようやく本番。わざと口を開かせて、その中にシルフィの弁当を投とう擲てきするッ！）

　ユーリは既すでにミミックの攻撃範囲外にいる。ハイネはその二メートルほど前で黙もく想そうしながら気を練っている。シルフィは俺の背後で抜ばつ刀とうの構えを取っている。

　準備は万ばん端たん。

　後は、この蓋ふたを開くのみ。

「────ッ」

　躊ちゆう躇ちよはなかった。既に作戦は開始されているから、迷う必要はなかった。

　ミミックの蓋の部分に軽く手を触ふれる───その直後、




　ぶわぁっ！　と、無数の触手と牙きばが俺に襲い掛かかって来た。




「シルフィ！」

「ッ」

　叫びながら、俺は身体からだを屈かがめる。

　その真上を銀色の刃はが一いつ閃せんし、ミミックの触手のほとんどが両断された。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃっ!?」

　俺の目の前で大きく開いている口の中から、耳をつんざく不快な声が。今まで嫌いやというほど聞いてきたミミックの鳴き声だ。

　シルフィが切断した触手がぼろぼろと床ゆかに落ちていく。だが、流石さすがに全てを処理できた訳じゃなく、既に俺の身体に何本かの触手が絡からみついていた。

　しかし、何も怖おそれることはない。こういう時の為に、もう一人の迎撃役がいるのだから！

「ハイネ！」

「中々に高度な注文だね……まぁ、余よ裕ゆうだけど」

　既にハイネは跳ちよう躍やくしていた。強きよう靭じんな脚きやく力りよくを駆く使しして俺の背後に到とう達たつしたハイネは力強く握にぎり締しめた両の拳こぶしを振り被かぶり──俺に絡みついている触しよく手しゆだけを殴なぐり潰つぶした。

　醜みにくく拉ひしげた触手の残ざん骸がいが周囲に飛び散る。俺の身体にダメージはなく、俺の行動を邪じや魔まする者はもう居ない。

　ようやく、俺のターンだ。

「腹が減ってんだろ？　だったら───これでも喰らってやがれ！」

　大きく損傷した触手の再生を始めるミミックの口の中に、シルフィ御お手製の料理を弁当箱ごと投げ入れる。それをミミックは抗あらがうこともなく素す直なおに吞のみ込み、




　びくんっ！　と大きく跳はねたかと思うと、小刻みに痙けい攣れんし始めた。




　その姿はまさに滑こつ稽けい。半分ほどの長さになった触手は力いっぱいに引き攣つり、大きく開かれた口（と思われる）は何かに耐たえるように震ふるえている。……自分があの料理を食したからか、凄く他ひ人と事ごととは思えない光景だった。

　しかしまぁ、当初の予定通り、これでミミックの生態を調べることができるな。

「…………まさかミミックまでもがこの反応をするとは……そんなに壊かい滅めつ的に不ま味ずいのだろうか、私の料理は」

　シルフィが凄く悲しそうに何かを言っていたが、俺はあえて無視した。上う手まくフォローできる自信はなかったし、自分の欠点を自覚することも大事だと判断したからだ──と、実は彼女のことを考えてますよ的なアピールを此こ処こでしておこうと思う。

「さて、とりあえずは口の中から調べさせてもらうとしますかね。ほら、シルフィもこっち来いって。たかが料理の味ぐらいでいつまでも落ち込んでんじゃねえよ」

「私としては死活問題なのだが……」

　シルフィは若じやつ干かん項うな垂だれながらも、俺に言われた通りに傍そばまで近づいてきた。目の無い生物が苦手なユーリは遠くから傍観するつもりのようだが、それは不可能だろう。イラスト担当である彼女は嫌でもミミックを観察しなくてはならないし、それにたった今、ハイネがユーリを抱かかえ上げてこっちに歩いてきているし。

「ここならよく見えるでしょ、ユーリ？」

「見たくない見たくない！　魔物の口の奥なんて絶対に見たくないです！　しかもよりにもよってミミック……最悪です！」

「まぁ、嫌がってもどうせ無理矢理見せるだけなんだけどね」

「悪魔ですかあなたは！」

　ぎゃーぎゃー騒さわぐイヌ耳ネコ耳コンビはさておき、俺はシルフィと共にミミックの口の中を覗のぞき込む。

「うっ……予想はしていたが、異様にグロテスクだな……胃液と思われる液体の中から触手が飛び出してきている……」

「どうやら触手で捉とらえた食料を直接強酸の液で溶とかし、養分としているみてえだな。この無数の牙は薔ば薇らの棘とげみたいなものなんかね、紛まぎらわしい。お、よくよく見てみると、身体の下に根があるな。ここから養分を得つつ、捕つかまえた魔物や人間からも養分を摂せつ取しゆしてるってことか……確かに、こうして見てみると動物と言うよりは植物に近い気がするな」

「植物系の魔物……つまりは人食い花やマタンゴ等と同類ということか」

「だな」

　人を食料とするところなんか、まさに人食い花そっくりだ。違ちがうのは形と……あとは捕食方法ぐらいのモノか。

「この液体っぽいもの……もう胃液でいいか。この胃液をどうにかして持ち帰れねえもんかね」

「やめておけ。そもそもこの強酸に耐え得る容器が無い」

「そうか。酸がどれぐらいの強さなのかを実際に調べたかったんだけどな……」

「ユーリを中に放ほうり込めば良いのではないか？」

「あ、それは名案だな」

「ツッコみません。もうツッコみませんからね……」

「そうか。それならば思い切り投げ入れてやろうかな」

「喜んでツッコませていただきますね！　私は実験動物じゃねえ！」

　シルフィに片手で持ち上げられながらも唾つばを飛ばすユーリ。あんな華きや奢しやな身体でよく人間一人を簡単に持ち上げられるものだ。いくらユーリが小こ柄がらだと言っても、それ相応の力は必要だろうに。

　ユーリが餌えさにならずに済んだところで、ミミックの調査を再開。時間の猶ゆう予よはミミックが麻ま痺ひ状態から回復するまでなので、そう長くはない。せいぜい五分が限界だろう。

「この胃液の奥には臓器があったりするんですかね……うへえ」

　文句を垂れるユーリの手には、いつの間にか取り出していた画板と筆が。横からこっそり覗いてみると、そこにはかなり精せい巧こうで緻ち密みつな絵が描えがき出されていた。

「ほーん……ユーリってマジで絵が上手いんだな。感心したよ」

「この間、私の絵を見せたはずではなかったでしたっけぇっ!?　まだ疑っていたんですか!?」

「やっぱり実際に書いてるのを見ねえとな。……いやはや、それにしてもマジで絵ェうめぇな。魔物図ず鑑かんのイラストも頼たのんでいいか？」

「お任せあれ、です。まあ、それなりの報ほう酬しゆうは頂きますが」

「おう。飯でも何でも奢おごってやんよ」

「やったぁ！　ではでは、大サービスとしてミストの似顔絵も書いてあげても良いですよ！　超ちよう美化して描いてあげますので！」

「オイコラそれって俺が格好良くねえってことかああん？」

　確かにこのパーティの中で俺だけ美形じゃないですけども！　それでもですね、それなりにまともな顔立ちはしていると思うんですよ！　え、錯さつ覚かく？　やかましいわ。

　一人で悲しみに暮れていると、隣となりでミミックの中を覗き込んでいたハイネが俺に話しかけてきた。

「さっきユーリが言っていたけど、胃液の中には臓器があったりするのかな？　どうする？　ちょっと胃液を取り除いてみる？」

「何でも溶かす液体を取り除く手段なんてある訳ないと思うんですがそれは」

「ミミックを引っこ抜ぬいて逆さにしてみる、という案はどう？」

「そりゃあ名案だ。俺は絶対にやらねえけどな！」

　もし手元が狂くるって胃液を頭から浴びてしまったら……そんなネガティブな想像をしてしまう。ハイネも半ば冗じよう談だんだったのか、小さく笑うだけで行動に出はしなかった。

　俺は髪かみを軽く搔かきながら、ミミックに視線を戻もどす。

　そこで、俺はミミックの根に小さな粒つぶのようなものが付着していることに気付いた。それは豆まめ粒つぶぐらいの大きさで、よくよく見てみると、てっぺんに綿のようなものが数本生えている。

　そう、例えるなら、タンポポの綿毛のような───

「───って、これ、ミミックの種子か!?」

「お、おおう？　どうしたミスト？　いきなり大声など上げてからに……」

「見てみろよシルフィ。ミミックの根の辺りだ」

「根の辺り……？　おお、なんだこれは、なんだこれは！　本当に目を凝こらさないと分からないが、何か生えているな！」

「見た目通りなら、タンポポの綿毛と同じものなのかもな」

「でもでも、ダンジョン内じゃ風なんて吹ふかないですし、効率はあまり良くない気はしますけど……」

　話に割り込んできたユーリに、俺は自分なりの推論を提示する。

「自然な風じゃなくてもいいんだと思うぜ？　例えば、冒ぼう険けん者との戦せん闘とう中に生じた風を利用して種子を飛ばすとかな。遠くまでは飛ばせずとも、少し離はなれた地面に着地させれば問題ないだろうしな」

「なるほど……しかし、それだと辺り一面ミミックだらけになってしまうような気がするのですが……それについてはどう考えます？」

「発芽前に小型の魔ま物ものに食われちまうから、生長し切る数が少なくなっている、ってーのはどうだ？　もしくは、そもそも種子が着地できる可能性が極きわめて低い、とかな」

「これに関しては推論の域を出ることはないだろうね。誰だれかがミミックの成長記録をつけるというなら、話は別だけど」

「推論だとしても新発見であることに変わりはない。機会があればまた調べ直せば良いだろうさ」

　手帳に走り書きしながら、シルフィは言った。

「さて……」

　座りっぱなしで凝った腰こしを摩さすりながら、俺は吐と息いきを零こぼす。

　ミミックの正体が植物系の魔物である事は分かった。捕ほ食しよく手段も理解したし、ずっと謎なぞとされてきた口の奥の仕組みも調べることができた。幸運なことに、繁はん殖しよく方法についても把は握あくすることができた。この限られた時間の中で更さらに調べなくてはならないことは──

「──耐たい久きゆう性だろうな」

「ミストお前、実はもう飽あきているのだろう？」

「………………ソンナコトナイヨー？」

「……はぁ」

　その盛せい大だいな溜息は心に突つき刺ささるので是ぜ非ひともやめていただきたい。

「まぁ、これ以上は調べることもなさそうだからな。他の冒険者の為ためにも、このミミックはここで倒たおしておかなくてはならないだろう」

「植物系の魔物ってことは、弱点は火か炎えん魔術か爆ばく破は魔術なのかな？」

「だとしたら、ユーリの出番だな」

「どんな威い力りよくになるかは私も分からないので、文句だけは言わないでくださいね」

「せめてこのフロアを消し飛ばさないレベルで頼む」

　第二階層の一部を爆発四散させたばかりだからな。そろそろマジで犯人がユーリだと特定されかねんし、ある程度は威力を抑おさえてくれれば助かるんだが……大だい丈じよう夫ぶかなぁ？

「任せてください。ダンジョンを破は壊かいする勢いでどかーんといかせてもらいますね！」

「何も話聞いてねえじゃん！　ダンジョンを壊こわすなっつってんの！　せめてミミックだけを倒すつもりで程々にぶちかましてくれ！」

「むぅ。難しい注文ですが……まぁ、分かりました」

　不服そうに口をへの字に曲げつつも、俺の注文を了りよう承しようするユーリ。

　俺達三人がユーリの背後に移動したところで、ユーリは両手で錫しやく杖じよう（明らかにサイズが合っていない）を構え、ついに魔術の詠えい唱しようを開始した。

「懇こん願がんするは蹂じゆう躙りんの炎ほのお、

　要求するは破壊の炎」

　詠唱に合わせ、彼女の足あし下もとに巨きよ大だいな魔術陣じんが現れる。ユーリの膨ぼう大だいな魔力が空気を震ふるわせ、魔術陣の輝かがやきがより一層激しさを増していく。

「邪じや悪あくを焦こがし、

　邪悪を喰らい尽つくす大いなる爆炎よ。

　魔の使いたる我が求めに従い、その務めを果たし給たまえ──」

　魔力がユーリの錫杖の先に集束し、炎で構成された球体へと変へん換かんされる。普ふ通つうの魔術師ならば拳こぶしほどの大きさの火球になるのだが、保有する魔力の量が多すぎて、尚なお且かつ魔力の制せい御ぎよが極きよく端たんに苦手なユーリの場合は、人間一人を軽く包み込んでしまうほどの火球が生成されてしまう。

　空気が熱され、熱風が吹き荒あれ──そして、ユーリは告げる。




「───『破邪滅炎フレア・アツシユッッ！』」




　超ちよう巨大な火球がミミックへと発射され──見事に着ちやく弾だん。ミミックを中心に爆発が起き、辺り一面を包み込む。床ゆかは大きく抉えぐれ……いや、崩ほう壊かいし、下の階層が丸見えの状態だ。床だけじゃなく壁かべにまでも被ひ害がいが及およんでおり、部屋のあちらこちらで魔の炎が暴れ狂っている。

　うん、これは、あれだ。

　やりすぎだな。

「ユーリ？　俺は確か、加減をしろって言ったよな？　なのになーんで超大規模の火災が起きちまってんのかなー？」

「威力に対しての文句は受け付けません。これが私、これこそがユーリ・カルディナなのですから」

　そうは言うが、これはどう考えてもやりすぎだろう。火の勢いは増してきてるし、なんだかこっちの方も炎に包まれてきているし!?

「いかん、このままでは私達も消し炭になってしまう！」

「炎の勢いが強すぎて早くしないと逃にげ切きれなくなっちゃうかもね。おお、恐おそろしや」

「悠ゆう長ちように言ってる場合か！　と、とにかく逃げんぞ！　ここで焼け死んじまったら本末転てん倒とうだ！」

「それじゃあ私が転移魔術を使いましょうか？　まあ、どこに飛ばされるかはまさに神のみぞ知るですが」

「状じよう況きようを悪化させそうな策を提示するのやめてくんない!?」

「それにしても、我ながら凄すさまじい威力ですよね」

「話題の変え方下へ手た糞くそか！」

「確かに、この威力ならドラゴンすら一いち撃げきで屠ほふることができるかもしれないね」

「おいハイネ、何度も同じツッコミをさせるんじゃねえ───悠長に言ってる場合か！」

「そうは言いつつツッコんでくれる。ミストはやっぱり最高のツッコミキャラだよね」

「それ絶対に褒ほめてないよねえ!?　全力で馬ば鹿かにしてるよねえ!?」

　俺の悲鳴のようなツッコミが炸さく裂れつするが、しかしハイネは何ど処こ吹く風だ。

　辺り一面炎に包まれたダンジョンの中を、俺達は出口目指して駆かけて行く。

「あーくそ、結局こんな目に遭あっちまうんかよ！　不幸だーっ！」

「あははははっ、いやあ、楽しいな！　楽しくて仕方がないな！」

「それ、楽しいのお前だけだから！　こっちは色々と必死だから！」

　炎の中で何な故ぜか子供のように楽しそうに笑うシルフィに軽い頭痛を覚えるが、しかし彼女を怒おこる気にはなれず。悪意とか邪じや気きとかが無いと分かっているからこそ、彼女の無茶に自分から付き合っている訳で。

　嫌いやだ面めん倒どうだと口では言いながらも、俺も彼女と同じように、この状況を心の底から楽しんでるんだろうな──なーんてことを思ってしまっていた。










　　　間章







「───という訳で、ミストは凄すごく喜んでいたぞ！」

「…………えっと……あのね、シルフィ」

「？？？」

「これはね……そう、これはあくまでも、今キミから聞いた話から察した私個人の意見でしかないんだけど……」

「うむ」

「ミスト、絶対に喜んでないと思うんだけど」

「何、だと……っ!?」

「劇画調になっているところ悪いんだけど、ミストは絶対に喜んでないと思うんだよね」

「そんな馬鹿な……ミストの得意な魔物を調査対象にしたというのに……」

「しいて言うなら、シルフィの料理とユーリの魔術が原因かな」

「ぐっ」

「ミストが私のお弁当に喜んでくれてたのが悔くやしかったにしても、流石さすがに暗黒料理を食べさせるのはどうかと思うんだよね……」

「うぐっ」

「挙句の果てにはダンジョンを火の海にして全力逃とう亡ぼうって……ハイネくんはともかくとしても、ミストは相当気き疲づかれしてるんじゃないかな……」

「うぐふああああっ！」

「シルフィはアレだよね。もう少しミストを気き遣づかうべきだよね、うん」

「分かった……分かったからもうやめてくれ……心が、心が砕くだけ散る……」

「それで、小説の調子はどうなの？　あたし、まだ読んでないから気になるなあ」

「うう……う、うん？　小説の調子についてか？」

「うん」

「それはもう絶好調だな。すらすらーっと思うがままに書けている！　くふふ、やはり私には小説家としての才能があったようだな……っ！」

「うふふ」

「む、何だその意味深な笑えみは」

「いや、楽しそうだなあ、と思ってさ」

「楽しそう？」

「うん。取材を、というか、小説を書くことを本当に楽しんでるなあ、って」

「そ、そうか？　ふむぅ……確かに、言われてみれば、小説を書いていても苦にはならないな……」

「告白の手段として書き始めた小説だけど、意外と悪くないでしょう？」

「ああ。思おもい浮うかんだ物語を書けば書くほどに、形容しがたい満足感を覚えるよ」

「いやあ、これは続編にも期待が持てますなあ」

「お前は何を言っているのだ？　この作品によってミストと私は結ばれるのだから、続編を書く必要などないのだが？」

「……ソウダネー。キヅイテモラエルトイイネー」

「何だその反応は!?　き、気づいてもらえるに決まっているだろう!?　そのためにできるだけ分かりやすいストーリーラインを意識して執しつ筆ぴつしているのだからな！」

「でも、あのミストだよ？」

「………………もう少し分かりやすい内容に仕上げるとしよう」

「あはは、それがいいかもね。そんなことより、ここに来た時はやけに真ま面じ目めな顔をしていたけれど、あたしに何か大事な話があったんじゃないの？」

「ああ、そのことか。結果報告に夢中で忘れてしまっていたよ」

「相変わらず変なところで抜ぬけてるよねシルフィって……」

「やかましいわ！　あーもう、話を逸そらすな話を」

「それはお互たがい様だと思うんだけど……まあ、いいや。それで？　あたしに大事な話って何？」

「ああ、実はな───」











第五章　やはり俺達にシリアスは似合わない









　ユーリの活かつ躍やく（？）によりダンジョンの一部を崩壊させた後、俺達は命からがらシルフィの屋や敷しきへと逃げ帰っていた。命からがらと言っても精神的な意味合いで、実際に死にそうな目に遭った訳じゃないので悪あしからず。

　豪ごう華か絢けん爛らんな玄げん関かんにたどり着くや否いなや、揃そろいも揃って──いや、ハイネとシルフィを除く全員がその場にダウン。疲ひ労ろうの主な原因は全力疾しつ走そうで決定だろう。ここにたどり着くまでの間、生きている感じがしなかった。

「も、もう無理です……そ、そもそも、インドア系の、魔ま術じゆつ師しに、運動なんて……」

「だ、だな……お、俺もちょっと、きついぜ……」

　シーフだから走るの得意でしょ？　というのは勘かん違ちがいだ。確かに素す早ばやく走るのは得意ではあるが、それはあくまでも短たん距きよ離りでの話にすぎない。はっきり言って長距離は専門外である。

「二人ともだらしないなぁ。もう少しスタミナをつけた方がいいんじゃない？」

「武ぶ闘とう家と同じレベルのスタミナを要求されてもな……俺はあくまでも短期決戦職だし」

「私だって、運動とは無む縁えんの魔術師ですし……」

「それじゃあこれがきっかけだね。明日から一いつ緒しよに朝のランニング一〇〇キロでもどう？」

「「勝手にやってろ」」

　これだからトレーニング馬鹿は嫌なんだ。朝早くからランニング、しかも一〇〇キロも走れる訳ねえだろ。俺に死ねってか。

　と。

　俺と同じだけの運動をしていながら、しかし汗あせ一つ搔かいていないシルフィが乱れた髪かみを搔き上げつつ、俺の方に長ちよう剣けんを放ほうり投げてきた。

「お……っと」

「それはお前が預かっていてくれ。私はこれから自室で執筆に移る」

「今からって……」

「今、ちょうど頭にビビッときているのだ。この調子を保ったまま、小説を書きたい」

　俺は小説を書いたことが無いからよく分からんが、きっと大事なことなんだろう。忘れない内に文章に起こしたいということなんだろうから、わざわざ引き止める必要もない。

「了りよう解かいだよ。夕食時になったら迎むかえに行くから、それまでは自分のことに集中してな」

「感謝する」

　そう言うと、シルフィは凄すさまじい速度で自室の方へと走っていった。あれだけの全力疾走をした直後にまだ走れるとは……体力馬ば鹿か過ぎんだろ。

「シルフィも部屋に引き籠こもってしまいましたし、今日のところはこれで失礼しますね」

「僕もそうさせてもらおうかな。夜のトレーニングをしたいし」

「あれだけ動いているのに、まだ動くんですか……？」

「あんなの運動した内に入らないね」

「大してマッチョでもないくせに発言だけは武闘家みたいですね、本当に……」

　本当だよ。お前だけだよ、細マッチョなイケメン武闘家なんて。他の奴やつはそれなりの肉体をしているよ。武闘家失格だろ、ある意味では。

「それではミスト、また明日です」

「おう、また明日。ハイネも、トレーニングをするのは勝手だけど、身体からだを壊こわさねえ程度にしとけよ？」

「ご忠告どうもありがとう。それじゃあ、また明日ね」

　律りち儀ぎに手を振ふりながら二人はシルフィの屋敷を後にした。それじゃあ俺も、二人に続いて家に帰ろうか──なーんてことにはならない。何故かって？　だってここ、俺とシルフィの家だし。シルフィと知り合った直後から今この瞬しゆん間かんまで、この街における俺の根城はこの屋敷だけだし。え、居候？　ちょっと知らない言葉ですね……。

「さて、と。これからどうすっかなー」

　無む駄だに広い屋敷を見み渡わたしながら、ブツブツと独り言を呟つぶやく。金持ち特有の広さを誇ほこるこの屋敷、実は使用人が一人も居なかったりする。これはシルフィのちょっと変わった自論が原因で、曰いわく、『自分の家のことは自分で何とかする』ということらしい。これだけ広いんだから家事をどれだけ頑がん張ばっても一日二日じゃ終わらねえはずなんだけど……金持ちってのは本当によく分からん生き物だ。

　この屋敷に住んでいるのは、現在のところ俺とシルフィの二人だけだ。ユーリは妹と二人暮らしをしているし、ハイネに関してはこの街に自前の道場がある。俺だけが、人の家で生活しているのである。…………自分が情けなくてちょっと泣きそうです。

「い、いかんいかん。暗い気持ちになっちゃダメだ。気分を変えよう。短剣を磨みがくか、それとも今日の夕飯をどこで食べるかを決めるか……とにかく、気分転てん換かんをしよう」

　因ちなみに、この家での夕飯は決まって外食となっている。それは別に二人とも料理が苦手だからという訳じゃなく、ただ単純に『人付き合いを大切にする』ためである。

　この街には様々な人がいる。武器屋のおっちゃんみたいな面おも白しろい人や、ミーナのような優やさしい人。他ほかにもいろんな、多種多様な人がこの街で暮らしている。

　その人達との付き合いを大切にするために、俺達は夕飯を外で食べるように決めているのだ。これもシルフィの自論が原因かと思いきや、実を言うと、俺とシルフィが二人で相談して決めた、俺達だけのルールだったりする。

「うん、そうだな。とりあえず、今日はどの店で夕飯にするかでも考えてよう」

　昨日はパスタだったから、今日は和食にしようかな……あ、和食っていうのは、東方にある島国の郷土料理のことだ。あっさりとした独特の味付けが特とく徴ちようで、シルフィが大好きな料理なんだ。その中でも一番好きなのは、確かてん……てんぷ……そうそう、テンプラだ。

　そうだ、今日は和食にしよう。しかもシルフィの大好きなテンプラをメインとしてる料りよう亭ていに行こうかな。執しつ筆ぴつ頑張ってるみてえだし、俺が奢おごってやってもいい。ふふん、俺がいつまでも食わせてもらうばかりの居候だと思わないことだな！

　そうと決まれば、まずは自室にお金を取りに行かねば。今は持ち合わせがないからな。少なくとも金貨二枚ぐらいは補ほ充じゆうしとかねえとならんだろう。

　鞄かばんから財さい布ふを取り出しながら、俺は自室の方へと足を踏ふみ出す。

　と、その瞬間。

　屋敷の扉とびらを何者かがノックした。

「ん？　こんな時間に訪問者って……珍めずらしいな？」

　既すでに日は暮れている。こんな時間に誰だれかがこの屋敷を訪れることなんてほとんどない。だとすると、ユーリかハイネが戻もどって来たんだろうか？　忘れ物でも取りに来たとかか？

　ドンドンドン、とノックの音が連続する。無視することも考えたが、この音がシルフィの執筆の妨さまたげになっては本末転てん倒とうだ。仕方がないので、素す直なおに扉を開けることにするかね。

「はいはーい、今開けますよーっと！」

　叫さけび、玄関へと移動する。

　チェーンロックを外し、鍵かぎを開け、扉を開いた先にいたのは、黒くろ縁ぶち眼鏡が特徴のケットシーの青年だった。

　図書館司書のような格好の青年は俺の顔を見るや否や、柔にゆう和わな笑えみと共にこう言った。

「夜分遅おそくに失礼します。ギルドからの使いの者です。シルフィ・ライトグラス嬢じように大事な話があってきました。……上がってもよろしいですか？」

　これはまた、面めん倒どうなことになりそうだ。







「………………っは!?　う、うむぅ、眠ねむってしまっていたか……」

　口元の涎よだれを手で拭ぬぐいながら、シルフィはぐぐーっと背せ伸のびをした。反らした背に追つい随ずいするように、彼女の豊満な胸が勢いよく上下へと跳はねる。

　ミストに長剣を預け、自室へと戻ったシルフィはすぐに執筆作業を開始した。そして一時間ほど執筆に集中していたのだが、気づいた時には椅い子すの上で盛せい大だいにうとうとと舟ふねを漕こぐ羽目になってしまっていた。

　原げん稿こう用紙が濡ぬれていないことを確かく認にんし、シルフィは安あん堵どの溜息を零こぼす。

「いかんな。最近は徹てつ夜や続きだったから眠ねむ気けが酷ひどくて困る。…………顔でも洗うか」

　ごしごしと瞼まぶたを擦こするが、眠気は一向に醒さめる気配がない。霧きりがかかったようにぼーっとする頭のまま、シルフィはゆっくりと自室から廊ろう下かへと足を踏み出した。

「ふむぅ……ふわわわぁ……」

　こみあげる欠伸あくびを堪こらえることもせず、みっともなく大口を開けるシルフィ。巷ちまたで大人気の剣聖シルフィ・ライトグラスが実は家ではこんなにも油断しているだなんて知られたら彼女の評判はどうなることか。……きっと、もっと人気が出るに違ちがいない。ギャップ萌もえというのはとても曖あい昧まいなものだが、しかし、人間はそれにめっぽう弱いのだ。

　目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを拭い歩くこと約三十秒。とある扉の前に差し掛かかったところで、シルフィの耳に聞き覚えのない声が潜もぐり込んできた。

『いやあ、わざわざお茶まで出してもらってすいませんねえ』

『いや、別にいいですよ。気にしないでください』

「ミスト……？　……ああ、そういえば、ここはミストの部屋だったな」

　扉に名前が刻まれているし、間違いない。しかし、だとするならば、ミストの他に聞こえるこの飄ひよう々ひようとした声はいったい誰のものなのか。

　そんな疑問は、直後のミストの言葉によって即そく座ざに解消されることになる。

『それにしても、ギルドの方がここに来るなんて珍しいっすね。なんですか、またギルドマスターがシルフィに金でも借りようと遣つかいを出したんすか？』

『いやあ、それについてはうちの上司が本当に申し訳ありませんが、今回は別件でして』

『別件？』

　なるべく音をたてないように片かた膝ひざを突つき、扉に耳を押し当てるシルフィ。

　一いつ拍ぱくの間が空いた後、ギルド職員と思われる人物は真剣な声でこう言った。

『シルフィ嬢にギルドから直々に討とう伐ばつクエストを依い頼らいしたいのです』

「討伐クエストだと？　しかもこの私に……？」

　シルフィは部屋の中の会話に耳を澄すます。

『討伐クエストっすか？』

『はい。オリハルコン級冒ぼう険けん者の紅一点。人並み外れた美び貌ぼうを誇る我がギルドのお姫ひめ様にギルドから直々にクエストを依頼したいのです』

「凄すさまじいお世辞だな……」

　すらすらと小こ綺ぎ麗れいな言葉を並べ立てる職員にシルフィは頰ほおを引き攣つらせる。

　シルフィやミストが所属する冒険者ギルドには、上から順に、オリハルコン級、ゴールド級、シルバー級、ブロンズ級の四つの階級が存在する。シルフィはそこの最高位であるオリハルコン級の冒険者の内の一人であり、女性冒険者で初めてオリハルコン級に上り詰つめた前代未聞の女じよ傑けつでもあるのだ。因みに、ミスト、ユーリ、ハイネの三人はオリハルコン級の一つ下、ゴールド級の冒険者である。

　慣れない世辞にシルフィが寒気を覚える中、扉の向こうでミストは乾かわいた笑いを零した後、お決まりの質問を職員にぶつけた。

『いや、それぐらいは知ってますけど……それで、何があったんすか？』

　それは私も気になるな。興味津しん々しんといった様子でシルフィは扉の向こうの声に全神経を集中させる。

『ダンジョン上層にバジリスクが出たんですよ』

『バジリスク、ですか？』

『はい。蛇へびの王ことバジリスクです。雄おん鶏どりのようなトサカが生えた大だい蛇じやのような見た目をしていて、その瞳ひとみを見た者はたちまち石になってしまうとされている超ちよう凶きよう悪あくな魔ま物ものです。ボクはギルド職員ですんで実物は見たことはないのですが……ミストさんは目もく撃げきしたことあったりします？』

『俺はないですね。でも確か、第十二階層のフロアボスがバジリスクだったって聞いてますけど』

「バジリスクか……私も出会ったことはないな……」

　バジリスクはとにかく戦いにくいことで有名だ。目が合ったら即そく石化で即終しゆう了りよう。石にされないためには目を逸そらし続けるしかないのだが、相手の目を見ないことには攻こう撃げきを先読みすることもできないために回かい避ひが非常に難しい。攻撃を当てられたとしても体面をびっしりと覆おおう鱗うろこは鉄のように硬く、生半可な攻撃では傷一つつけられない。

　と、ここで一つ、シルフィは疑問を抱いだいた。

「バジリスクは基本的にダンジョンの下層に生息しているはず。だというのに、ダンジョンの上層に出しゆつ没ぼつしたとは、どういうことだ？」

　ステラトの街が保有するダンジョンは現在第十三階層まで攻略されていて、バジリスクは第十二階層のフロアボスとして一度出現して以降、目撃の知らせはない。

　熟考するシルフィを余よ所そに、職員は話を進める。

『これはあくまでもギルドへの情報提供の一部に過ぎませんが……どうやらバジリスクは下層から上層へと移動してきたようなんです』

『移動してきた？』

『知っての通り、魔物とは強者の血肉を求める存在です。強者つまりは上位ランクの冒険者を求めるには、下層で待ち伏ぶせた方が手っ取り早い。これは周知の事実と思います』

『それじゃあ何で、バジリスクが上層に？』

『おそらくは、この間の第二階層爆ばく砕さい事件が関係しているのではないかと』

『─────────────────────────、』

　扉を挟はさんでいるので断言はできないが、ミストの表情がビキリと凍こおりつく気配をシルフィは感じた。

『まだ犯人は捕つかまっていませんが、あの惨さん状じようを生み出せるだけの破は壊かい力です。それなりの冒険者による仕し業わざだとボク達は推察しています。現場の状じよう況きようから察するに、おそらくは爆炎系の攻撃魔術の使い手。その中でも最高位の魔術による破壊でしょう。この破壊を通し、ダンジョン全体に強大な魔力が流出したのはまず間ま違ちがいありません。他の冒険者たちも「凄すさまじい魔力を感じた」と言っていますしね』

『へ、へー。そ、そうなんですかー？』

『そして、その強大な魔力を感知したバジリスクが強者の血肉を求め、ダンジョンの上層にまでやって来た──これが我々ギルド側の推すい測そくなのですが、どう思います？』

『す、凄すごい推理だと思います！　いやぁ、流石さすがは天下の冒険者ギルド、天あつ晴ぱれだ！』

　ミストがどんな顔をしているのかなんてわざわざ見るまでもない。彼史上最高に引き攣った笑みを浮かべていることだろう。というか、顔を引き攣らせていない訳がない。扉とびら越ごしに会話を盗ぬすみ聞ぎきしているシルフィですら顔面を蒼そう白はくにしているのだから。

　自分の仲間が犯人だと知られるのを避さけたいとでも思ったのか、「そうそう！」と手を打ち鳴らしながら、ミストは不自然に話を切り出した。

『け、結局、シルフィにはどんな依頼をするつもりなんです？』

『それは当然、バジリスクの討伐です。本来はシルフィ嬢の御お手てを煩わずらわせるようなことではないのですが、他の冒険者の方々では、まぁ、その、手て際ぎわが悪いんです。ミストさんもご存じの通り、バジリスクはフロアボス級の魔物ですからね。なので、こちらとしてもゴールド級以上の冒険者に依頼してはいるのですが……ゴールド級まで到とう達たつした冒険者の方々はそもそもギルドからの依頼なんて受けてはくれませんし……』

『だから、シルフィに依頼することにした、と？』

『今やシルフィ嬢は冒険者の花形と言っても過言ではない存在ですからね。シルフィ嬢に憧あこがれたから冒険者を目指すことにした、なんて言う子供もいるぐらいです。しかも彼女は「剣けん聖せい」とまで呼ばれるほどの凄すご腕うでの剣けん士しときました。ギルドとしては「こんなにも素す晴ばらしく美しく凄まじい冒険者がいるのだ」ということを世に知らしめる為ためにも、是ぜ非ひともこの依頼を受けてほしいのですよ』

　要は──ギルドの名を売る為に働け──ということなのだろう。

　ダンジョンの中を好きに探たん索さくし、自分を鍛きたえることこそが冒険者の役目だと思っている人が多いが、実は彼らにはもっと重要な役割がある。それは『魔物をダンジョンの外へと出さないようにすること』である。

　魔物はダンジョンの中にしか存在しない。これは世の常識だ。だが、その常識を常識たらしめているのは外でもない、シルフィやミストといった冒険者達なのだ。

　言わば、冒険者とは魔物達にとっての抑よく止し力であり、それと同時に、人々の平和を守るヒーローでもある。

　そんな冒険者達の絶対量を維い持じする為には、冒険者の素晴らしさを世に知らしめる必要がある。そこで白羽の矢が立ったのが、シルフィ・ライトグラスという訳だ。

『強く美しく気高いハーフエルフの魔術剣士。これほどまでに魅み力りよく的な冒険者は他に居ません。是非とも、是非とも、シルフィ嬢にこの依頼を受けていただきたいのですが、どうでしょう？』

「どうでしょう、と言われてもな……」

　ミストへの質問なのに何な故ぜか反応してしまうシルフィ。

　自分の実力がギルドに認められているのは正直嬉うれしい。冒険者の花形という評価には頰が緩ゆるんでしまう。ここまで自分を認めてくれている組織からの依頼を断る理由なんてどこにもないのは分かっている。

　だが、どうしても、はい分かりましたと頷うなずけない。

　ギルドに不満がある訳じゃない。面めん倒どう臭くさい訳でもダンジョンの治安がどうなってもいいなんて思っている訳でもない。

　ただ、今はタイミングが悪い。

　身勝手な理由ではあるが、早急に小説を書き終え、ミストとの恋こい路じを成じよう就じゆさせたい気持ちでいっぱいのシルフィからしてみれば、このタイミングで執筆以外の予定が入ることは無む駄だでしかない。

　自分の恋れん愛あいの為に小説を書いている今このタイミングで、階層主級の魔物の討とう伐ばつ依い頼らいを受けるという選せん択たくに、シルフィはどうしても首を縦に振ふることができない。

　タイミングが悪いとは、つまりはそういうことなのだ。

（浅ましい。……そしてなんて意い地じ汚きたない人間なんだ、私は）

　告白する勇気がなくて、だからといって恋を諦あきらめることはできなくて。自分の恋心について想おもい人に気付いてもらえば良い、なんていう自分が傷つかなくて良い行動の為にギルドからの依頼を受けられなくなっていて。

　剣聖だなんて呼ばれているが、お門かど違ちがいも良いところだ。恋愛という独り善よがりの我わが儘ままの為に、ギルドからの依頼を蹴けろうとしている剣聖なんて聞いたことがない。

（……ミストにこれ以上、迷めい惑わくを掛かける訳にはいかないな）

　自分の口で、御お断ことわりを入れよう。彼に憎にくまれ役を押しつけるのではなく、自ら自分が我儘な人間であることを伝えよう。申し訳ない、その依頼は受けられない──と。

　その場に静かに立ち上がり、ドアノブに手を掛ける。大きな溜ため息いきを一つ零こぼし、扉とびらを開けようと──




『すいませんけど、その依頼は受けられねえっすわ』




　──え？

　思考が、完全に空白に染まった。確実に一いつ瞬しゆんだけ心臓は停止しただろうし、体内の水分が干ひ上あがってしまったような感覚もある。

『……一応、理由をお伺うかがいしても？』

『まぁ、そんなに立派なモンじゃねえんすけど……』

　ドアノブから手を離はなし、ただ茫ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくす。そんな状態のシルフィになど気付いてすらいないミストは続きを話し始めた。

『上う手まくは言えねえっすけど、今あいつは自分の新しい可能性に挑ちよう戦せんしてるんです。剣聖である自分とはまた違う、冒険者である自分とは大きく異なる、小説家としての自分に挑戦してると思うんです』

『小説家？　シルフィ嬢じようは今、小説を書いているんですか？』

　驚おどろきでしょう？　とミストは悪戯いたずらっぽく返した。

『ダンジョンこそが全すべてに思えるウチの姫ひめ様が、実は小説家を目指している。こんなに信じがたいニュースはそうないっすよね──でも、これは真実だ。シルフィは本気の本気で、小説家になろうとしています』

『そうなんですか……いや、しかし、小説を書くだけなら、この依い頼らいを受けた後でもいいと思うのですが……』

『ダンジョンの中では何が起こるか分からない。格下の魔物相手でも命を落とすことはある。それは冒ぼう険けん者であれば誰だれでも知っている常識です。シルフィもまた例外じゃない。しかも、相手はバジリスクときた。こんなの、死ねって言ってるようなもんです』

『し、しかし、「剣聖」シルフィ嬢ならば……』

『みんなが思ってるほど特別でも何でもないんですよ、あいつは。実のところ、他の冒険者と何も変わらないんです』

　──それに、

『時間を無む駄だに空けちまうと、あいつの中にある物語が忘ぼう却きやくされちまうかもしれないっしょ？　あいつが思いついたあいつだけの物語を本に完かん璧ぺきにまとめるためにも、無駄に時間を空けさせる訳にはいきません』

　──だから、この依頼は受けられません。

　はっきりと、ミストは使者の職員にそう言った。自分のことでもないというのに、彼は全てを分かったように言い切った。

　なんて生意気な行こう為いなのだろう。シルフィは何も言っていないのだから、本人に聞いてみます、だとか、ちょっと分からないです、とでも答えておけば良いものを。

　まったく……まったく……

（……私を嬉うれし死にさせるつもりか、馬ば鹿か者め）

　頰ほおが真っ赤に染まっているのは気のせいだ。顔に熱を感じるのも気のせいだ。胸の奥が痛むのに何ど処こか心地良さを覚えてしまっているのだってきっと気のせいだ。

　気のせいだ、気のせいに決まっている──しかし、何故だかどうしようもないぐらいに嬉しい気持ちが込み上げてくる。

（だ……駄だ目めだ。頰が緩んで、ニヤケ顔が止められない───っ！）

　火ほ照てった顔を隠かくすように、こつん、と扉に押し当てる。誰かに見られている訳ではないが、駄目だ、駄目すぎる。こんな顔、誰にも見せられる訳がない。

　別に、小説家になりたい訳じゃない。そんなのは、ミストとの距きよ離りを縮め、結ばれるためのただの口実でしかない。だから、ミストの言葉は的外れも良いところだ。

　でも、でも──

（──私のためを想ってくれている。他の誰よりも、世界中のどの人間よりも。これが……これが、嬉しくないはずがない！）

　普ふ段だんは面倒臭そうにしているが、仲間のことを最優先に考え、時と場合によっては自分が泥どろを被かぶることすら厭いとわない善良な青年。自分のことよりもまずは他人のことを何よりも優先する生きつ粋すいの善人。自分勝手な自分とは違う、他人主義な裏方屋。
















　それが、それこそが、ミスト・クトゥールという優やさしい青年の姿なのだ。

　シルフィは火照った顔を扉に押し付けたまま、興奮を覚ますために深呼吸をする。

（……落ち着け、いつまでも浮うかれているな大馬鹿者めが。ミストだけに泥を被らせるつもりなのか、私は）

　嬉しいからといって、歓かん喜きしているからといって、このまま彼の優しさに甘えている訳にはいかない。彼の評価を下げないためにも、ギルド側への彼の印象を悪くしないためにも──そして、彼が庇かばってくれた私自身の為にも、行動を起こさなくてはなるまい。

『そう、ですか……そういうことでしたら、無理強じいはできませんね』

『シルフィを評価してくれたことには感謝します。バジリスクの件に関しては、他の冒険者を当たってくだ──』

　今だ、このタイミング、この瞬間しかない！

「いや、その話──ちょっと待ってもらおうか」

　いきおいよく扉を開け放ち、部屋の中へと足を踏ふみ入れる。ミストと青年が二人揃そろって驚いたように目を見開いている光景が何とも面おも白しろかったが、シリアスな空気を維持するためにあえて見なかったことにした。

　さっきまで緩んでいた頰を根こん性じようで引き結び、『剣聖』としてのシルフィ・ライトグラスを意識しながら、彼女は二人の会話に介かい入にゆうする。

「話は聞かせてもらった。ダンジョンの治安を守るためにも、バジリスクの蛮ばん行こうを見み逃のがす訳にはいかない。その依頼、このシルフィ・ライトグラスがお受けしよう」

「し……シルフィ!?　どうしてお前がここに……っ！」

「話は聞かせてもらったと言っただろう？　ふふっ、感謝するぞ、ミストよ。私の為を想っての演説、心底感動した。これが小説であれば、まさに山場と言っても過言ではないほどの素晴らしさだったぞ」

「んな……っ!?」

　瞬間、ぼんっ！　とミストの顔が紅ぐ蓮れんに染まる。

「て、テメェ、盗ぬすみ聞きしてやがったのか……っ！」

「盗み聞きとは失敬な。───風の声を聴きいたのだ」

「ぶち殺すぞ」

　ミストから放たれる本気の殺気にシルフィは背筋に寒気を覚えた。

　そんな彼女に使者の青年は恐おそる恐るといった風に声を掛ける。

「い、いいのですか？　今、あなたは小説を書くことに集中していると聞きました。そんな大事な時期に我々の依頼を受けるなんて……」

「何の問題もない。私はこれでも記き憶おく力の良い方でな。たかが一回、たかが一日、時間を空けたところで私の記憶が欠落することはないのだよ」

　勿もち論ろん、ただの戯たわ言ごとだ。記憶力に定評がある訳では決してない。

　だが、押し通す。噓うそと欺ぎ瞞まんに溢あふれた自分像を、平気な面つらして貫つらぬき通す。

「私に──いや、私達に任せてほしい。バジリスクを必ず討とう伐ばつするとここに誓ちかおう」

「シルフィ嬢……」

　シルフィの秘義『イケメンスマイル』に青年は頰を朱あかくする。何で女なのにイケメンスマイルなのかと言うと、それは彼女が男よりも男らしいからである。

「………………」

「ん？　どうかしたか、ミスト？　なんだか不ふ貞て腐くされているように見えるが……？」

「べっつにぃー」

「？？？」

　口を尖とがらせてそっぽを向くミストと小さく首を傾かしげるシルフィ。教科書に載のっているような二人の擦すれ違いを見て、全てを悟さとった青年はただただ苦く笑しようを浮かべるのみ。

　シルフィは胸むな元もとに右手を添そえながら、

「それでは明日、早さつ速そくダンジョンへバジリスクの討伐に向かわせてもらう。一応、保険として、人ひと払ばらいを頼たのみたいのだが……」

「分かりました。バジリスクが討伐されるまでは、ギルド権限でダンジョンは封ふう鎖ささせていただきます」

　青年は深々と頭を下げると、

「依頼を受けてくださり、本当にありがとうございます。それでは、ボクはこれからギルドの方に依頼受注の報告をしてきますので、これにて失礼させていただきます」

「ギルドマスターによろしく言っておいてくれ──さっさと金を返しに来い、とな」

「あ、あはは。多分無理とは思いますけど、一応伝えておきますね」

　踵きびすを返し、部屋を出ようとしたところで、青年は思い出したように二人の方を振ふり返った。

「ん、どうかしたんすか？　伝え忘れでも？」

「ああ、いえ、そういう訳ではないのですが……いえ、そうですね。一つだけ、御二方にボクからのアドバイスでも」

「「アドバイス？」」

　口を揃える二人に青年は柔にゆう和わな笑えみを浮かべ──

「鈍どん感かんなのも程ほど々ほどに。気付いた時には手て遅おくれだった、なんて洒落しやれにもなりませんからね」

「「鈍感なのはこいつの方だけどな」」

「あははっ。確かに、そうなのかもしれませんね」

　それでは、失礼します。そう言い残し、青年は部屋を出ていった。見送りにでも行こうかと考えたが、そんなことよりも気になることが、シルフィにはあった。

　きっと、ミストは聞き逃のがしている。気付いているのは彼女だけ。だからこそ、この場からすぐには動けなかった。

　青年が部屋を出た後、扉とびらを閉める寸前に呟つぶやいた一言。




　──本当にお似合いな二人だ。




「っ……してやられたな」

「へ？　何のことだ？」

「何でもない」

「？？？」

　顔が紅蓮に染まりながらも火照っているのを自覚しながら、しかしシルフィは最愛の相棒に強がることにした。







　ギルドからの使者が去った後、俺は料りよう亭てい区画を歩いていた。勿論、隣となりにはシルフィ・ライトグラスの姿がある。月の光を浴びた彼女の金きん髪ぱつは宝石のように輝かがやいていて、まさに月の女め神がみと言ってもいいほどの美しさを感じさせる。

「どうした、ミスト？　私の顔に何かついているか？」

「べっつにぃー」

「……ああ、そうか、そういうことか。くふっ、わざわざ誤ご魔ま化かさずとも良いのに。そうかそうか、お前は可愛かわいい奴やつだな、本当に」

　何なんだよその全すべてを悟りました的な態度は。ふざけんなよ。まだ何も言ってねえよ。

「勝手な思い込みで勝ち誇ほこらないでくれます？　すげームカつくんだが」

「勝手な思い込みなどではない。私の美び貌ぼうに見み惚とれていたのだろう？　私のあまりの美しさに目を奪うばわれていたのだろう？　正直に褒ほめてくれれば良いのに……わざわざ誤魔化すだなんて本当に可愛い奴だな、ミストは」

　ハッ、有っり得ねえ。この俺がシルフィに見惚れてただって？　今まで何回何十回何百回お前の顔を見てきたと思うんだ。今いま更さらになってお前に見惚れるだなんて、そんなこと有り得る訳が──

「そ……そんなこと、ねえし……っ」

「…………へ？」

　自分を殺したいと思ったのは生まれて初めてだ。

　何でだよ何でそんな態度になるんだよ！　もっとこう、毅き然ぜんとした態度でいろよ、俺！　これじゃあシルフィの言った通り、単に見惚れてただけのスケベ野や郎ろうってことになっちまうじゃねえかよ！

「ち、ちげーからな!?　別に、その、見惚れてたとか、そんなんじゃねえからな!?　何と言うか、その、ええと……と、とにかく、何でもねえんだ！　分かったな!?」

「あ、ああ、そうか。……ありがとう」

「恥はずかしそうに蒸むし返すなぁあああああーっ！」

　夜の料亭区画に俺の叫さけびが響ひびき渡わたった──

　──みたいな小説のエピローグ的な言葉でこの状じよう況きようを無理やり終息させることにした。

「そ、そういえば、本当に良かったのか？」

「何の話だ？」

「いや、だからアレだよ、依い頼らいの話。小説の執しつ筆ぴつに集中したかったんだろ？　それなのにギルドからの依頼を受けちまうだなんて……」

「ああ、その話か」

　シルフィは髪かみを指で弄いじりながら、

「本当は、あまり良くはない、かな。小説のアイディアは一応メモしてはいるのだが、それが頭の中にある物語の全てかと言われれば、素す直なおに頷うなずくことはできない。時間をかければかけるほど完成度は低くなるだろう。だから、あまり良くはないのだ」

「それだけじゃねえだろ。バジリスクだよ、バジリスク。あんな化け物、本当に倒たおせると思ってんのか？」

「今の私達なら不可能ではないと思う───が、正直なところ、賭かけだな。勝率は高くても三割ぐらいか。ははっ、絶望的だな。依頼の承しよう諾だくなどしなければ良かったとさえ思えてきた」

「だったら何で受けたんだよ……」

「しいて言うなら、お前が優しすぎたから、かな」

「はぁ？　何だよそれ、どういう意味だ？」

「くふふっ。さーて、どういう意味なのかな？　当ててみてくれても良いぞ？　まぁ、お前がこれの答えに気付くことなどできないとは思うがな！」

「はあ？　余よ裕ゆうだわクソボケ。お前の考えてることなんて手に取るように分かるっつの」

「はぁ？　私の方がお前の考えていることなど手に取るように分かっているが？　お前など私の理解力の足元にも及およばないのだが？」

「ハッ！　万年うっかりの男女が何を偉えらそうに」

「───おっとこんなところに我が愛あい剣けんが」

「おまっ……口でのやり取りに武器を投入するのは卑ひ怯きようだろうが!?　大人気ねえ！」

「冗じよう談だんに決まっているだろう？　なのに大おお袈げ裟さに騒さわぎおって……男ならもっとどっしりとだな」

「へーへーそうですねー。そりゃあ誰だれよりも男っぽいお前からしてみりゃ、俺は随ずい分ぶんと大袈裟に見えますからねー。女らしさよりも男らしさが激しいお前からしてみりゃ──あ」

　刹せつ那な、己おのれの失言に気付く俺。

　反射的に視線を上げると、そこには涙なみだ目めでふくれっ面の剣聖サマが。

「鬼き神しんの如ごとき力強さを我に──『筋ア力ー増ム強ズ』

　武神の如き強きよう靭じんさを我に──『肉体強化ストレングス』

　雷らい光こうの如き俊しゆん敏びんさを我に──『速ブ度ー増ス加ト』

　旋せん風ぷうの加護を我が武器に───『風属性付与エンチヤント・ウインド』……」

「オイこれマジで俺死ぬ流れなんじゃねえの!?」

　すいませんっしたぁーっ！　と迷うことなくその場に土下座。周囲からの同情を感じさせる視線がすげー辛つらかったが、本気の剣聖を相手取ることに比べれば大分マシだ。プライドとかないのかだって？　プライドでこの剣聖の怒いかりが静まるとでも？

　長剣の鞘さやで俺の頰ほおをペシペシと叩たたきながら、シルフィは黒い笑みを浮うかべる。

「今日の夕飯はお前の奢おごりで良いな？」

「え……いや、それは……あ、新しい短剣を買いたいから、想定外の出費は控ひかえたいんだけど……」

「お　ま　え　の　お　ご　り　で　い　い　な　？」

「…………喜んで奢らせていただきます」

「そうかそうか！　そういうことなら仕方がないな。お前に奢らせてやろう！」

　言って、子供のように笑うシルフィ。ただ笑っているだけなのに、その綺き麗れいな笑顔を見ていると怒おこる気力を失なくしてしまうから、やはり美人ってのは卑怯な生き物だと思う。

「どうした、ミスト？　突とつ然ぜん顔を朱あかくして。熱でもあるのか？」

「いっ!?　いいいいやいやべべべ別に何でもねえよ!?」

「……本当にお前は隠かくし事が苦手だよな」

　まぁ、良い。詮せん索さくはやめておこう。──そう言うと、シルフィは道を進み始めた。

　彼女の気き遣づかいに密ひそかに感謝の言葉を呟きつつも、俺は小走りで彼女を追い掛かけ、隣に並んで歩き出す。

「ま、まぁ、とにかく……小説執筆の為ためにも、明日のバジリスク討伐は絶対に成功させねえとな。お前がさっさと完結させてくれなきゃ、読もうにも読めねえ訳だし」

「なんだ、お前も買ってくれるのか？」

「当然だろ？　相棒としての義務だ──って訳じゃなく、単純に興味があるからな。お前がどんな物語を書いたのか。それを俺は知りたいんだよ」

「……そうか」

　あの剣聖が書いた小説だ、当日は長ちよう蛇だの列れつができることだろう。ネームバリューの力は人が思っている以上に偉い大だいだ。しかも彼女はこの街で最も人気のある冒ぼう険けん者の一人である。これが売れない訳がない。

「まぁ、そういう訳だから、明日は最初っから本気で行こうぜ。持てる力の全てを駆く使ししてバジリスクを打ち倒し、小説家への道を一歩前進するんだ」

「そうだな。うむ、そうだな！　私の夢を早く叶かなえる為にも、明日は本気で臨のぞまなくてはな！　ほら、そうと決まればさっさと食事にしよう！　もう行く店は決めてあるのかっ？」

「一応、お前の好きな和食の店にしようと思ってんだけど……」

「和食！　それは素す晴ばらしい、楽しみだ！　行こう行こう！」

「うわっと……て、手を引っ張んな！　分かったから、ちゃんとついていくから！」

「小説家は多少強ごう引いんな方が良い。この『世界一よく分かる小説入門書第二巻』にもそう書かれていたぞ！」

「まさかの第二巻！　どんだけ心しん酔すいしてんだその胡う散さん臭くさい指南書に!?」

「あはははははっ！」

　ぐいぐいと俺の手を引き先行しながら、心の底から楽しそうに笑うシルフィ。その笑顔は本当に綺麗で可愛くて、今度こそ俺は本気で見惚れてしまっていた。







　そして翌日、俺達はダンジョンの入り口の前に集まっていた。ギルドから直々に『ダンジョン侵しん入にゆう禁止命令』が出ているためか、俺達以外に冒険者の姿はない。バジリスクは強敵だから、他の冒険者に邪じや魔まをされてしまっては負けてしまうかもしれない。こう言った気遣いは素直にありがたい。

　相変わらずローブの中に埋うもれてしまいそうな体たい軀くのユーリは眠ねむたげに欠伸あくびを零こぼしながら、目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐう。

「ふわわわわ……こ、こんな朝早くから討とう伐ばつクエストとは……しかも相手は邪眼蛇バジリスクだなんて……確かフロアボス級でしたよね？　本当に勝てるんですか……？」

「それは大だい丈じよう夫ぶだよ、ユーリ。君の魔術ならどんな魔物でも一いち撃げきだ──フロアごとね」

「それって喧けん嘩か売ってません？　売ってますよね？」

「そんなことよりミスト。今日は随分とやる気があるみたいだけど……どうしたんだい？」

「無視しないでくださいこのイヌ耳男ぉーっ！」

　ぽかかかか！　と背中に連撃を浴びせてくるネコ耳娘むすめをハイネは華か麗れいにスルーする。

「やる気があるように見えるのは気のせいだろ。俺は至っていつも通り。相変わらず剣聖サマに振ふり回されてるだけのしがないシーフですよ」

「そうなの？　それにしては随分と楽しそうに見えるけどね」

　──まぁ、気のせいなら別にいいや。

　意味ありげな笑え顔がおでそう言うと、ハイネはユーリ弄りに戻もどっていった。相変わらず勘かんの鋭するどい奴だ。こいつが敵じゃなくて本当に良かったと思う。……主に俺の精神的ダメージの問題で。

「さあさあ、お前達。無む駄だ話はそこまでだ」

　パンパン、と手を打ち鳴らし、俺達の意識を自分に集中させる我がパーティリーダーことシルフィ・ライトグラス。さっきのハイネじゃないけれど、彼女の顔が妙みようにやる気に満ちているように見えるのは俺の気のせいだろうか。──いや、きっと気のせいじゃない。

「今回の相手は強敵だ。だが、心配する必要はない。お前達の強さは既すでにバジリスクを超ちよう越えつしている」

「その期待に応えられるかどうかは分かんねえけどな」

「分かるさ。私はお前達の強さを信じているからな」

　真しん剣けんな顔でサラリと言い放つ我が相棒。聞いてるこっちが照れ臭くさくなっちまう。

　シルフィは俺達の顔を見み渡わたしながら、

「ダンジョンに侵入後、ハイネがバジリスクを索さく敵てきし、その後、まずはミストが偵てい察さつに向かう。そしてミストからの合図があり次し第だい、残りのメンバーが合流。いつもの連れん携けいでバジリスクとの戦せん闘とうを行う。異論はないか？」

　俺、ユーリ、ハイネは小さく頷く。

　仲間達の同意を確かく認にんしたシルフィは胸むな元もとを拳こぶしで軽く叩くと、可愛かわいらしく片目を瞑つぶりながら、凜りんとした声で俺達に告げた。

「さあ、久々の討伐クエストを始めようか」










　　　間章







「───という訳なのだ」

「バジリスクの討とう伐ばつ依い頼らい、か……これまた随分と危ない仕事を……」

「本当は受けるつもりなどなかったのだがな。ミストにあそこまで格好つけられては、受けない訳にもいかん」

「相変わらず、ミストはシルフィのことになると格好良くなるんだね……羨うらやましいな」

「私であろうがお前であろうが、ミストは同じことをすると思うがな。あいつはそういう男だよ」

「……うん、そうだね。ミストは昔からそういう男の子だ」

「だな」

「それにしても、バジリスクかあ……確か、階層主級の魔ま物ものだったよね？」

「ああ。下手をすれば、命を落としてしまうほどの強敵だ。ここにももう二度と来られなくなるかもしれない」

「シルフィ……」

「だから、お前にこれを預かってもらいたい」

「これは……原げん稿こう？」

「ああ。現在鋭えい意い制作中である、私の自じ慢まんの小説だ。私がここに戻るまで、どうか預かっていてほしい」

「縁えん起ぎでもないこと言わないでほしいなあ」

「別に、死ぬつもりで言っているのではないからな？　戻ってくる理由がある方が頑がん張ばれると思ったから、お前にこれを託たくすのだ」

「……戻って来なかったら、未完成のまま街中にばらまいてやる」

「絶対に戻って来なければならない理由ができてしまったな」

「うん……。ねえ、シルフィ」

「ん、何だ？」

「絶対に戻ってきてね？　まだ、キミの小説は完成していないんだから」

「当然だ。私の自慢の小説を完成させるまでは、絶対に死ぬ訳にはいかない」

「うん……神様に祈いのりながら、ここで待ってるから」

「ああ。それでは───行ってくる」

「うん───いってらっしゃい」











第六章　場ば違ちがいな蛇王









　ダンジョンの第一階層『露ろ店てん階層』は普ふ段だんからは考えられないほどに殺風景なものとなっていた。

「禁止命令が出ているからか、露天商は流石に一人もいませんね……」

「まぁ、いくらダンジョンで商売していると言っても、彼らはただの商人だからね。戦う術すべを持っている訳じゃない」

　ハイネの言う通り、露天商はそれぞれが強い訳じゃない。この第一階層が安全区域だと分かっているからこそ、ダンジョン内で商売をしているのだ。彼らはそれが自分で分かっているからこそ、ギルドの命令に素す直なおに従ったんだろう。

　風の吹ふき抜ぬける第一階層を見渡してみる──バジリスクの姿はない。どうやらまだこの階層にはたどり着いちゃいないらしい。

「さて、シルフィ。これからどうする？」

「ふむ、そうだな……」

　基本的にこのパーティはシルフィの指示で動いている。それはシルフィが圧あつ倒とう的な強さを持っているからではなく、彼女の判断力に俺達全員が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているからである。彼女は凄すご腕うでの冒ぼう険けん者であると同時に凄腕のリーダーでもあるのだ。

　顎あごに手を添そえ、小難しそうな顔をするシルフィ。

　その体勢を五秒と続けることなく、かちゃりと軽けい鎧がいを鳴らしながら、シルフィは俺達の方へと顔を向け、

「先に進もう。だが、各自それ相応の準備を怠おこたるな。ハイネは気配探知でバジリスクに警けい戒かい。ミストは当初の予定通りバジリスクを発見し次第、自らに気配消失魔術を施ほどこし、偵察に向かってもらう。ユーリについてはまた後のち程ほど、指示を出す。──この作戦に異論がある者はいるか？」

　その質問に、首を縦に振る者はいない。

　そうか、とシルフィは溜息を吐つく。

「上う手まくことが運ぶと良いのだがな……」

　下へと繫つながる階段を見つめながら、シルフィは心配そうに呟つぶやいた。







　第四階層へとたどり着いた瞬しゆん間かん、先頭を歩いていたハイネがその歩みを突とつ然ぜん止めた。

「っ」

「どうした、ハイネ？」

「見つけたよ。この気の在り様、間違いない。───バジリスクだ」

　ハイネの報告を受けた俺達三人の間に自然と緊きん張ちよう感が漂ただよい始める。

「ハイネ。詳くわしい位置や距きよ離りは分かるか？」

「位置としては不幸なことに真正面だね。距離は五〇〇ってところかな。それほど離れているって訳じゃあない。移動速度は相変わらず遅おそいけど、徐じよ々じよにこっちに近づいてきてるよ」

「ユーリの魔力でも感知したんかね。とりあえず囮おとりにでもするか？」

「一瞬の躊躇ためらいも無くそういう提案をできる辺り、最高のクズ野や郎ろうですよね、ミストって！」

「歩く魔術爆ばく弾だんにだけは言われたくねえな」

「人が気にしていることを！　しかも魔術爆弾って何ですか！　訂てい正せいを要求します！」

「それじゃあ、暴発娘むすめで」

「うっきゃぁーっ！」

　相変わらず可愛い奴やつだ。流石さすがはパーティ一の弄いじられキャ──もといマスコット。

　バタバタと手を振ふり回すユーリからシルフィへと視線を移す。

「そんじゃま、作戦通り、ちょっくら偵察してくるわ」

「しくじるなよ？」

「心配すんな。存在感の薄うすさには自信がある」

　軽く手を振り、『気配消失』の魔術で己おのれの気配を消し、そしてついに俺はバジリスクのもとへと向かった。







　ミストが偵てい察さつに向かってから数分後、シルフィとユーリは剣けんを磨みがいたり杖つえの調子を確かめたりと、それぞれの武具の調整を行っていた。因ちなみに、ハイネは少し離はなれた所で筋トレに励はげんでいる。

「なんか、私達だけのんびりしてる気がしますね」

「そうは言っても仕方がないだろう。ミストが帰ってくるまでの間、私達は事実上やることがないのだからな」

「まあ、それはそうなんですけどね」

　あははっ、と二人の美少女は小さく笑い合う。

「そういえば、ずっと気になっていたことがあるんですけど」

「？？？」

「シルフィが小説を書いているのって、もしかせずとも、ミストに自分の恋こい心ごころについて気付いてほしいからですよね？」

「ぶごぇっふ」

　シルフィの口からこの世のものとは思えない呻うめき声が零こぼれた。

　げほごほごほっ、と動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように咳せき込んだ後、シルフィは目め尻じりに涙なみだを浮かべながら、

「…………気付いていたのか」

「これでも執しつ筆ぴつ作業を手伝っている身ですので。というか、アレを読めば誰だれだって気付くと思うんですけど。主人公がシルフィードで、相手役がミスティアって……ド直球過ぎて気付かない方がおかしいぐらいですし」

「ぐっ……何も言えない……」

「まあ、ミストは度が過ぎるほどの鈍どん感かんですので、あれぐらい分かりやすい方が気付いてもらいやすくなる、というのは完全に同意ではありますが」

「……そこまで見み抜ぬいているというのに、私を手伝ってくれるのだな、お前は」

「当然です。私にとってあなたは恋こい敵がたきである前に仲間であり、そして大切な友達ですからね。どんな理由があるにしろ、友達が困っていたら手伝うのが私の流りゆう儀ぎですので」

「ユーリ……」

「まあ、それはそれとして、です」

　そこで一いつ旦たん、深呼吸を挟はさみ、そしてユーリは真剣な表情でシルフィにこう言い放った。

「──ミストを手に入れるのはこの私です。絶対に負けてなんかやりませんので」

「──それはこちらの台詞せりふだ。負けたからといって駄だ々だを捏こねるんじゃないぞ？」

　ニィ、と嬉うれしそうに笑いながら言葉を返すシルフィ。

　彼女達は同じパーティの仲間でありながら、同じ青年に恋をしている。

　少しでも気を抜くと、どちらか一方が想おもい人と親密に接する光景を目もく撃げきしてしまう。それはあまりにも残ざん酷こくで、普ふ通つうであれば仲なか違たがいしても何らおかしくはない関係だ。

　だが、彼女達は互たがいを嫌きらうことはしない。

　仲間として互いを信頼し、恋敵として互いに競い合うことを選択した。

　どちらが勝利を収めても恨うらみっこなし。もし勝敗が決したとしても、勝負の結果を潔いさぎよく受け止め、今までと同じ友達として接する。

　それこそが、シルフィ・ライトグラスとユーリ・カルディナが選んだ道なのだ。

「……まあ、他にもミーナというライバルが居たりするんですけどね」

「……女子力では圧倒的に負けているからな。正直、勝てる気がしないよ」

「「…………はぁぁ」」

　今いま頃ごろ本屋で笑顔を振りまいているであろう商業区画の女め神がみ様を思い浮かべ、虚うつろな瞳ひとみで溜ため息いきを吐く、恋する乙女おとめコンビ。戦うことを生なり業わいとしているのだから本屋の看板娘に女子力で負けてしまうのは当然のことなのだが……乙女の心は複雑である。

（やっぱりミスト達の恋路は見ていて飽あきないなあ）

　そして、実は乙女二人の会話を盗ぬすみ聞きしていたハイネは筋トレを続行しつつ、今この場にはいないシーフの青年を思い浮かべながら、静かに苦く笑しようを浮かべていた。







　──時は少し遡さかのぼる──

　ハイネから伝え聞いた方角を進むこと数十秒。俺は遂ついに目標の魔ま物ものとご対面していた。

　───オリハルコンの如ごとく鈍にぶく輝かがやく強固な鱗うろこ。

　───鶏にわとりを彷ほう彿ふつとさせる真しん紅くの鶏冠とさか。

　───見る者全すべてを石へと変える琥こ珀はく色いろの邪眼。

　───咬かまれた者の筋力を奪うばう即そつ効こう性の毒を含ふくんだ鋭えい利りな二本の牙きば。

　───自分よりも巨きよ大だいな魔物ですら吞のみ込んでしまうほどに巨大な口。

　───大木が蠢うごめいているように空そら目めしてしまうほどに長く太い体たい軀く。

　その特とく徴ちよう的な姿、見間違えるはずがない。

　強力な邪眼を持つ蛇の王。

　邪眼蛇バジリスク。

　奴は、俺の目と鼻の先で「しゅるるるる」と舌を鳴らしていた。

（こんなに近づいてるのに未いまだにバジリスクに気付かれてねえってのは、マジで『気配消失』のおかげだな……）

　バジリスクは周囲の熱を感じ取り、漆しつ黒こくの闇やみの中でも獲え物ものの位置を確実に見定める感知器官を持っている。言うなれば、自分と獲物との間に壁かべがあったとしてもお構いなしに位置を的中させる、バジリスクが持つ第六感だ。

　そんな高性能な探知能力を持つバジリスクに俺が気付かれていないのは、俺が得意とする『気配消失』のおかげ。魔力でできた特とく殊しゆな膜まくで自らを包み込むこの魔術が、俺の姿や声、匂においだけでなく、体温までをも覆おおい隠かくしているからである。

（にしても、マジでデカいなこいつ……）

　ふと思ったのは、そんな極ごく々ごく有り触ふれた感想。だが、それは仕方のないことだと自分で言える。今俺の目の前に居るバジリスクは今まで出会ってきた魔物とは比べ物にならないほどの巨大さを誇ほこっているのだから。

（二十メートル……いや、三十メートルってところか？　何食ったらあそこまでデカくなるんだよ……）

　バジリスクを見るのは初めてだが、まさかここまでデカいとは……そりゃあ簡単には倒たおせねえよな、この巨大さだと。

（よりにもよって馬ば鹿かデカいバジリスクがもっとデカくなるとか流石に勘かん弁べんしてほしいんだが──って、ん？）

　ふと、俺の視界に映り込むものがあった。

　位置としては、バジリスクから少し離れたダンジョンの床ゆか。石製の床に乱雑に転がるそれは、半はん透とう明めいの皮のようなものだった。

　長く、そして大きなそれを見て、俺はその正体を瞬時に悟さとった。

（バジリスクが脱だつ皮ぴした後の残ざん骸がい、か）

　見た感じ、まだ皮にはぬめりが残っている。どうやらこのバジリスクは脱皮したばかりであるらしい。だから鱗もこんなに綺き麗れいなのか……。

（これは……脂か？　外から付着したってーよりは、鱗自体から放出したって感じに見えるな。……もしかして、バジリスクはスムーズに皮を脱ぬぐために鱗から脂を分ぶん泌ぴさせるのか……？）

　これは驚おどろきだ、新たなる発見と言ってもいい。まさかバジリスクの脱皮にこんな絡から繰くりがあったとは。蛇へびの脱皮は角質が剝はがれる──つまりは『垢あか』と原理は同じらしいし、ぽろぽろと長い時間を掛かけて取れるものと勝手に思ってたんだが……どうやらそれは思い違ちがいだったらしい。

　というか、鱗から脂を分泌するって……どんな原理なんだろうか。硬い鱗一つ一つに汗かん腺せんみたいな小さな穴があるとか？

（おっと、動き出したな）

　ずり……ずり……と重い身体からだで床を擦こすりながらゆっくりと移動を始めるバジリスク。その進行方向は──シルフィ達が待機しているはずの場所だ。おそらくはユーリが持つ強大な魔力に吸い寄せられているんだろう。

　ダンジョンを進む蛇の王の真横にて、超ちよう至近距離から観察を続ける。まあ、バジリスクの身体に接せつ触しよくしてしまった瞬間に『気配消失』は解けてしまう為ため、一定の距離を保ちながらではあるが。

　ずり……ずり……。

　バジリスクの移動音が静かなダンジョンに響ひびき渡わたる。バジリスクはその巨体に見合った緩かん慢まんな動きが特徴の魔物であり、このバジリスクも例に漏もれず、とてつもなく動きが鈍い。移動速度はおろか、首を動かす速度すら緩慢だ。大きく成長しすぎたからこそのデメリットというヤツなのだろう。

（移動速度が遅いなら、その内に──っと）

　今回の偵察の目的のひとつはバジリスクの生態調査だ。ということは、ダンジョンに捨て置かれたバジリスクの古い皮も詳くわしく調べる必要がある。どうせクソ遅い速さでしか動けねえだろうし、その隙すきにさっさと調査を済ませてしまおう。

　シーク特有の俊しゆん敏びんな動きで先程の位置へと戻もどり、床に転がる脱皮皮の観察を開始。ぬめりが残る皮を指で抓つまむと、僅わずかではあるが魔ま力りよく抵てい抗こうを感じた。

（バジリスクが魔術に強い理由は皮にありましたー、ってか？　まあ、これは別に新たな発見でも何でもねえかな。バジリスクに対魔力性能があることは周知の事実だし）

　ただ、それが皮に搭とう載さいされていたというのは知らなかったけれど。バジリスクの皮なんて今まで誰も採取してこなかったしなあ……今日だけでたくさんの新発見だ。これはもうギルドに情報提供してたんまりと謝礼を貰もらわなくちゃな！

（とりあえず、これは持って帰ろう。ギルドへ提供するのと……それと、何かの役に立つかもしれんし）

　皮を綺麗に折り畳たたみ、腰こしのポーチへと仕し舞まい込む。無む駄だにデカくておまけにやけに頑がん丈じようだったので折り畳むのは手間だったが、それでもなんとか収納することに成功した。

　皮の採集を終えたところで、バジリスクの後を追う。予想通り、動きの鈍いバジリスクは割と近い場所を未だに這はっていた。

（よし、そろそろ始めるかな）

　バジリスクはそもそもこの階層に居るはずのない魔物なので、現状、これ以上調査できることはない。よって、これからシルフィ達に合図を出し、バジリスクの討とう伐ばつに移らなくては。

　懐ふところから小こ振ぶりの球体──閃せん光こう玉を取り出し、栓せんを抜ぬくと、バジリスクの鼻先にそれを投下。直後、眩まばゆい光の爆ばく発はつが辺り一面を包み込んだ。

「キシャ──シャラルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルッ!?」

　バジリスクの特徴的な悲鳴が上がる。奇き襲しゆうは成功。目を焼かれたバジリスクは激痛に耐たえるように長い身体でのた打ち回っていた。

　磨みがき抜かれた短たん剣けんを手に取ると、こちらに駆かけてくる仲間達の姿を見ながら俺はニィィと笑みを浮うかべる。

「恨みはねえが、ここでくたばってもらうぜ──蛇へび野や郎ろう」

　俺の短剣がバジリスクの右目に突つき刺ささり、そして戦いが始まった。







　──ミストからの合図だ。

　遠くで炸さく裂れつした閃光玉を確かく認にんしたシルフィ達は瞬しゆん時じにそう判断し、彼のもとへと移動する。

「待たせたな、ミスト。加勢する！」

「おう！」

　バジリスクの攻こう撃げきを回かい避ひしながらナイフを投げていたミストは床を蹴けり、シルフィの背後へと跳ちよう躍やくする。前衛の陰かげから攻撃を叩たたき込む、シーフならではの行動だ。

　ミストを見失ったバジリスクは残された左目で周囲を見み渡わたす──そして、ユーリの姿を目視した瞬間、高らかな嘶いななきと共にユーリ目め掛がけて突とつ進しんする。

「やっぱりユーリの魔力に惹ひかれているみたいだね……」

「生あい憎にくと、ユーリは我がパーティのマスコット役なのでな。魔物風情に献けん上じようするつもりは毛頭ない！　──でやああっ！」

　シルフィは長剣を鞘さやから抜き、バジリスクの丸太の如き胴どうを一いつ閃せんする。しかし、耳を劈つんざく金属音と共に彼女の剣けんは弾はじかれてしまう。剣聖と呼ばれる自身の一撃をいとも容易たやすく弾くバジリスクの脅きよう威いの防ぼう御ぎよ力に、シルフィは思わず眉まゆを顰ひそめる。

　が、そんなことは想定内。

　シルフィは小さく舌打ちすると、

「ハイネ！」

「了りよう解かい！」

　シルフィの短く簡潔な叫さけび。名前を呼ばれただけで指示の内容を察したハイネは彼女の横を駆け抜け、素す早ばやくバジリスクの顎がつ下かに潜もぐり込むと──

「とうりゃっ！！！」

　──固く握にぎり締しめられた拳こぶしをバジリスクの顎に叩き込んだ。

　殴なぐられたバジリスクの身体が大きく仰のけ反る。バジリスクは通常の蛇とは異なり、鱗が顎下にまで展開されている。故ゆえに、ある程度のダメージならば簡単に防がれてしまうのだが──ハイネは拳一つでその防ぼう壁へきをいとも容易く突とつ破ぱした。

　だが、それだけでは終わらない。

　ハイネ・アインツフォンは僅かな隙も決して見み逃のがさない。

「おおおおおりゃぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ！！！」

　打つ、打つ、打つ、打つ。

　両の拳がバジリスクの鱗を叩き、その余波が空気を震ふるわせる。

　拳、拳、拳拳拳拳拳拳拳拳──────拳。あまりにも速すぎる連打が二つの拳を十にも百にも千にも増やす。

　千連拳。

　熟練の武ぶ闘とう家ですら習得が難しいとされる究極奥おう義ぎを、しかし、ハイネは十九歳という若さでいとも容易く己おのれの技わざとしている。天才だからというだけではない。彼の類たぐい稀まれなる才能が想像を絶する努力で磨かれ、この奥義の習得に彼を導いたのだ。

「──────ッ！」

　ハイネの攻撃を受けたバジリスクの声にならない咆ほう哮こうがダンジョンに木こ霊だまする。武闘家の奥義をもろに受けたのだ。そのダメージは想像を絶する。

　しかし、当然、殴った当人もノーダメージとはいかないようで、

「あ痛たたた……か、かったいなあ、このバジリスク……」

　右手に息を吹ふきかけながら、泣き言を漏らすハイネ。通常の魔ま物ものであればこんなことにはならないのだが……相手はフロアボス級の魔物である。やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　バックステップで後退しながら、ハイネはシルフィに叫ぶ。

「シルフィ、正面からじゃ無理だ！　硬かたすぎる！」

「忠告ご苦労！」

　ハイネと入れ替かわる形でバジリスクの下へと潜り込むシルフィ。しかし、今度は隙など無く、二度は無いと言わんばかりにバジリスクは身体を捻ひねると、二本の牙きばでシルフィに襲おそい掛かった。

　だが、それは予想通り。

　シルフィの狙ねらいは、バジリスクの嚙かみ付き攻撃そのものにある。

「鱗うろこが駄だ目めなら──こうするまでだっ！」

　長剣を振ふれる間合いではない。勿もち論ろん、シルフィは武闘家ではないので拳で対処できるはずもない。万ばん事じ休す──否いな、シルフィの武器は剣だけではない！

　右手をバジリスクの口内に突っ込み、左ひだり腕うでを駆く使しして閉口を阻そ害がい。残った隻せき眼がんを白黒させるバジリスクと目を合わせないように気を付けながら、シルフィは詠えい唱しようを開始する。

「求めるは全すべてを切り裂さく烈れつ風ぷうの刃やいば。

　望むは全てを穿うがつ迅風の牙！

　大いなる旋せん風ぷうよ。我が求めに応じ、その力を貸し給たまえ！」

　シルフィの右手に集められた魔力が姿を変える。風の精せい霊れいの力を借りた、全てを切り裂く風の刃へと、姿を変えていく。

　準備（詠唱）は整った。後は、これをぶちかますだけ──っ！

「穿てッ──『烈風刃ブレイド・エア』ッッッ！！！」

　キュガッッ！　という、空気が爆発する音が響く。それは風の刃がバジリスクの内側を切り裂いた音。術を放ったシルフィは勝利を確信し、ニィィと口角を上げる。

　──しかし、それは大きな間違いだった。

　通常の魔物であれば、確かに今の攻撃で撃げき破はできていたかもしれない。体内に直接魔術をぶち込んだのだから、当然、十分すぎるダメージを与あたえることができていたことだろう。

　だが、先程も言ったが、バジリスクの性能は他の魔物とは大きく異なる。大きさや破は壊かい力──そして耐たい久きゆう力でさえも。

「ぐっ──退どけ、シルフィ！　まだそいつは倒たおれてねえっ！」

「っ、な!?」

　バジリスクの尾おに短剣による斬ざん撃げきを叩き込んでいたミストからの叫びに顔を上げるシルフィであったが、時既すでに遅おそかった。

　バジリスクはミストを弾き飛ばすと、十二分にしならせた尾を真横に振り──そして自らを傷つけたシルフィの鳩みぞ尾おちに丸太のような尾を勢い良く叩き込んだ。

　ゴッギィィィィィッ！　と、シルフィの鎧よろいが大きく拉ひしげた。

　バジリスクの強きよう烈れつな一撃にシルフィの足が地を離はなれ、そして弾だん丸がんのように放たれた。しかしシルフィは空中で体勢を立て直し、ちょうど軌き道どう上に居たユーリを踏ふみつぶす形で見事な着地を決めた。

「ぷぎゅっ!?」

　腹を踏みつぶされたユーリの可愛かわいらしい悲鳴がダンジョンに響ひびく。

　そして、シルフィを心配するミストの叫びもダンジョンに響いた。

「大だい丈じよう夫ぶかシルフィ!?」

「問題ない！　ちょうど良いところにユーリが置いてあったからな！」

「それは何よりだ！」

「まずは私を心配するべきじゃないんですかねえ!?」

　そう叫ぶユーリだが、傷はおろか何な故ぜか衣服に汚よごれすらついてない。それは戦せん闘とう開始直後に密ひそかに唱えていた『防護魔術』のおかげである。

　三人がコントを繰くり広げる中、ハイネは一人、バジリスクと打ち合っていた。迫せまりくる牙を拳でいなし、襲い来る尾を跳躍で回避する。バジリスクの動きは緩かん慢まんなので対応自体はそこまで難しくないが、その反面、巨きよ体たいから放たれる一撃一撃の重さがネックとなっていた──いや、それだけではない。

　顎に拳を叩き込む──異常なまでに手応えがない。

　頭に肘ひじを叩き込む──鱗に傷一つ入らない。

　ここでハイネは確信した。攻撃がいきなり通用しなくなった。これは自身が疲ひ弊へいしているからという訳ではない。もっと単純な理由。それは──

「──いきなり防御力が跳はね上がった……っ!?」

　凄すご腕うでの武闘家であるはずのハイネの攻撃が見事なまでに撥はね除のけられるというまさかの事態。先さき程ほどとは打って変わって、彼の攻撃がバジリスクに効いている様子はない。鱗には傷一つ無く、まるで全ての攻撃が無効化されているようだ。

　どうしていきなり硬くなった？　どういう絡から繰くりなんだ──常に余よ裕ゆうの態度を崩くずさないハイネの顔が焦しよう燥そうに染まる。

　と、その時。

「目ェ瞑つぶれ、ハイネ！」

「っ！」

　ほぼ反射のようなものだった。

　仲間からの短い叫びを受けたハイネは両目を瞑る。その直後に彼のやわらかな髪かみを掠かすったのは、ミストが放ったナイフだった。

　バジリスクの鼻先に直撃したナイフは赤熱し、直後、周囲に強大な爆ばく発はつと爆音を轟とどろかせる。それは先日、商店街にてミストが武器屋の主人に無理矢理購こう入にゆうさせられた爆発機能付きナイフだった。

　爆発の余波を受けたことで全身を煤すすに染めるハイネの首根っこを摑つかむと、ミストは𠮟しつ責せきするように彼に告げる。

「一いつ旦たん退ひくぞ！　態勢を立て直す！」

「た、確かに、それが得策かもしれないね……」

「シルフィもそれでいいな!?」

「異論はない！」

「よし、全力で退たい避ひっっ！」

「私に確認してくれてもいいんですよ!?　ねえ、聞いてます？　ねえってばーっ！」

　ユーリの悲痛な叫びをＢＧＭに、一行は屈くつ辱じよくの敗走を余よ儀ぎなくされた。







　まさかこんなに苦戦するとは思ってもみなかった。

　バジリスク討とう伐ばつ戦。確かに手てこずるとは思っていたし、簡単に攻こう略りやくできる相手ではないことぐらい覚かく悟ごしていた。──しかし、まさかここまでの相手とは。逃とう亡ぼうの一手となったナイフに関しては感謝してもし切れない。まさかあの色物ナイフが役に立とうとは……明日にでもおっちゃんに礼を言っとかなくてはな。

　仲間たちの様子を流し目で確かく認にんする。

　ハイネ──己の拳こぶしに悔くやしそうな視線を向けている。

　ユーリ──何故か恨うらみがましい視線を俺に向けてきている。

　シルフィ──拉げた鎧の調子を叩たたいて確かめている。

　今は先程とは異なる第二階層で一旦の小休止を挟はさんでいるが、あまりここに長居する訳にもいかない。与えたダメージは時間の経過と共に徐じよ々じよに回復していくし、そして何より時間を掛かければ掛けるほど、こちらが心身ともに疲弊してしまうからだ。いくら凄腕の冒ぼう険けん者と言っても、俺達は所しよ詮せん人間だ。ダンジョンという閉へい鎖さ空間に居続ければストレスも溜たまるし疲つかれもする。慣れてはいるが、適応できている訳ではないのだ。

　それに、バジリスクに苦戦していることもストレスの増長に一役買ってしまっている。これが（言い方は悪いが）そこまで大したことのない初心者冒険者であれば諦あきらめるか次の機会に頑がん張ばろうと思うのかもしれないが、俺達はこれでも熟練した凄腕の冒険者だ。冒険者の中でも上位に位置する俺達がここまで苦戦しているというこの状じよう況きようはハッキリ言ってストレスでしかない。冒険者はレベルが上がれば上がるほど逆境に強くなると言うが、あれは噓うそだと思う。俺に言わせれば、冒険者はレベルが上がれば上がるほど異常なまでに逆境に弱くなる。自分の力が通用しない相手の出現──高すぎる壁かべを熟練した俺達が乗り越こえるための努力を想像するだけで胃が痛くなってくる。頑張れば越えられる高さの壁だからこそ頑張れるのだ。俺達の前に立ち塞ふさがっているこの壁は──認めたくはないが高すぎる。

　苛いら立だちを鎮しずめるために頭を搔かき毟むしっていると、ハイネが沈ちん黙もくを破るようについに口火を切った。

「それで、これからどうする？」

「そうだな……とりあえず、先程の戦いで脅きよう威いに感じたことを挙げていくとしよう。まずはミスト、何かあるか？」

「そうだな……なんつっても、あの馬ば鹿かみてえな硬さが問題だな。ハイネの拳こぶしだけじゃなくシルフィの剣けんさえ弾はじかれる始末だ。傷つける手段すら浮うかばねえよ」

　最強の剣士の一撃を弾く驚きよう異い的な防ぼう御ぎよ力。まあ、シルフィは一撃の重さよりも攻こう撃げきの速さを重視する剣士なので攻撃を弾かれること自体はそう珍めずらしいことではないのだが……それにしたって傷一つ付かないというのは少し異常だ。

　それに気になることもある。ハイネの攻撃が途と中ちゆうから通用しなくなったこと。あれはどういう理り屈くつなのか。その原理を解明しない限り、俺達に勝利は無い（と思う）。

「それと、バジリスク特有の異常なまでの魔防がネックだな。シルフィの攻撃呪じゆ文もんを口内に直接叩き込まれておきながら、まさかそれに耐たえるなんてなあ」

「ユーリの魔術であれば撃破も可能だったのだろうがな。私はそこまで魔力が多い方ではないからな……」

「ユーリをバジリスクの口の中に放ほうり込んで攻撃魔術をぶっ放してもらうってのは？」

「それだっ！」

「それだっ！　じゃねえですよ！　バジリスクに丸まる吞のみされた挙句に火だるまにまでなれっていうんですか!?　鬼おにですかあなた達は！」

「「俺（私）はお前を信じている！」」

「こういう時だけ信しん頼らいしやがって！　うわーん！」

　泣き崩れてしまったユーリは無視しておくとして、話し合いを続行するとしよう。

「でもさ、結構良い案だとは思う訳だよ、今の」

「ユーリを口の中に突っ込む、という案についてか？」

「そうそう」

「そろそろ本気で号ごう泣きゆうしますよ!?」

「まあ、落ち着けって。別にお前をからかうつもりも捨て石にするつもりもねえってば」

「だったら──」

「まずは俺の話を聞けって、な？　そもそもユーリは大切な仲間なんだから、見捨てる訳ねえだろ？　だからまずは話を聞いてくれ。文句や批判はその後にいくらでも聞いてやっからさ」

　ユーリの頭を軽く撫なでながら微笑ほほえんでみる。

　擽くすぐったそうに身じろぎしながら、ユーリは（何故か）頰ほおを朱あかく染めると、

「……わ、分かりました。ミストがそこまで言うのでしたら、話を聞くのも吝やぶさかじゃないです。私はあなたを信じます」

「おう、ありがとな」

　ユーリに微び笑しようを返す──と、何故かシルフィに肩かたを小こ突づかれた。

「たっ。な、何だよシルフィ。いきなり殴なぐったりなんかして……」

「べっつにぃー？」

「いや、でも、妙みように不ふ機き嫌げんそうだし……」

「べっっつにぃぃぃー？」

「そ、そうか。それなら、うん、別にいいんだけど……」

　よく分からんが、これ以上は単に墓穴を掘ほるだけになりそうなので、話を先に進めることにしよう。

「シルフィの魔ま術じゆつでバジリスクが倒たおれなかったのは予想外だった。けど、やっぱりユーリの攻撃魔術なら致ち命めい傷しようぐらいは与あたえられるはずなんだよ」

「その根こん拠きよは？」

「根拠はねえよ。単純に勘かんだ。……けど、俺はユーリを信じてる。黒魔術師界随ずい一いちの破は壊かい力を誇ほこるユーリ・カルディナだぜ？　その破壊力は、ユーリをパーティにスカウトしたお前が一番分かってんだろ。ダンジョンを物理的にぶっ飛ばしたあの破壊力ならバジリスクの一体や二体どうってことねえよ」

「別に破壊力だけでユーリをスカウトした訳ではないのだが……まあ、良い。それで、ユーリよ。ここまで期待されているが、大丈夫か？」

（何故か）頰を仄ほのかに赤く染めたユーリは（何故か）俺の顔を恥はずかしそうにちらちらと見ながら、

「じ、自信は無いですが、やってみせます。私の取り柄えは破壊力だけですし。先程の戦いじゃみんなの力になれなかったですし、次こそは活かつ躍やくしてみせます。……それに」

「それに？」

「……な、何でもないです」

「何を遠えん慮りよしているのだ？　はっきりと口に出して言えば良いではないか。私に聞こえるように大きな声ではっきりと叫さけべば良いではないかああん？」

「何で喧けん嘩か腰ごしなんだよ怖こわいよお前」

「い、言ってやるですよ！　……ミストが居ない所でならいくらでも！」

「何で俺が居ちゃダメなんだよ」

「ミストは黙だまっていろ。これは女の──いや、私とユーリの戦いなのだ！」

「ですです！　ハイネならともかく、ミストは黙っててください！」

「理り不ふ尽じんすぎやしませんかねえ!?」

　バチバチと火花を散らすシルフィとユーリに肩を竦すくめつつ、俺は盛せい大だいに溜息を吐つく。

「……とにかく、だ。異常なまでの防御力と耐たい久きゆう性。まずはこの壁を打破しようぜ」

「異論はない。異論はないが、その壁をどう取っ払ぱらう？　私達が持っているカードのほとんどは既すでに切られているのだぞ？」

「ですです。私もそれは気になります」

「お前ら仲直りすんの早ぇなオイ」

「僕もそれは気になるな。さっきの短い戦いの中で打開策なんて見つけられるはずがなかった。君はどうやってあの鎧よろいを突とつ破ぱしようとしてるんだい？」

「いや、今は突破口なんて見つかってねえよ───今は、な」

「うん？　どういうことだ？」

　可愛かわいらしく首を傾かしげながら、シルフィがそんなことを聞いてくる。

　俺は彼女の方を振ふり返り、

「分からねえか？　俺達が魔物に対して今までずっとやってきたことだよ」

「あっ……」

　俺の言いたいことにようやく気付いた彼女に俺は口角を上げながら、




「生態調査──取材だよ。バジリスクの生態を調査し、打開策を見つけるんだ」







　───居た。

　薄うす暗ぐらいダンジョンの中。先さき程ほどと同じ第四階層に、ヤツは居た。

　邪眼蛇バジリスク。

　剣聖率いる上位パーティの攻撃を受けても尚なお、致命傷を負わなかった蛇へびの王はその巨きよ体たいを床ゆかに引き摺ずりながら重厚な音と共に移動している真っ最中だった。

『俺の一度目の調査で分かったことは全部で二つ』

　バジリスクから三メートルほど離はなれた場所、位置は右後方。動きの一つ一つを注視して尾び行こうしながら、俺は数分前の仲間達との会話を想起する。

『一つ目は、バジリスクの皮には魔防機能が搭とう載さいされてるってこと。さっき拾ったこの脱だつ皮ぴ皮だが、剝はがれ落ちた今現在でもある程度の効力はまだ残ってる』

『バジリスクの皮、か……ユーリよ。この皮でバジリスクの邪眼を防ぐことはできないのか？』

『分からないです。そもそも魔術と呪じゆ術じゆつは似て非なるものですし……魔術を防げるからと言って呪術をも防げるとは限らないです』

　少し距きよ離りを詰つめ、バジリスクの身体からだをまじまじと見つめてみる。鱗うろこには斬ざん撃げきや殴おう打だの痕あとがくっきりと残っていた。やはりバジリスクからしても無傷という訳にはいかなかったようだ。俺が最初に斬きり潰つぶした片目もまだ潰れたままだし、自己修復能力がある、という最悪なオチだけは避さけられているみたいでちょっと安心する。

『二つ目は、バジリスクの鱗には脂みてえな液体が分ぶん泌ぴされる機能があるってこと。皮を脱ぬぎやすくするための機能だと推理してんだが……正解かどうかはいまいち分からん』

『潤じゆん滑かつ油のようなものなのかもしれんな』

『潤滑油ってことはよく燃えるってことなのかもね。ユーリの攻撃魔術で火ひ達磨だるまにできるかもしれない……どうかな？』

『鱗ではなく体内に直接ぶちかませば大だい丈じよう夫ぶかもしれないですが、今のままでは何とも言えません……』

　そういえば、バジリスクに集中してばかりで今まで全く気付いてなかったが、ゴブリンとかオークとかいう下級魔物の姿が何ど処こにも見えねえな。自分達じゃあ到とう底てい敵かなわないバジリスクの出現を受けて巣に引っ込んじまってんのかね。……今ふと「今度取材しねえとな」なんて思っちまった俺はかなりシルフィの奴やつに汚お染せんされちまってるのかもしれない。

『よく見ると皮にしては分厚いですが、やはり頑がん丈じようだったりするんですかね？』

『ダメージの種類によるみたいだぜ？　引っ張ったりしてもびくともしねえけど、表面を地面にこすり付けたりしたらすぐに破れちまうみてえだ』

『頑丈で大きな皮、か……もしかしたら何かに使えるかもしれないね』

『なるほどな。……それでは、これからミストにはバジリスクの弱点と成り得る生態を調査してもらう。その間、我々は武器の手入れなど、戦いの準備を進めておくのでお前一人での調査となってしまうが……大丈夫か？』

『問題ない。むしろ一人の方がやりやすいぜ』

『失礼な物言いだが、今回は見み逃のがしてやろう。──頼たよりにしているぞ、ミスト』

『おうよ、任せとけ』

　仲間達とのやり取りを全すべて思い出した──その直後、バジリスクの動きが不意に止まった。

「……っとと」

　突とつ然ぜんの停止に反応が遅れ、バジリスクと衝しよう突とつしてしまいそうになるも、その場で踏鞴たたらを踏ふんで何とか回かい避ひすることに成功した。シーフのくせに尾行中にターゲットと衝突なんて流石さすがに笑い話にもならねえ。もっと気を引き締しめねえと……。

　というか、何でいきなり止まったんだ？　尾行中の俺に気付いたって感じじゃなさそうだが……。

　なんと、バジリスクが床に頭を擦こすり付つけ始めたのだ。

（なんだ……？）

　床を這はう時とはまた違ちがう、意図的に身体を痛めつけようとする鈍にぶい音。執しつ拗ように頭を床に擦り付けるその様子はただの自傷行こう為いにしか見えないが、俺は気づいた。

　バジリスクの鼻先の皮が徐じよ々じよに破れていっていることに。

（もしかして、脱皮してんのか……っ？）

　初めはただの予感だったが、バジリスクがもがけばもがくほど古い皮が徐々に剝げていくのを見て、それは確信へと変わっていった。

　バジリスクが皮を脱ぐ速度は決して速くなかった。ゆっくり丁てい寧ねいに、手足のない身体を床や壁かべに擦り付けながら緩かん慢まんな動きで皮を脱いでいく。あちらこちらに身体を擦りつけているせいで鱗に無数の傷が刻まれていくところを見てると妙な感動を覚えてしま──

（──ん？）

　何かが引っ掛かかった。

　頭の隅すみの方、喉のどに小骨が刺ささったかのような違い和わ感が俺を襲おそった。何だ、何がそんなに気にかかっている？　俺は何に対して違和感を覚えてんだ……？

（もう一度思い出せ。俺がさっき何を考えていたのかを……っ！）




　──バジリスクが皮を脱ぐ速度は決して速くなかった。ゆっくり丁寧に、手足のない身体を床や壁に擦り付けながら緩慢な動きで皮を脱いでいく。あちらこちらに身体を擦り付けているせいで鱗に無数の傷が刻まれていくところを見てると妙な感動を覚えてしま──




（──そうだ、傷だっ！）

　バジリスクの鱗に傷が付く。普ふ通つうであればそこまで気に留める必要のないことなのかもしれない。だが、バジリスクはハイネの攻こう撃げきでも傷一つ付かないほどの強敵だ。それが床に身体を擦り付けただけで傷だらけになるなんて……どう考えても違和感しかない。あまりにも脆もろすぎる。

　バジリスクの脱皮を眺ながめながら、こう考えてみる。

　バジリスクは脱皮することで自身の傷を治す。しかし、脱皮直後の鱗などはまだ脆く、徐々に時間を掛けることでダイヤモンドの如ごとき硬かたさへと成長していく──という推論。あくまでも机き上じようの空論だが、こう考えれば、先程のハイネの苦戦にも説明がつく。ハイネの攻撃がいきなり通用しなくなったのは、成長過程だった鱗がちょうど成長を終えたからだったに違いない。

　つまり、脱皮した直後のバジリスクには俺達の攻撃も通用する。

　今この時こそがまさに攻撃のチャンスなのだ。

（今は一人だが、やるしかねえ。合図を出した後、あいつ等が来るまでの間、俺一人で可能な限りのダメージを与えるしかねえ！）

　逸はやる心を落ち着かせつつ、ぐるりと周囲を見み渡わたす。

　バジリスクが暴れても問題ないほどに天てん井じようは高い。長い年月によって老ろう朽きゆう化かが進んでいるのか、天井や壁、床にはいくつもの亀き裂れつが入っていて、そこから伸びた細い根が空間を覆おおうように張り巡めぐらされている。床には瓦が礫れきの他にも宝箱や錆さびた武具などが転がっている。戦いを邪じや魔まするようなものはどこにもない。決着をつけるには、まさに打って付けの場所と言えるだろう。

　短剣を抜ぬき、バジリスクとの距離を詰める。眼前には未だに脱皮に手間取っている巨大蛇へびの姿が。今ならやれる。むしろ今しか攻撃のチャンスは無い──しかし、俺が攻撃を仕し掛かけようとしたまさにその瞬しゆん間かん、耳を劈つんざく奇き声せいがダンジョンに響ひびき渡わたった。

「っ!?」

　反射的に声のした方──三時の方角を向く。そこには一体のゴブリンが居た。手には斧おのを持っている。どうやら自分達の縄なわ張ばりに侵しん入にゆうしてきたバジリスクに対して激げき怒どしているらしかった。

「ぎゃぎゃぎゃっ！」

「シュラララ……」

　斧を振って威い嚇かくするゴブリンをバジリスクは隻せき眼がんで睨にらみつける。これが普通の蛇へび睨にらみであればゴブリンが怯ひるむぐらいで済んだのだろうが、こいつは邪眼蛇バジリスク。目を見た者を石のように硬こう直ちよくさせる呪術を瞳ひとみに宿す蛇の王である。

「ぎゃぎゃ、ぎゃぎゃぎゃ──ッッッ」

　争いが起きる暇ひまなんて無かった。バジリスクの瞳を真正面からまともに見てしまったゴブリンは数秒の悶もん絶ぜつの後にビギリと硬直し、そして動かなくなってしまった。見た感じまだ息があるので死んではいないようだが、それでもその命はそう長くは続かない。身体が硬直してしまっているのは全身の筋肉を無理矢理固められてしまったからであり、そうなっては生命活動に欠かせない臓器を動かすことすらままならない。数分と経たたない内に息絶えてしまうに決まっている。

　その予想通り、ゴブリンの瞳から生命の色が消え失うせ、そして息絶えてしまった。本来であれば餌えさとして食すのだろうが、今のバジリスクは脱皮の真っ最中だ。食事をしている余よ裕ゆうなどないのだろう。

　既すでに身体の三分の一までの脱皮が終しゆう了りようしている。少々出で遅おくれたが、そろそろ攻こう勢せいに移るとしよう。このデカブツとの戦いを終わらせるために。

　懐ふところから閃せん光こう玉を取り出し、栓せんを抜いてバジリスクの前に投とう擲てき。爆ばく発はつする前に素す早ばやく目を瞑つぶり、──そして、辺り一面を激しい閃光が包み込んだ。

「キシャラララララララ──────ッ!?」

　バジリスクの甲かん高だかい悲鳴が上がる。炸さく裂れつした閃光に目を灼やかれたんだろう。あれでは自じ慢まんの邪眼も使えまい。

　今がチャンスだ。脱だつ皮ぴ途と中ちゆうで動けず、持ち前の防ぼう御ぎよ力も無く、視力と邪眼を一気に奪うばわれてしまっているこの状じよう況きようこそが、最後のチャンスだ。

「リベンジさせてもらうぜ、ヘビ野や郎ろうっ！」

　暴れ狂くるう蛇の王の背中を、俺は短剣で勢いよく斬り裂さいた───っ。







　バジリスクが視力を取り戻もどし、更さらに鱗が成長し切るまでの短い間。正確なタイムリミットは誰だれにも分からない。しかし、残り時間がどれだけであろうが、ミスト達がやることは変わらない。

　ミストが放った閃光玉。

　それは先さき程ほどと同様、シルフィ達へ開戦を知らせる合図となる。

　シルフィ達がここまでたどり着くまで、早くても一分といったところか。隠おん密みつ行動と奇き襲しゆうを得意とするシーフが一人で場を持たせるにはかなり分が悪い状況であるが、しかし、ミストは逃にげ出すことなくバジリスクに彼らしい戦術で挑いどんでいた。

「っらぁっ！」

　奪われた視力を取り戻しつつあるバジリスクの死角を意識しながらステップで位置を調整し、脱皮したばかりの箇か所しよを短たん剣けんで斬りつけていくミスト。鱗を上から直接斬るのではなく、鱗と鱗の間を抉えぐるようにして刃はを潜もぐり込ませ──そして剝ぎ取る。時間の経過と共に鱗が強固になるのであれば、鱗そのものを剝ぎ取ればいい。シーフの軽い攻撃では致ち命めい傷しようを与あたえられないのだから、この後の戦せん闘とうへの布石を作ることを第一に考えればいい。

　ミストの斬撃にバジリスクは激しく身を捩よじじらせる。その動きに連動するように脱だつ皮ぴが進んでいくのを見てミストは思わず舌打ちする。

　──その直後のことだった。

　美しいハーフエルフの剣けん士しがバジリスクの横っ腹を一いつ閃せんした。

「─────────ッ！！？？？」

　声にならないバジリスクの悲鳴。しかし、それを塗ぬり潰つぶすようにハーフエルフの剣士は凜りんとした声をミストの鼓こ膜まくに響かせる。

「攻撃が通る!?　どういう理り屈くつだ、ミストっ？」

「説明は後だ！　とりあえず攻撃しまくれ！　剣聖なんだからいけんだろ！」

「戯たわ言ごとを！」

　剣を水平に構え、シルフィは紡つむぐ──己おのれを昇しよう華かさせる、魔の旋せん律りつを。

「鬼き神しんの如き力強さを我に──『筋ア力ー増ム強ズ』

　武神の如き強きよう靭じんさを我に──『肉体強化ストレングス』

　雷らい光こうの如き俊しゆん敏びんさを我に──『速ブ度ー増ス加ト』

　旋せん風ぷうの加護を我が武器に───『風属性付与エンチヤント・ウインド』」

　淡あわい光が彼女の肉体を包み込み、剣が旋風を身に纏まとう。

「我が斬撃を受けるが良い───はあああっ！」

　一枚、二枚、三枚四枚五枚……目にも留まらぬ素早い剣けん捌さばきと細身の身体からだに似合わぬ重い一撃がバジリスクの打所を次々と斬きり飛ばしていく。もう慢まん心しんはしない──そんな覚かく悟ごが彼女の横顔から見て取れた。

　咆ほう哮こうと共に斬撃を加えるシルフィをバジリスクが迎げい撃げきしようとするが、ミストがそれを全力で遮さえぎりにかかる。二人の間に合図は要いらない。今まで共に過ごした時間が彼らに言葉を不要とさせている。

「二人だけで楽しまないでよ──僕だっているんだからさあ！」

　叫さけび、そして拳こぶしを喉のど元もとに叩たたき込むのは、若き武ぶ闘とう家ハイネ・アインツフォンだ。無む駄だなく鍛きたえ上げられた腕うでをコンパクトに畳たたみ、最小限の動きで正拳突きを繰くり出す。威い力りよくが削そがれそうな動きであるが、気で強化されている為ために大岩をも簡単に砕くだく一撃となっている。先程がどうかは知らないが、防御力が最も低い今のバジリスクにこの一撃を防ぐ手立てはない。

「っりゃぁああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

「うららららららららららららららららららららららららららららららららっっ!!」

　剣と拳によるラッシュが空間を震ふるわせる。

　まさに目にも留まらぬ攻勢だった。鱗うろこが拉ひしげ、腹が切り裂かれ、そしてバジリスクの口から甲かん高だかい悲鳴が上がる。

　しかし、彼らの攻撃は欠点も生んでしまっていた。

　その欠点とは──

「──くそっ、脱皮が終わっちまったか……っ！」

　ずたずたに引き千切れた脱皮皮に気付いたミストは吐はき捨てるように舌を打つ。脱皮が終了したとはそれすなわち、バジリスクの並外れた防御力が復活するということであり、実際問題、先程までの攻勢が一転、シルフィとハイネの攻撃の手は明らかに勢いを失っていた。

「駄だ目めだ。前回までではないにしろ、鱗が硬くなってきてる……っ！」

「っ。まだ、まだぁあああああああああああああああああああああああっ！」

　真っ赤に腫はれた拳を押さえながら苦く悶もんの表情を浮うかべるハイネと、剣を弾かれながらも無理矢理斬ざん撃げきを押し通そうとするシルフィ。補助魔術で強化された彼女の斬撃はバジリスクの鱗に傷をつけてはいるものの、致命傷を与えるまでには至っていなかった。

　───何か手はないか。

　無駄とも思える攻こう撃げきを我が武む者しや羅らに加えるシルフィとハイネを後ろから眺めながら、ミストは思考を回転させる。バジリスクを、仲間の攻撃を、そして周囲を素早く見渡し──そして、彼はあることに気付いた。

　異変の発生源は、全部で二ヶ所。

　一つは、バジリスクのすぐ近くにあるダンジョンの壁かべ。そこに走った亀裂の中から、一匹ぴきのスライムが姿を現していた。

　そしてもう一つは、スライムのすぐ近くの石床ゆか。よくよく目を凝こらさないと分からないだろうが、そこには拳ほどの大きさの肉につ塊かい──グールの幼体が転がっていた。

「…………」

　スライムにグール。ミスト達の現在位置的にも、ダンジョン上層部に生息している彼らを見かけることはそれほどおかしなことではない。自身のテリトリーに侵入してきたバジリスクを警けい戒かいしていると考えれば、危険を承知で姿を現したことにも納なつ得とくできる。

　だが、今のミストにとって、そんなことはどうでも良いことだった。

　今、彼が考えているのは、そんなどうでも良いことなんかではない。

（バジリスクの強固な鱗……グール……腐ふ敗はい……スライム……取り込む……）

　思考が巡り、考察が渦うず巻まく。

　そしてそれは、聡そう明めいな青年にこの状況を打破する作戦を与えることになる。

（成功率は微び妙みようだが……やってみるしかねえ、か──っ！）

　考えがまとまった瞬間、ミストは物言わず走り出していた。

「キシャァァアアアアアアアア───────────ッ！」

「っ!?」

　いきなり動いたミストに危機を覚えたのか、バジリスクは大木の如ごとき尻尾しつぽを彼に向かって振ふり回す。攻撃範はん囲い内に居たシルフィはかろうじて攻撃を回かい避ひし、そして思わずミストにこう叫んだ。

「避よけろミストぉっ！」

　ミストからの返事はない。

　だが、その声は確かに届いていた。

　死角からの攻撃。普ふ通つうであれば反応すらできないはずの一撃を、ミストは一いち瞥べつすらせず回避する。要領としては飛び前転。床に手を突つき、一回転し、そのまま床に落ちていた肉塊を手に取ると、それを壁の亀き裂れつに潜ひそんでいたスライムの口にずぶりと突っ込んだ。

「「「────────、は？」」」

　ミストの奇き想そう天外な行動を目撃した仲間達の口から間ま抜ぬけな声が零こぼれ出る。本能で理解できなかったのか、バジリスクすらも一いつ瞬しゆん、その動きを止めていた。

　しかしミストは止まらず、連続的に驚おどろきの行動に出た。

　なんと、亀裂から引っ張り出したスライム──何な故ぜか灰はい褐かつ色しよくに染まっている──を彼はバジリスクの顔面に向かって放ほうり投げたのである。

　呆あつ気けに取られていたバジリスクは回避行動を取ることができず、ミストが放ったスライムをその口で直接受け止める羽目になっていた。勿もち論ろん、次にバジリスクが取る行動はただ一つ──異物の除去である。

「キシャララララララララララララララ────────────ッ!?!?」

　咳せき込むように頭部を前後させ、スライムを吐き出そうとするバジリスク。しかしスライムは抵てい抗こうするように奥へ奥へとその身体を滑すべり込ませていく。

「スライムは隙すき間まに潜り込む習性を持っている……つまり、勝手にバジリスクの体内に入り込んでくれるって訳だ！」

「そ、それは分かるが、どういう意図をもってスライムを投げ込んだのだ？　窒ちつ息そくでもさせるつもりか!?」

　相棒の問いに、ミストは得意げに答える。

「いいや、そうじゃねえ。思い出せよ、シルフィ。スライムってーのは、食ったものによって肉体構造が変わる魔ま物ものだったはずだ。そして俺は、スライムに腐敗能力を持つグールの幼体を取り込ませた。その特とく殊しゆなスライムを吞のみこんだバジリスクが、この後どうなるのか……そんなの、あえて説明するまでもねえだろう？」

「まさ、か……」

「ああ、そのまさかさ」

　びくんっ、と大きく痙けい攣れんするバジリスクを見ながら、ミストはニィィと口角を上げる。




「グールを取り込んだスライムは───バジリスクを内側から腐敗させていく！」




「────────────────────ッ！」

　バジリスクの口から声にならない叫びが零れた。喉元が徐じよ々じよに青黒く染まり始めているのは、体内に潜り込んだスライムによる腐敗の証明である。

「腐敗は範はん囲いを広げていく。シルフィ、ハイネ、これでお前らの攻撃も通るはずだ！」

　ミストは二人に歯を見せながら、ぐっ！　と親指を立てる。

「やっちまえ！」

「ああ！」

「承知した！」

　剣と拳が鱗を叩く。先程まで無敵の防ぼう御ぎよを誇ほこっていたバジリスクの鱗は腐敗により脆もろくなっており、いとも簡単に砕けていく。

「キシャラララララララ────────────────ッ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「おりゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　目にも留まらぬ斬撃が、岩をも砕く拳けん撃げきが、大だい蛇じやの身体を大きく揺ゆらす。

　ミストは二人の邪じや魔まにならないようにバジリスクとの距きよ離りを詰つめながら、後方で待機しているユーリに向かって声を張り上げる。

「ユーリ！」

「な、何ですっ？」

「何です、じゃねえよ！　さっき蛇へび野や郎ろうの口ン中に特大の攻撃魔術ブチ込むって話しただろうが！」

「そういえばそうでした！　し、しかし、どうやって動きを止めるのですか!?」

　今までずっと離はなれた位置で待機していたユーリの悲痛な叫びに、しかしミストは得意げな顔で返答する。

「こうするんだよっっ！」

　それはあまりにも簡単な行動だった。

　バジリスクの巨きよ体たいに全力の体当たりをお見み舞まいする。シルフィとハイネの攻撃によって体勢を崩くずしていたバジリスクの身体は意外にも簡単に浮き上がり──そして壁かべ際ぎわに鎮ちん座ざしていた宝箱へと倒たおれていく。

　普通だったら、宝箱に当たったからなんなんだ、と疑問を持つことだろう。

　しかし、今回はその普通の事例から大きく外れた現象が起きた。

　バジリスクの身体からだが宝箱に触ふれた、まさにその瞬間──




　──宝箱がバジリスクに絡からみついた。




「───っ!?　ミミックですか！」

「おうよ！」

　バジリスクにナイフを投げつけながら、ミストは自信満々に言う。

「これ見よがしに無傷の宝箱が鎮座してやがったからな！　これでも何年もミミックと付き合ってきたんだ、嫌いやでも気付くってもんだぜ！」

「なるほど！　私は全く気付いていませんでした！」

「そんなお前には口内旅行をプレゼントしてやろう！」

「い、いやいやいやっ、今あの中に入ったりなんかしたら私もスライムに腐敗させられてしまいますよ！　せめて外から攻撃する形でどうか、どうかぁっ！」

「（チッ）。しょうがねえ……それじゃあ、ありったけをブチかましてやれ、ユーリ！」

「聞こえましたからね!?　今の舌打ち、ばっちり聞こえていますからね!?　終しまいには泣きますよもおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!?!?」

　目め尻じりに大おお粒つぶの涙なみだを滲にじませながら、ユーリはバジリスク目め掛がけて錫しやく杖じようを構える。

　鱗が割れ、肉が裂さける音が響ひびく中、ユーリは呪じゆ文もんを紡つむいでいく。

「邪じや悪あくを焦こがし、

　邪悪を喰らい尽つくす大いなる爆ばく炎えんよ。

　魔の使いたる我が求めに従い、その務めを果たし給たまえ──」

　それは、ユーリが最も得意とする攻撃魔術。第八階層の一部を消し飛ばし、ミミックを跡あと形かたもなく燃やし尽くした地じ獄ごくの爆炎。悪を滅めつし、邪を打ち破る究極魔術──




「───『破邪滅炎フレア・アツシユッッ！』」




　轟ごう！　という音と共に巨大な火球が放たれた。

　行く先はバジリスクの口内。シルフィの風の刃やいばを容易に受け切るほどの強固な部位に、ユーリが持つ膨ぼう大だいな魔ま力りよくが注がれた爆炎が襲おそいかかる。

「きゃ───っ!?」

　魔術の勢いに負けたユーリの足が地面から離れ、後方へと射出される。床に後頭部から落下する直前でシルフィが彼女を拾い、そのまま地に足を滑らせて衝しよう撃げきを緩かん和わさせた。

「キシャララララララララララララァ───────ッ！」

　口内に放たれた爆炎、その副効果である魔の烈れつ火かがバジリスクを勢いよく吞み込んだ。凄すさまじい速度で火の勢いが増しているのは、脱だつ皮ぴの際にバジリスクの鱗うろこから分ぶん泌ぴされていた潤じゆん滑かつ油が原因だ。バジリスクは身体をよじらせるが、脂に引火した灼しやく熱ねつの炎はそんなことでは消えたりしない。

　──終わった。

　シルフィ、ユーリ、そしてハイネがそう思った。ユーリの魔術の破は壊かい力は冒ぼう険けん者界随ずい一いちのもの。彼女が放つ本気の魔術をもろに受けたのだ。しかも魔防性能の乏とぼしい内側から。これで勝てないはずがない。三人は勝利を確信し、顔に笑みを張り付けてさえいた。

　だが、一人だけ──ミストだけは違ちがった。

　彼だけは気付いていたのだ。バジリスクが口を開くことで魔術の威い力りよくを緩和させようとしていることに。

「保険ってーのはなあ……最後までちゃんと取っておくもんなんだよ！」

　燃え盛さかる触しよく手しゆを踏ふみ台に、ミストはバジリスクの眼前へと跳ちよう躍やくする。その手には半はん透とう明めいの布──いや、バジリスクが脱ぬぎ捨てた古い皮が摑つかまれている。

「全すべて飲み込め蛇野郎！　俺が手ェ貸してやっからよお！」

　皮で口を塞ふさぎ、衝撃を逃にがさないようにする。バジリスクは必死に抵抗するが、皮は破れる気配すら見せない。それどころか、皮に付着していた脂により、炎の勢いが増していた。

　悶もだえるバジリスクを上から見下ろしながら、ミストは口角を上げる。




　しかし、彼は失念していた。

　バジリスクは眼前の敵にこそ本領を発揮するのだということを──ッ！




「っ！　待て、ミスト！　駄だ目めだ──」

　最初に気付いたのはことの様子を眺ながめていたシルフィだった。彼女の悲痛な叫さけびが空気を裂くが、時既すでに遅おそし。バジリスクの妖あやしく輝かがやく隻せき眼がんは既にミストへと向けられていた。

「あ」

　見なければよかったのに──そんな後こう悔かいが頭を過よぎる。しかし、無理だった。人混みの中で誰だれかの視線に思わず振ふり返ってしまうようなものだ。バジリスクの視線を受けたミストは無意識にそちらの方を向いてしまった。

　バジリスクとミストの視線が交こう錯さくする。

　それは、蛇へびの王が持つ邪眼が効力を発揮するきっかけだった。

「くっ、しまっ──」

「ミストッ！」

　バジリスクの鼻先でミストの身体が硬こう直ちよくする。言葉半ばになってしまったのは既に口元の筋肉が硬直してしまっているからか。とにかく、最悪のタイミング、最悪の位置で、ミストは硬直の呪のろいに蝕むしばまれてしまっていた。

　だが、ミストは止まらなかった。

　動かぬ肉体を根こん性じようで駆く動どうさせ、皮を摑む両りよう腕うでに力を込める。──その直後、バジリスクの頭部が不自然に膨ふくれ上がったかと思うと、耳を劈つんざく爆ばく音おんと共に蛇の王は爆散した。

「きゃーっ！」

　破は裂れつしたバジリスクの肉片があちらこちらに飛び散っていく。そのあまりにもグロテスクな光景にユーリは思わず可愛かわいらしい悲鳴を上げてしまう。

「───ッ!?」

　その傍かたわらで、シルフィは気付いた。魔ま術じゆつにより爆散したバジリスク。その体内に存在する毒袋ぶくろの中身が、爆ばく発はつの衝撃で周囲に放たれたのを。

「死んでも尚なお抗あらがうか、バジリスク───ッ」

　毒を斬きり払はらわんと、長ちよう剣けんを握にぎり直す──が、しかし、汗あせで手が滑すべってしまい、長剣は床ゆかへと落ちてしまう。

「ん、なぁっ!?」

　慌あわてて長剣を拾おうとするが、明らかに間に合わない。どっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱな体勢のまま、迫せまる毒から逃のがれるようにシルフィは思わず目を瞑つぶる。

　ばしゃあああっ、と毒を浴びる音がシルフィの鼓こ膜まくを打つ。

　しかし、彼女の身に被ひ害がいは無かった。

　シルフィが恐おそる恐る瞼まぶたを開くと、そこにはシルフィを庇かばうように立ち尽くす、最愛の相棒の姿があった。

「は、ぁ…………？」

「ぶ、じか、シルフィ……」

　混乱と驚きよう愕がくによって呆ほうけるシルフィの前で、ぐしゃぁっ、と死体のように床に倒れ込むミスト。毒を浴びた皮ひ膚ふからは瘴しよう気きのような煙けむりが立ち上っていた。

「いやっ、いやだ……ミスト……ミスト……」

「なん、で……？」

「噓うそだろ……くそっ！」

　顔面蒼そう白はくのシルフィがミストに駆かけ寄り、彼の身体を抱だき寄せる。ユーリはただただ呆ぼう然ぜんとしていて、ハイネに至っては床を拳こぶしで殴なぐりつけている始末だった。

「うう……なんで、なんで、こんなことに……」

　戦いに勝利したはずだった。

　討とう伐ばつ対象はすぐ傍そばで絶命している。このまま何事もなくダンジョンから脱だつ出しゆつし、いつもの日常に戻もどるはずだった。

　だが、実際はどうか。大切な仲間が呪いと毒に蝕むしばまれている。どちらか一方であればシルフィの『解呪デイスペル』か『解毒デイスパライズ』で何とかできたのかもしれないが、流石さすがに両方ともなると話は別だ。呪いと毒の両方を消しよう滅めつさせられる魔術『解異常デイステート』を扱あつかえる者はほんの一ひと握にぎりしか存在せず、残念ながらシルフィはその括くくりから外れてしまっている。

「いやだ……死なないでくれ……ミスト……みすとぉっ！」

　ぽろぽろと涙を流し、虚うつろな瞳ひとみのミストを強く抱きしめるシルフィ。大切な人を亡なくすかもしれないという恐きよう怖ふが彼女の心を覆い、絶望の感情が頭いっぱいに広がっている。情けないが、涙と嗚お咽えつが止まらない。

　だが、彼女の涙を、嗚咽を、ここにきて止める者がいた。

　それは、ミストだった。

　シルフィの腕の中で、彼は口を震ふるわせる。

「ぅ……ぁ……」

「っ!?　なっ……ど、どうした、ミスト!?　何か言いたいのか!?」

　最期の言葉か──その場の誰もがそう思った。動かぬ筋肉に鞭むちを打ち、最期の言葉を残そうとしているんだな──と。

　ミストの頭を持ち上げ、彼の口元にシルフィは耳を近づける。決して聞き逃してはいけない。彼の最期の言葉だけは、絶対に聞き逃す訳にはいかない──ッ！

「おれ……おま……え……が───」

　零こぼれ落ちるシルフィの涙を顔に受けながら、ミストは告げる。




「───あれ、なんか普ふ通つうに身体が動くんだけど？」




「「「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、は？」」」

　空気が凍こおりついた。ついでに三人の表情も凍りついていた。シリアスな空気が何の前まえ触ぶれもなく打ち砕くだかれた、そんな気分だった。

　あまりの衝撃に涙が引っ込んでしまったシルフィの腕の中で、呪いと毒のせいで喋しやべれないはずのミストが何な故ぜか流りゆう暢ちように言葉を垂れ流し始める。

「筋肉硬直の呪いを筋肉弛し緩かんの毒が無効化したのか？　そんな上う手まい話が──いや、でもそれ以外に俺が助かる理由がないし、おそらくはそうなんだろうな。ということは、もしかしたらバジリスクの毒を薬に加工すればバジリスクの邪眼専用の解呪アイテムとして売り出せる可能性が……おお、これは金かね儲もうけの香かおりがプンプンするぜ！」

　目を輝かせながらすらすらと欲に塗まみれた言葉を垂れ流すミスト。なんとも金にがめついシーフらしい行動だが、今この場においてその行動は完全にアウトなものだった。

　ミストを抱き寄せるシルフィはびききっと頰ほおを引き攣つらせる。彼女の異変に気付いたハイネとユーリはそそくさと距きよ離りを取った。

　ミストの顔を両手で固定し、彼の瞳をまっすぐと見つめるシルフィ。「え？　え？」と思わず動どう揺ようするミストにシルフィは小さく微笑ほほえむと──

「少しは空気を読めこの大おお馬ば鹿か者がぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」
















「ごぎゅぶぎゅっ!?」

　──渾こん身しんの頭ず突つきが馬鹿の顔面に炸さく裂れつした。

「いった！　マジで痛っ！　頭が割れるように痛いてぇっ！」

　ごろごろごろーっ！　と恥はじも外聞もかなぐり捨ててその場で悶え苦しむミスト。バジリスクの二大武器を全て受けたというのに、不調が一切感じられない動きである。

　死ぬほど心配したしそもそもさっきの告白染じみた思わせぶりな言葉は何だったんだ、とは今いま更さら口が裂さけても言えないシルフィは汚お物ぶつを見るような瞳で相棒を見下ろしながら、

「よかったなあ何ともなくて本当によかったなあ……っ！」

「お、おかしい！　言葉に反して声から何故か怒ど気きが感じられるんですけど！　しかも剣を振り上げちゃってるし！　殺す気なのか？　せっかく奇き跡せき的に生せい還かんした仲間を自分の手で殺すつもりなんですか!?」

「いやだなあそのようなことを私がする訳ないではないかただちょっとこの恥はずかしさとやるせなさを斬ざん撃げきとして表現しようとしているだけだよ気にするなあはははは」

「死ッ!?」

　今にも剣を抜ぬき放ちそうなシルフィから全力で距離を空けるミスト。つい先程まで毒と呪いで苦しんでいたとは到とう底てい思えない俊しゆん敏びんさである。

　空気が読めないというか心の底から間が悪い相棒に盛せい大だいな溜ため息いきを吐つきつつも、シルフィは倒たおしたばかりのバジリスクの方へと視線を移す。

　バジリスクは既に息絶えていた。それどころか、見事なまでに爆ばく散さんしていた。血肉が辺り一面に飛び散るその光景はまさにグロテスクという言葉以外では言い表せない。

　と。

「ん……？　あれは……ゴブリン、か？」

　小さく首を傾かしげるシルフィの視界に現れたのは、不細工な顔と小こ柄がらな緑の体たい軀くが特とく徴ちようの魔物──ゴブリンだった。その数、およそ十匹ぴき。

　辺りに飛び散ったバジリスクの肉を恐る恐るといった様子で手に取ると、次の瞬しゆん間かん、目にも留まらぬ速さで闇やみの中へと消えていった。それも一匹ではなく、その場にいた全てのゴブリンが同じ行動をとっていた。

　いや、ゴブリンだけではない。

　いつの間にか、そこには多くの魔物達が集まっていた。オオネズミにオーク、レイジングバットやファングワーグ……ダンジョンの上層に生息する所謂いわゆる雑ざ魚こ魔物達がバジリスクの血肉を求めて集結していた。

「……そうか。異なる階層から来たバジリスクであっても、死んでしまえば魔物達の食料となってしまうのか……そして魔物達は成長し、ダンジョンの生態系という名の輪りん廻ねは永遠に回り続ける……当たり前のことなのに、今まで気にも留めていなかったな」

　感かん慨がい深そうに、シルフィは吐と息いきを零こぼす。

　死んだバジリスクを魔物が食い、成長した魔物を冒ぼう険けん者が倒し、そしてその死し骸がいを他の魔物が食う……ダンジョンの中でありながら、そこには自然界の摂せつ理りにも似た連れん鎖さ作用が存在していた。

　バジリスクの肉を食い散らかす魔物を眺ながめながら、シルフィは感慨深そうに言う。

「素す晴ばらしい光景だな……これぞダンジョン世界、といった感じだ」

「そ、それで……どうする？　あいつらを倒すか？　それとも──このまま帰るか？」

　いつの間にか近づいてきていたミスト（シルフィの様子を恐る恐る窺うかがいながら）からの無意味な質問──いうなればただの確かく認にん作業に、シルフィは肩かたを竦すくめる。

「帰ろう。私達の目的はバジリスクの討伐だ。ギルドからの討とう伐ばつ依い頼らいを達成した今、ここに留とどまる理由はない。それに──」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めるが、すぐにシルフィは続きを口にした。

「──それに、この美しい光景と大いなる感動を少しでも早く文章に起こしたいのでな」

　どこか嬉うれしそうに言う彼女の顔は、正真正しよう銘めい、一人の小説家の顔だった。










　　　間章







「戻ったぞ、ミーナ！　さあ、小説の原げん稿こうを私に返してくれ！」

「キミはもう少し感動的な帰き還かんができないものかなあ!?」

「何を言うか。私が帰って来た時点で感動ものだろうが」

「今の言葉で全部台無しだよ……まあ、いいや。はい、これ原稿ね。暇ひまだったから読ませてもらったけど、別に問題ないよね？」

「未完成だから面おも白しろさについては保証しかねるがな」

「面白かったよ。シルフィードがミスティアに告白されるシーンとか、シルフィの願望が入りすぎててニヤニヤしちゃってたもん（笑）」

「失礼な奴やつだなお前は！　願望などでは断じてない！　これは確定した未来だ、そうに決まっている！」

「恋こい心ごころに気付いてもらえると確信しているんだね……」

「当然だ。くふふ、次にお前と会う時には私とミストは恋仲になっていることだろうな」

「まあ確かに、主人公と相手役の名前がシルフィードとミスティアでほぼキミ達の名前のままだし、取材中での出来事がほぼそのまま小説に使われているし、これを読んだ上でキミの恋心に気付かないとかちょっと鈍どん感かんすぎるよねぐらいの分かりやすさだから、流石のミストもキミの恋心に気付いてくれるでしょ！」

「そうだろうそうだろう？　くふふ、これで遂ついに私の野望も叶かなうというものだ……っ！」

「あはは。まあ、その時はユーリも合わせて三人でお祝いだね」

「うむ。最高の小説を書き切って最高のハッピーエンドを摑つかんでやるのだ！」

「うん、頑がん張ばってね。なんだかんだ言っても、あたしはキミを応おう援えんしてるんだから」

「ああ。応援してくれるお前の為ためにも、私は、この恋を成じよう就じゆさせてみせる！」

「その調子その調子」

「では、私は執しつ筆ぴつに戻らせてもらう。さらばだ、ミーナ」

「うん、また今度ね」




「………………あたしもシルフィみたいに頑張らないとなあ」











第七章　美少女剣けん士しの小説を読もう









　後日談──というか、今回のオチについてとりあえず述べておこうと思う。

　無事にバジリスクを討とう伐ばつした俺達はギルドから多額の報ほう酬しゆう金を受け取った。それはもう本当に多額で、貧びん乏ぼう性しようのユーリが思わずトイレで吐いてしまうほどだった。

　今回の討伐依頼達成により、シルフィとその仲間達の評価は大きく向上。これでまたシルフィさんに憧あこがれて冒険者になる人が増えますよー、と例のケットシーの青年がほくほく顔で嬉しがっていたのは記き憶おくに新しい。

　とまあ、そんな感じでお祝いムードだった訳なのだけれど、残念ながら俺はその序じよ盤ばんにしか参加できていない。何故かというと、俺はシルフィによって診しん療りよう所じよにブチ込まれたからである。

『良いから黙だまって大人しく診しん察さつされてこい』

　とまあ、鬼き気き迫せまる表情のシルフィからそんな感じのことを言われた俺は診療所へとブチ込まれ、『解異常』の魔ま術じゆつで治ち療りようを受けた訳なのだが、所長さんの話によると『一歩間ま違ちがえば死んでいた』らしい。バジリスクの呪のろいと毒が奇跡的なバランスで体内に取り込まれていて、このバランスが一ひと滴しずく分でもずれていたら俺は既すでにあの世におさらばしていたとか何とか。割と笑えない話である。んで、退院後にその話についてシルフィに話したら顔面を殴なぐられてしまった。解げせぬ。

　とまあ、それが今回のオチな訳だが、まだこの物語は終わらない。

　ハッピーエンドからちょうど一週間後。我らが『剣聖』サマの小説が完成したところから、この物語の終わりは遂に始まるのである。







　──小説が完成した。

　その朗報はシルフィ自身の口から俺へと伝えられた──というか、完成した小説の原稿を凄すさまじい形相と勢いで俺の部屋まで届けに来たのだ。

　目の下に隈くまを作ったシルフィは妙みようにやつれた顔を不気味に歪ゆがめながら原稿を俺に差し出し、こう言った。

「まだ誰だれにも読ませていない試作原稿を持ってきた。突とつ然ぜんこんなことを言うのは流石さすがに突とつ飛ぴ過ぎるかもしれないが……今すぐにでもこれを読んで欲しい」

「いや、それは分かったけど……今じゃないとダメか？　ちょうど今、魔物の生態についてまとめてるところなんだけど……」

「無理なお願いであることは重々承知している。──だが、すぐにでもお前の感想が聞きたいのだ」

　──我が自信作の感想を、お前の口から聞きたいのだ。

　最後に付け加えられたそんな言葉に俺は自分が照れるのを感じた。こいつは本当、サラッとすげー恥ずかしいことを言ってくるんだから……天然たらしかよ。

「ああ、分かった。そこまで言うなら聞くしかねえな。早さつ速そく、読ませてもらうよ」

「本当か!?」

「ああ。それじゃあ俺がこれを読んでる間、お前はそこのベッドで寝ねてろよ。その様子じゃああんまり寝てねえんだろ？　目の下に隈ができちまってるし、せっかくの美人が台無しだぜ？」

「………………この天然たらしが」

「あ？　何か言ったか？」

「べっつにぃー」

　何な故ぜそこで口を尖とがらせるし。

「まぁ、良い。お前がそういう感じなのは今に始まったことではないからな。ここはお前の言葉に甘えてベッドを借りることにするよ」

「言いたいことは山ほどあるが……まぁいいや。ぐっすり寝てろよ」

「……えっちぃことをしたら容よう赦しやなく斬きり刻むからな？」

「しねーよ馬ば鹿か！　いいからさっさと寝──」

「……すぅ」

「──早ァッ!?」

　ベッドに寝ね転ころんでからものの二秒ほどで完全に寝落ちしちゃってんだけど！　そんなに疲つかれてたんだろうか……。

「まぁ、最近はずっと頑張ってたみたいだしな」

　俺に言われたから？　いや、自分の意志で頑張ったんだ。寝る間も惜おしんで小説に集中してきた彼女の頑張りを、俺によるものだと考えるのは流石に烏お滸こがましい。

　にしても、まさか小説一冊を一週間足らずで完成させてしまうとは。普ふ通つうは一ヶ月だとか三ヶ月だとか、とにかく長い期間を要すると聞いてるんだが……どんだけ頑張ったんだよ。

「そんじゃま、その頑張りをさっさと評価させていただくとしますかねーっと」

　ベッドの上で穏おだやかに寝ね息いきを立てているシルフィに苦く笑しようしながら、俺はシルフィが持ってきた小説原稿に目を通し始めた。







　六時間が経過しただろうか。窓の外は既に暗くなっていて、昼と比べると気温も若じやつ干かん低く感じる。街の方では夜に向けて人々が賑にぎわい始めていて、随ずい分ぶんと長い時間が経過したことを俺に教えてくれていた。

　原稿の最終ページから手を離はなし、ふぅ、と溜息を吐つく。

「……面白かったな」

　それが率そつ直ちよくな感想だった。俺の、ミスト・クトゥールの素す直なおで単純な感想だった。もっとこう、凝こったことが言えればいいんだろうが、残念ながら俺の中の語ご彙いはそこまで多くない。よって、面白い、と一言の感想になってしまう。

　スライムにヒロインが襲おそわれるシーンにはドキドキさせられ、グールやミミックの生態が明らかになるシーンでは、生態についての知識があるにも拘かかわらず、思わず膝ひざを打ってしまった。主人公達の恋れん愛あい模様には思わず胸が高鳴ったし、最後のバジリスクとの戦せん闘とうシーンでは、あまりの熱さに呼吸を忘れるほどに夢中になってしまっていた。

　だからこその、面白かった、だ。

　単純明快な感想だが、それこそが俺がこの小説に対して思ったことの全すべてである。

　ぐぐーっと背せ伸のびし、溜ため息いきを零す。

「ん……んぅ。シルフィを起こすかね」

「もう起きているぞ」

「うおへぇっ───あぎゅっ!?」

　あまりの驚きよう愕がくにその場に飛び上がり、椅い子すと共に勢いよく転んでしまい、背中を激しく打ちつけてしまった。

「い……いつのまに!?」

「いや、本当にたった今起きたのだ。ふと目が覚めたらお前が背伸びをしていたので、少し驚おどろかせてやろうかと思ってな」

「少しどころじゃねえよ半はん端ぱなく驚いたよ……」

　背中が痛いし、下手すりゃ背骨が折れてたよ……。

「それでそれで？　私の小説はどうだったのだ？　是ぜ非ひ感想を聞かせてほしい！」

「分かった、分かったから引っ付くな！　喋しやべれねえだろが！」

　こいつがイヌだったらさぞ激しく尻尾しつぽを振ふっていることだろう。好こう奇き心旺おう盛せいというか、飼い主に構って欲しいようにしか見えねえんだよなぁ。……シルフィの飼い主でも保護者でもねえけどな。

　縋すがりついてくるシルフィをベッドの上に投げ飛ばし、俺は軽く咳せき払ばらい。今いま更さらだが、こうして真正面から正直な感想を述べるというのは地味に恥はずかしいものだ。しかも相手はその小説の執筆者だ。これが照れ臭くさくない訳がない。

　おほんおほんとわざとらしく咳払いし、俺は視線を彷徨さまよわせながら言う。

「面おも白しろかったよ、すげー。素人しろうと意見だけど、すげー文章も整ってたと思う。ちょっと無理矢理なご都合主義もあったように感じたけど、それでも面白かった。初めての作品にしてはかなり完成度が高いんじゃねえか？　ま、まぁ、とにかく、俺は面白いと思ったよ」

　あまりにも恥ずかしいからか、ちょっと斜しやに構えた感想になってしまった。俺はどこぞの評論家かよ、恥ずかしすぎるわ。

　想定外の自分の態度に顔が熱くなりつつも、ちら、とシルフィの様子を窺うかがって見る。

「そ、そうか。面白かったか…………やったっ」

　なにこの生き物すげー可愛かわいいんだけど。

　顔を真っ赤に染め、目め尻じりには涙なみだが溜まっている。胸の辺りで強く握にぎった両の拳こぶしを小さく振っているのは喜びを表しているんだろう。顔はものの見事にニヤけていて、その様子はなんとも可愛らし──

「くふふっ……ぷははっ……あひひっ、ひひっ、うひひひひひひひ」

　──前言撤てつ回かい。すげー気持ち悪いです。

「あ、あの……シルフィさん？　嬉うれしいのは分かるんだけど、その……あれだ。もう少し女の子らしく喜んではどうですかね……？」

「断る！」

「断っちゃったよこの残念美少女」

「そ、それでだな。他には感想は無いのか？　キャラクターについてだとか、二人の恋愛模様についてだとか、見覚えのある場面だとか……」

「うーん、そうだなあ……」

「（わくわく）」

「あっ、そういえば──」

「っ！」




「──鈍どん感かんすぎるミスティアのせいでシルフィードが可哀かわい想そうだったな！」




「……………………は？」

「いやー、何というか、シルフィードの恋こい心ごころに対するミスティアの鈍感さは流石にどうかと思ったな、うん。こんなにも分かりやすい恋心に気付かない奴やつなんて流石に現実にゃあ居ねえだろうなあ」

「い、いや、まさか、噓うそだろう……？　ほ、他に気になることは無かったのか？」

「は？　いや、まあ、ミスティアの境きよう遇ぐうがなんか俺と似てる気がしてちょっと親近感が湧わいたりはしたけど……」

「………………は？　そこに親近感を覚えているのに何故その態度？　……い、いや、いやいやいやいや、なんで気付かないんだ馬鹿か。ほら、もっとこう、あるだろう？　主人公達の名前は何に由来しているのかー、みたいな、そんな感想が！」

「え？　シルフィードとミスティアについて？　この名前って何かに由来してんの？　確かに聞き覚えがある名前だけど……」

「（どうしてこいつは気付かないんだこんなにもヒントに溢あふれた小説を書いてきたというのにこれでは私の恋心に気付いてもらうという当初の目的が台無しではないかああもうむかつくむかつくむかつく……っ！）」

「あ、あの、シルフィさん？　何をぶつぶつ呟つぶやいてらっしゃるんですかね……？」

「…………もう良い」

「え、えーっと、シルフィさん？　どうしてそこで拗すねるんです？」

「もう良い！　知るか馬鹿！　ミストの馬鹿！　死ね馬鹿！」

「小説を書いてたくせに語彙力皆かい無む！」

　頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向いてしまうシルフィ。何なに故ゆえにいきなりそこまで怒おこるのかが私には理解できません。生理なんかね……いや、違ちがうな。そもそもそんな発想に行くこと自体が駄だ目め過ぎるぞ俺。

　仕方がない。何が悪いのかはよく分からんが、ここはちゃんと謝っておくとしよう。男は折れる生き物だってじっちゃんも言ってたしな。

「ご、ごめんな、シルフィ。俺が悪かったよ。だから怒らないでくれ」

「……本当に反省しているか？」

「おうともさ。反省してる反省してる！」

「何を反省しているのだ？」

「……………………………………………………………えっと」

　無言の攻こう撃げき魔ま術じゆつが俺の耳を掠かすめていった。

　壁かべが崩ほう壊かいする音を背中越ごしに聞きながら冷ひや汗あせを流していると、術を放ったシルフィはとても──それはもうとてもとても恐おそろしいほどに冷たい目をしながら、

「今晩はお前の奢おごりで和食を食べる」

「え？　い、いや、また俺の奢り!?　この間も言ったけど、そろそろ新しい短たん剣けんが欲しいから出費はなるべく抑おさえたいんだけ──」




　ズバシュゥウウッ！　と俺の頭上を風の刃やいばが通過した。




「お前の奢りでいいな？」

「全力で奢らせていただきます！」

　ちくしょう、実力行使だなんて卑ひ怯きような女め！　俺が臆おく病びような男で良かったな！

　相変わらずシルフィに弱すぎる自分に嫌いや気けが差してくる今日この頃ごろである。やはり惚ほれた弱みというヤツだろうか。俺って本当に駄目な男ですね。

　そんな感じで自じ虐ぎやく思考に身を投じていると、シルフィが突とつ然ぜん、俺の名前を呼んできた。

「ミスト」

「は、はい？　あ、ああ、ええと、なんだ？」

　見ると、そこには小説原げん稿こうをぎゅーっと抱だき締しめるシルフィの姿が。

　何ぞや？　と首を傾かしげる俺にシルフィは子供のように無む邪じや気きな笑顔を向けながら、

「私はこんなことで諦あきらめるような女ではない！　次の作品では絶対に野望を叶かなえてみせるからな！」

　シルフィが何を言っているのか、今の俺には理解が全く及およばない。

　だけど、一つだけ、俺にも分かることがある。

　それは──

「そうかよ。よく分からんが、最後まで付き合うぜ、相棒」

「当然だ！　どこまでも引っ張り回してやるから覚かく悟ごしておくのだな！」

　──こいつの我わが儘ままに付き合うのがそんなに嫌いやじゃないってことだ。










　　　あとがき







　はじめまして。

　この度たび、第三十回ファンタジア大賞にて銀賞を賜たまわり、本作にてラノベ作家デビューと相成りました、秋あき月づき月つき日ひと申します。

　月が二つ並んだ覚えやすい名前となっております。頭の片かた隅すみにでも記き憶おくしていただけると幸いです。




　──と、紹しよう介かいはここまでにして、ここからは本作について少々の説明を。

　本作「剣けん聖せいの私がお前を好きだと？ 笑わせるな！ 大大大好きなのだ！」は、天上天下唯ゆい我が独どく尊そんな美少女剣士シルフィがツンデレ気質の主人公ミストと恋こい仲なかになる為ために、周囲を巻き込みながら奮ふん闘とうするラブコメディとなっています。一応、補足しておきますが、主人公はミストです。あらすじを読んだ限りだとシルフィの方が主人公っぽいですが、主人公はあくまでもミストです。

　本作では、そんな主人公が美少女達にアプローチされまくります。しかし、破は滅めつ的なまでに鈍どん感かんなため、彼女達からの好意にはあまり気づきません。

　…………いや、あまり、というか、全然気づきません。何でこいつ気づかないんだよふざけんな、と書きながら何度思ったことか。

　あとがきから拝読していただく読者の方々もいらっしゃるかもしれませんので、過度なネタバレは控ひかえさせていただきますが、常識人に見えて実は一番の厄やつ介かい者ものであるミストを中心として繰くり広げられるハイテンションドタバタラブコメディをお楽しみいただけたのなら、幸いでございます。




　最後になりましたが、完全に趣しゆ味みと情熱だけで突つっ走っていた私の作品を銀賞に選んでくださった選考委員の方々。

　私の細かすぎる注文に的確に応こたえて想像を遥はるかに超こえる素す晴ばらしいイラストを描かき出してくださり、生まれて初めて「感激のあまり声を失う」という経験をさせてくれたイラストレーターの戌いぬ角ずみ柾まさきさん。

　要領の悪い私の改かい稿こうに根気強く付き合って下さった担当編集の上うえ野の様、岡おか崎ざき様。

　誤字や誤用のオンパレードだった文章を校正してくださった校正さん。

　素晴らしい装丁を施ほどこしてくださったデザイナーさん。

　本作の出版に大きく関かかわって下さった全すべての方々。

　そして、この本を購こう入にゆうし、最後まで読んでくださった、あなたへ。

　本当に、本当に、ありがとうございました。

　再び皆みな様さまとお会いできるよう、誠心誠意頑がん張ばらせていただきますので、今後ともよろしくお願い致いたします！


秋月　月日










秋月月日

●あきづきつきひ



第30回ファンタジア大賞〈銀賞〉受賞の本作にてデビュー。

生粋の博多っ子。ご飯のお供は明太子。

凛とした女剣士がラブレターを書くために奮闘するラブコメって面白そうじゃね？　という冗談のようなアイディアから生まれた本作では、我侭放題な美少女剣士や薄幸系美少女魔術師、腹黒聖母な美少女店主など、多種多様な美少女ヒロインを取り揃えております。

ハイテンションだがどこか緩い。そんな物語を是非ともお楽しみくださいませ。


















カバー・口絵・本文イラスト／戌角柾

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










剣けん聖せいの私わたしがお前まえを好すきだと？

笑わらわせるな！ 大だい大だい大だい好すきなのだ！








秋あき月づき月つき日ひ
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